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Phase∞







　男は拳けん銃じゆうを握り締しめ、立っている事さえ難しい揺ゆれの中を無む理り矢や理りに駆け続けていた。

　爆ばく音おんと共に、何度目なのかわからない地響きがする。

　天井の照明は明めい滅めつし、欠片かけらが粉のように降り注いでくる。

　崩ほう落らくの虞おそれがある窮きゆう地ちだというのに、それでも男は、何な故ぜだか可お笑かしくて苦笑してしまった。

「……中国か、アメリカか。どこだか知らんが、ついにダイソン環かんを突とつ破ぱして来たわけか。やれやれ、どうやらここも長くはなさそうだ」

　男は不ふ思し議ぎと気楽に呟つぶやいてしまう。

　もしかしたらそれは、諦てい観かん、あるいは自じ棄きに似た気持ちから発せられたのかもしれない。

　元より男は、命を賭とす覚かく悟ごでここへやって来たのだから。

「だからって別に、命が要いらないわけじゃないんだけども」

　脂あぶら汗あせを額ひたいに流しながら、男は天井から生はえ出ている案内標識に目を配る。

　そうして進路を確認しながら、曲がり角を素早く処理していった。

　……死にたいわけではないのだ。ただ命を賭けなければ為なし得ない事を為そうと決めた。そうまでしなければ望みを叶かなえられないくらいに、自みずからの存在は非ひ力りきなのだ。

　行けども行けども、男が突つき進む廊下に人の姿は現れなかった。

　この実験施設の職員達は、すでにほとんどがシェルターへ避難した後だった。

　１時間程ほど前から、襲しゆう撃げきの警けい告こくが出ていたのだから当然だろう。

　ここは秘密の実験施設とは言え、侵入防止のセキュリティシステムが厳重なだけで、内部の守りは手て薄うすな構造になっている。侵入者の迎撃まで想定された設計にはなっていないため、１度でも入り口を突とつ破ぱされてしまえば、陥かん落らくまでに時間は要さないだろう。貴重な研究データをバックアップ出来たのかはわからないが、それは男にとってどうでも良い話だ。

　職員達が逃げ出した後の施設内部は、ほとんど無人に等しい状況である。

「人はいないし、セキュリティも甘くなっているってね。好こう都つ合ごう、好都合」

　フラスコやカプセルなどが並ぶ実験室棟とうを抜けた先で、職員達の居住エリアと思おぼしき場所に行き着いた。廊下の左右はガラス張りになっており、その向こうにはベッドやクローゼットなどの家財道具が置かれていた。

　男が目指す場所は、この居住エリアの中央付近に位置しているはずだった。

　やがて男は、その重厚な扉の前に辿たどり着く。

　────メインラボ。

　扉は半開きになっており、身体からだを滑すべり込ませれば通り抜けられる隙すき間まがあった。

　男は乱れた呼吸を整えながら、扉の向こうへ銃口を構える。

　そして迷い無く、隙すき間まの向こうへ足を踏み入れる。

　メインラボには、無数のＰＣや制御装置コンソール、高価な研究機材が設置されていた。

　その中央の広間になった場所で……男は目的の２人の人物を発見する。

　１人は白衣の男だった。男と同年代の成人男性である。

　そしてもう１人は、白髪の美しい女だった。

　女は血まみれの少女を抱き、力なく肩を落としてへたり込んでいた。一方、男は立ち尽つくしたまま、呆ぼう然ぜんと女が抱かかえている少女の姿を見下ろしていた。

　２人は、傷付いた少女の痛ましい様よう子すに、打ちのめされているように見えた。

　だが２人の絶望には構わず、駆け付けた男は、白衣の男へ静かに銃じゆう口こうを構えた。

「……やっと会えたな、羽う鷺さぎ宗そう司じ」

　微笑ほほえみもせず呼びかける男の声に、羽鷺と呼ばれた白衣の男は気が付いた。

　羽鷺は力なく肩を落としたまま、ゆっくりと男の構える銃口を振り向いた。

「あなたは確か……」

　羽鷺は、男の顔に見覚えがある様子だった。

　白衣の男は寂さびしげに、目を細めて断定した。

「そうですか。僕達を殺しに来たんですね」

「世紀の天才様とやらは、説明要いらずで助かるよ」

　顔を見ただけで全てを理解した羽鷺を、男は皮ひ肉にくる。

　男は銃口を構えたまま、静かに語り始めた。

「あんたの研究を、外の連中に渡すわけにはいかないんだ。悪いが……ダイソン環かんを破は壊かいして、２度と誰も、この実験施設に足を踏み入れる事が出来ないように永久封ふう印いんさせて貰もらうぜ」

「どうやって」

「ダイソン環を吹き飛ばせる量の爆ばく薬やくを仕し掛かけさせて貰った。爆破する前に、ダイソン環の修復可能な知識を持っているあんた達夫婦を消し去るつもりだ」

「その程度じゃ甘いですよ。破は壊かいしたダイソン環には誰も近付けないよう、新しん宿じゆくの地中深くに埋まい葬そうしなければ」

　予期せぬ羽鷺の言葉に、男は呆あつ気けに取られてしまう。

　羽鷺は白衣の懐ふところに手を差し入れる。武器を取り出すのではないかと警けい戒かいした男は、咄とつ嗟さに身を屈かがめてしまう。だが羽鷺が取り出したものは、大きなプッシュスイッチが付いているだけの、金属製の小箱だった。

「……それは」

「起爆装置です。ダイソン環ごと、新宿の地下空間を吹き飛ばせる量の爆弾をセットしてあります。押せば、15分後に起爆します」

　羽鷺は、涼すずやかな口調で答える。

「僕達は最初から、こういう事態を想定していたんですよ。ロムルスの槍やりの修復完了のタイミングを狙ねらって、各国が手段を選ばず研究成果を略りやく奪だつに来るだろう可能性をね」

　言って退のける羽う鷺さぎに、男はしばらく呆あつ気けに取られていた。

　……まさか、この施設の最高責任者である羽鷺宗そう司じが、自みずから施設を封ふう印いんするために大量の爆ばく薬やくを仕し掛かけているなどとは想像もしていなかったのだ。

　男の目もく論ろ見みと同じ事を、目の前の羽鷺がすでに準備していたのだ。

　その馬ば鹿か馬鹿しさに、男は堪たまらず、静かに自じ嘲ちようしてしまう。

「……何だよ。俺がせっかく苦労して仕掛けた爆薬が無駄か。先にもっと強力な爆弾が仕掛けられてたなんて、冗談きついぜ。俺のやる事なす事、いっつもこうだ」

　片手で頭を抱かかえながら、男は気を取り直す。

　そして羽鷺を鋭く睨にらみ付けた。

「15分後に起爆って事は、その15分ってのがあんた達の脱出時間か。けれど、残念ながら俺はあんた達を行かせるつもりなんてないぜ」

　死の宣告をされた羽鷺は、しばらく無言で立ち尽つくしていた。

　やがて、傷付いた少女を抱きかかえる女────妻を見下ろしてポツリと答えた。

「……構いません。もうすぐ私達は、守りたかった大切な存在を失う。もはや、生にこだわる理由も潰ついえてしまった。……ただ１つ」

　疲れ、乾いた微笑ほほえみを浮かべながら、羽鷺は手にしていた起爆装置を、男に投げて渡した。

「あなたが僕達を殺すつもりなら、その起動は、あなたにお任まかせしたい」

「……良いだろう」

　男は片手で銃じゆうを構えたまま、起爆装置をコートのポケットにしまい込んだ。

　その様よう子すを確認し終えると、やがて羽鷺は、独白のように語り始めた。

「……許されない事をしました」

　涙せずに泣いているような、それは悲しい顔だった。

「嘆くには、もうあまりにも時間は過ぎてしまった。そうするつもりなんて少しもなかったのに、気が付けば僕達は、多くの人を傷付け、多くの人を悲しませていた」

「罪の意識はあったのか」

「あなたと同じで、覚かく悟ごがあっただけです。他人を虐しいたげてでも、守るべき者を守る覚悟が。僕は妻と、この子を救うために研究を始めた。彼女達を、呪のろわれた〝高貴なる血族ノーブル・ブラツド〟の宿命から解とき放はなつために。しかしそれにしては、代だい償しようが大き過ぎたと思います。だから……すいませんでした」

「謝あやまるな」

　羽鷺の謝罪を、男は唾だ棄きするように否定する。

「あんた達夫婦は、悪人でなければならないんだ。少なくとも俺は、復ふく讐しゆう以外の全てを投げ打って、今日までを生きてきた。最後まで恨うらみ続けなければならん奴やつの気持ちにもなってみろ」

「……そうですか。いいえ、その通りですね」

　もはや全ての運命を受け入れる覚かく悟ごなのか、羽う鷺さぎは諦あきらめきった微笑ほほえみで男を肯定した。

　そんな２人の会話に割り入るように、それまで少女を抱いて俯うつむいていた女が口を開いた。

「……あなたに、お願いがあります」

　女は涙を浮かべた顔で、夫に銃じゆう口こうを向けている男に懇こん願がんした。

「頼めた義理でない事は百も承知しています。それでも聞いてください。どうか……あなたの持っている〝変ア革ルのベ石ド〟を使って、この子の命を助けてくれませんか」

「……何だと」

「この子は……私達の娘です」

　女は、抱いていた少女を庇かばうように、深く、固く抱き締しめた。

「私達の研究が、たくさんの人の人生を狂わせた事は知っています。私も夫と共に、その報むくいを受ける覚悟があります。けれどこの子は……この子は何も悪くないんです」

「……」

「この子は、ただここで生まれて、何も知らずに育った。大人おとな達の都つ合ごうに弄もてあそばれただけの、無む垢くな子供に過ぎません」

　女は、表情を固くし続けている男に届くよう、懸けん命めいな声を振り絞しぼって言った。

「この子は地上に出た事がない！　太陽の眩まばゆさも知らない！　星の美しさも知らないし、海の青さや、さざ波の安らぎさえも知らない！　ここで生涯を閉ざすには、あまりにも悲しすぎる運命です……！　せめて私はこの子に、本来あるべき未来を与えてあげたい……そのためなら、どんなに醜みにくく浅ましい願いであろうとも口にしてみせます！」

　女は涙を流し、男の目を見み据すえて頼み込んだ。

「どうか……どうかお願いします！　娘に……未来をください！」
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　窓のない、薄暗い地下室だった。

　タイルを敷しき詰めた室内は閑かん散さんとしており、家財と呼べるものはない。

　ただ、部屋の中央の天井から、ケーブルに吊つるされた裸はだか電球がぶら下がっているだけだ。

　電球の直下には机が照らし出されており、その机の上には１つ、黒塗りの金属ケースが置かれていた。黒塗りのケースからは、無数のチューニング用ダイヤルスイッチが生はえ出ており、液晶の表示にはチャンネル周波数が表示されている。

　黒塗りのケースとは、無線機だった。

「……時間か」

　椅い子すに腰こし掛かけていた１人の男が、自分の腕時計を見下ろしながら呟つぶやいた。

　時刻は午前２時。深夜である。

　腕時計を外はずして、男はそれをテーブルの上に置いた。そして無線機を操作する。

　ダイヤルスイッチを回すと、液晶に表示されていたチャンネル周波数もカウントアップしていく。音量レベルを上げると、無線機のスピーカーから出ていたチューニング音が大きくなる。

　男がチャンネルを合わせ始めて間もなく、チューニング音に混じって音楽が聞こえた。

　その音楽が１番良く聞こえる周波数に合わせ、男は無線機から手を離す。

　無線機からは、しばらく音楽が流れ続けるだけだった。音楽はクラシックミュージックだろう。しかし男にとって曲名などどうでも良かった。

　やがて無線機からは、アナウンスの声が流れ出す。

《────おはようございます。こんにちは。おやすみなさい》

　時間帯に関係ない挨あい拶さつをするそのアナウンスは、変声器のようなものでモザイクがかけられた声質だった。男のような、女のような。聞いただけでは性別が判断出来ない声だ。

　アナウンスは続いた。

《それでは、数を読み上げます。……11、33、47、69、32、19、１、８、23、30、２……》

　脈みやく絡らくなく、意味不明な数字が読み上げられ始めた。

　通常のラジオ放送とは違う奇き妙みような放送だった。

《78、39、98、99、５、14、21》

　男はその放送が告つげる数字を、手元の紙に、１つ残らずペンで書き移す。

　その数字の羅ら列れつを見下ろしながら、男の目は徐々に血走っていく。

　放送は、１００近い数字を読み上げると、唐とう突とつに絶えてしまった。

　無線機からは砂すな嵐あらししか聞こえなくなる。

　砂嵐の沈黙だけが室内に満ちる。

　やがて男は、ライターを取り出し、数字の書かれた紙を燃やし始めた。火に包まれて、燃え落ちていく紙を見つめ、男は悲しそうに双そう眸ぼうを細めた。

　紙が灰と化した後、男はゆっくりと机の引き出しを開ける。

　中から１丁の自動小しよう銃じゆうと弾倉マガジンを取り出し、それを黙って見下ろした。

「……驕おごりし者。築き上げし者」

　弾倉マガジンを銃に装そう填てんし、安全装置を外はずした。

　銃は、引き金を絞しぼれば、いつでも銃弾が発射出来る状態になる。

「虐しいたげし者。虐げられし者」

　男は引き出しの中に、銃と一いつ緒しよにしまい込まれていた１枚の写真を見下ろした。

　写真には、男の妻と、愛する息子の姿が写っていた。

　写真を取り出し────男は静かに涙した。

「全ては死に。全ては終わる」

　男は銃口を、自みずからの右眼球に向けた。

　深しん淵えんのように暗い銃口の向こうを見やった。

　次の瞬しゆん間かん、室内に銃声と、眩まばゆい一瞬の光が閃ひらめく。

　血ち飛沫しぶきが叩たたき付けるように床へと撒まき散らされると、男の両腕は力を失ってダラリと垂れた。男が手にしていた銃は床へ転がり、その後に、言い様ようもない静せい寂じやくだけが室内を覆おおい尽つくした。
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「おーい、愛あい架か。まだかかるのか？」

「待ってよ～。もうちょいだから～」

　妹の部屋に向かって言いながら、俺はグラスに注いだ牛乳を飲む。

「早くしろよな。初日から遅刻なんて、みっともないぞ」

　妹の身み支じ度たくが終わるのを待ちながら、する事もなかったため、俺はリビングでテレビを見ていた。……正直なところ、番組の中身はどうでも良くて、ただのＢＧＭ代わりにテレビを点つけているだけだ。

　まだ眠い頭をボンヤリさせたまま、俺は欠伸あくびをする。

　テレビは朝のニュース番組で、珍しくもない光景を映し出していた。

　空港に専用機で降り立った米国の大統領が映し出されており、出迎えた総理大臣が、笑顔で握手をしている。その映像を背景に、アナウンサーのナレーションが入った。

《日本時間の４月８日、明後日より開催されるＧ12主要国首脳会議サミツトに参加するため、米国のノックス大統領が来日しました。これに続き、各国首脳陣も日本へ向かっている途中との事です》

　流れているニュースは、ここ数日、国内がその話題で持ちきりの国際協調会議についてだった。

《今回のＧ12主要国首脳会議サミツトでの重要課題の１つに次世代資源開発ＮＥＩも含まれており、今後の世界の、資源開発に関する重要な話し合いが行われる事になります》

「Ｇ12サミットか……」

　俺はニュースを横目に呟つぶやいてから、もう１度だけ妹の部屋へ声をかけてみた。

「愛架ー。まだかー？」

「まだ～！　制服新しいから、ちょっと着こなしで迷ってるの！」

「へいへい。そうですか。こりゃあ、本当に遅刻かもしれないなあ」

　テレビの画面端はしに表示されている時刻を見ながら、俺は呟いてしまう。

　妹の身支度が遅いため、やむなくニュースの続きを聞く事にした。

　牛乳を啜すすりながら改めて、画面下に出ているテロップを見る。

「……次世代資源開発ＮＥＩ。何でもかんでもアルファベットの略称にされても困るよなあ」

　あまり政治や社会情勢などに詳くわしくないため、その会議が具体的にどんな事を話し合うものなのかなど知らない。ただ最近、テレビで馴な染じみのある言葉であるのは確かだ。

　次世代資源開発ＮＥＩとは────要するにクリーンエネルギー技術開発の事を指す。

　聞きかじった程度の知識しかないが、クリーンエネルギー技術とは、二酸化炭素などの環境有害物質を排出せず、高出力の安いエネルギーを生成する技術の事であるらしい。

　この会議が行われる理由は、６年前に起きた東とう京きよう内ない戦せんにまで遡さかのぼる。

　東京で起こった貧困者達のクーデターによって、関東を含めた周辺都市では、電気や水道などの都市インフラが壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けていた。内戦前に起きた大だい震しん災さいなどの影響もあり、国内では停電が頻ひん発ぱつする程ほどの電力供給難な状況に陥おちいっていたのである。

　電気がないため、国内企業のサーバーもまともに稼か働どうせず、大企業も操業が危あやぶまれる毎日が続いていたらしい。そんな時節に脚光を浴びたのが、それまで陽の目を見てこなかった、国内の新エネルギー開発分野だったのだ。

　内戦によって社会情勢が変化した日本は、クリーンエネルギーの研究開発が盛んになった。かつては基素研究レベルだったものも、今では実用化まで、あと少しのところまでこぎ着けているのだと言う。

「……ただ日本はクリーン発電技術を持っていても、資源を持っていない。逆に海外は、資源を持っているけれど、日本程の技術力を有していない。お互いに、欲しいものの取り合いなのかもしれないな、この会議って」

　そろそろ本格的に、ノンビリしていられるような時間ではなくなってきた。

　俺はテレビを消すと、妹の部屋を振り返った。

　呼びかけようと息を溜ため込んだところで、妹の部屋の扉が開いた。

「じゃっ、じゃーん！」

　そう言って部屋から飛び出してきた妹は、俺の前に踊り出て、その場で１回転して見せる。

　俺と同じ高校の制服姿で、妹────冴さえ上がみ愛あい架かは、得とく意い気げに平たい胸を張って言った。

「どうよ！　今日からあたしも高校生なわけだよ！」

「そうだな」

「……って、感想それだけなの！　今日の私のこの格かつ好こうを見て、兄として、男してもっとこう、何かないの！」

　愛架は「たはーっ！」と頭を抱かかえ、焦じれったそうに俺へ問いかける。

　俺に何かを言って欲しい様よう子すだったが……愛架の意図を測りかねて考え込んでしまう。

　愛架は一体、俺に何を言って欲しいのだろうか。

「うーん。そうだな」

　言われた俺は、マジマジと愛架の姿を観察してみた。

　いつも通り、長髪の黒髪をポニーテールにまとめている。いつも通り、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんでいる。いつもと違うところと言えば……やはり服装である。

　新品の制服は、愛架の成長を見込んで若じやつ干かん大きめのサイズに作られていた。

　そのため、少し袖そで丈たけなどが長くダブついている。

　あと、胸の部分も。

「制服の丈、ちょっと長めに作りすぎたかもな」

　こちらの感想を聞いた愛あい架かは唖あ然ぜんとし、同時に肩を脱力させている。

　ガッカリした様よう子すだった愛架は、やがて怒りに身体からだを震ふるわせ始めていた。

「……んもお！　誠せい一いちの馬ば鹿かっ！　この場合は、〝可愛かわいい〟って言うのが普通でしょ！」

「おお、そういう事だったのか！」

「何を納得して手打ちしてるのよ！　ああもう！　そんな風に女心がわからないから、誠一はモテないのよ！　彼女の１人も出来てないのが良い証拠でしょ！」

「そ、それとこれとは関係ないだろ！」

「関係あります！　妹にすら可愛いと言えないのに、他よ所その女の人になんか、甘い言葉の１つも吐はけないに決まってるんです！」

「言いたい放題だな……」

　俺は照れくさくて、鼻の頭を掻かきながらそっぽを向いて言った。

「だいたい妹に向かって可愛いとかって、何かその……言い出しにくいんだよ、兄的には」

　俺の弁明を聞いた愛架は、キョトンと顔を呆ほうけさせる。

「……じゃあ、本当は可愛いって思ってくれてるの？」

「ま、まあな。その……似合ってるし」

「……」

　愛架は薄く頬ほおを赤く染めて黙り込む。

　言えと迫ってきたくせに、いざ言われると赤面して気恥ずかしそうにしている愛架を見ていると、俺もやはり恥ずかしくなってしまう。気まずくなったため、俺は言った。

「だ、だからこういうのは嫌いやだったんだよ！」

　愛架は嬉うれしそうに、俺の腕に抱き付いてきた。

「……ありがと！　お兄ちゃん大好き！」

「ちょ、いきなり何言ってるんだ！」

「良いじゃん、たまには。それより遅刻してるよ。急がなくて良いの？」

「え？　……おああ！」

　俺は壁かべ掛かけ時計を見上げ、悲鳴を上げてしまう。

　愛架のペースに乗せられていたため、すっかり忘れてしまっていたが……もはや駅まで走らなければ、いつも乗っている電車に間に合わない時間になっていた。

　慌あわててマンションを飛び出し、施せ錠じようする。

　鍵かぎが閉まっているのを確認してから、俺と愛架は駅までの道のりを駆け出し始めた。




　　　　■■■




　駅までダッシュした甲か斐いあって、何とか、いつも乗っている時間の電車に間に合った。

　とは言え、閉まろうとする電車へ駆け込み乗車したのではあったのだが……とにかく、電車を降りた後は走らなくても間に合う時間だ。校門へ駆け込みにならなかっただけでも、結果オーライと言ったところなのだろう。

　高校の最も寄より駅で降りてすぐに、傍かたわらを歩く愛あい架かが呟つぶやいた。

「わー。もうすっかり春って感じじゃん」

　愛架の言う通り、見慣れた通学路はすっかり春の景色に移り変わっていた。

　未いまだ肌寒いため、長なが袖そでは手放せない気候だ。それでも日差しはだいぶ温かくなってきており、道路の脇わきには、タンポポなども見受けられるようになっている。

　そんな中でも１番、春らしいものと言えば〝桜さくら〟だった。

　校門の前に辿たどり着くと、俺と愛架は校庭に生はえ揃そろった桜の木を見上げて呟いた。

「きれー……」

「満開だな」

　────頭上を埋うめ尽つくすように、満開のピンク色だった。

　風に揺ゆれている桜の枝は、擦こすり合って清せい涼りような葉音を奏かなでている。

　その音が心地よくて、通い慣れている校門から校舎までの短い道のりが、今日は特別なもののように感じられた。

　桜の花の海うな原ばらを見上げながら、俺はふと思い出した。

「そういえば愛架、ちゃんとクラス分けのプリントは持って来たのか？」

　念のために聞いてみる。

　新入生のクラス分けは、あらかじめ学校からプリントが配布されていたのだ。

　そのプリントには席順も書かれているため、プリントがなければ、愛架は自分のクラスに行っても、自席がわからなくなってしまうだろう。

　心配する俺を笑い飛ばすように、愛架は自らの平らな胸を叩たたいて言った。

「当たり前だよ！　そんな基本的な事を心配される程ほど、あたしは間抜けじゃないもんね！」

　通学鞄かばんの中からプリントを取り出し、それを俺に向かって「どうだ！」と掲かかげて見せた。

　……不意に風が吹いた。

　愛架が掲げたプリントは、愛架の手から離れて飛んでいく。

「あ」

「あ」

　俺と愛架は顔を見合わせながら、同じ言葉を口にして呆ほうけた。

「ま、待って待って！　待ってったら～！」

　愛架は風に巻かれて飛んでいくプリントを追いかけ、校庭の芝しば生ふの上へと駆けて行く。

　そんな慌あわただしい、いつも通りの妹の後ろ姿を見ながら、俺は可お笑かしくて笑ってしまう。

「……母さん、親おや父じ。愛架も高校生になったんだ」

　春風に抱かれながら、俺は死んだ両親に向かって語りかけた。

　届いているのかなどわからない。それでも俺は、それを報告したい気持ちだった。




　　　　■■■




　１年に１回だけのクラス替え。

　毎年４月の始業式の日────つまりは今日はクラス替えの日だ。

「新しいクラスは、２年Ａ組か」

　鞄かばんから取り出したクラス分けのプリントを見下ろしながら、ボンヤリ呟つぶやいた。

　クラス分けのプリントは新入生だけではなく、今年から２年生になる俺にも配られている。

　上級生に配られるプリントは、愛あい架かの持っていたような新入生用とは違っていて、自分のクラス名と、自席の位置のみが書かれたプリントだ。

　実はこのプリント、始業式の１週間前くらいに、各自の自宅へ届くようになってたりする。

　つまり始業式の直近になるまで、自分のクラスメイトが誰になるのか秘密になっているのだ。

　それは生徒達に、クラス分けのドキドキ感を与えたい学校側の思おも惑わくなのだろう。

　だが実際には、プリントが郵送で自宅に届いた時点で、仲の良い生徒同士はメールや電話などで連絡を取り合ってお互いのクラスを確かめ合ったりしている。

　しかし自分の場合は……プリントを受け取ったのが昨日の夜だったため、それはしていない。

「忙しくて受け取れなかったんだよなあ……」

　廊下を進み、新クラスへ向かいながら呟いてしまう。

　クラス分けが書かれたプリントは、新しい生徒手帳などが入った進級関係の冊子と共に送られて来たため、ポスト投とう函かんではなく、受け取り人のサインが必要な類たぐいの郵便物だったのである。

　届いてすぐに受け取れなかったのは、ここ最近の生活が忙しすぎて、家を不在にする時間が長かったためだ。

　……忙しかった理由なら色々ある。

　今日の始業式の前に、愛架の入学式の細かい諸手続などがあり、準備だけで手て一いつ杯ぱいだった。

　内ない戦せん孤こ児じ救済法によって、国から月々支給されている学費の継続更新も大変だった。

　その上、最悪だったのはバイトである。この季節は教科書を買い求める客が多く、俺がバイトをしている本屋も、珍しく大盛況だったのだ。

　俺は自分のクラス分けのプリントを見下ろした。

「一体、誰と同じクラスになったんだろう」

　知っている顔は多いのか、少ないのか。

　話せる友人は多いのか、少ないのか。

　新しいクラスになれば、自分を取り巻く環境も大きく変わるだろう。

　不安であり、妙みように落ち着かない心持ちだ。

「────あんりゃりゃ！　誠せい一いち君じゃないのさ！」

　しかしそんな不安は、新しい教室に足を踏み入れてから２秒で吹き飛ばされてしまう。

「……この声は」

　あまりにも聞き覚えのある声だった。

　話しかけてきたのは、ニット帽を被かぶった少年、幸ゆき村むら弘ひろ樹きだ。

　適当な性格と軽薄さが持ち味の弘樹は、１年生の時からの腐くされ縁である。

「……弘樹と一いつ緒しよのクラスなのか」

「はっはっは！　また誠一君と同じクラスになってしまうとは、俺達ってば何という縁の強さだ！　こりゃあ、ざっと見積もっても親友力５万くらいはあると見たね！」

「な、何だよ親友力って」

「親友レベルが高まる事によって発生する引力の事に決まってるだろ！　俺達ってば、前世は恋人同士だったか、世界平和のために一緒に戦った戦士同士だったのか。ともかくこの親友力の高さを説明するには、それくらいの緻ち密みつ裏設定があるに違いないよ全く！」

「お前は言ってる事が相変わらず意味不明な様よう子すで安心したよ。進級しても、変な思考回路はそのまま正常運転してるようだな」

「何よ何よ、皮ひ肉にくっちゃってさ！　喜ばしい事じゃないのよ！　そんな引き攣つった顔してないで、誠一君も一緒のクラスになれた事を素直に喜び合おうじゃないのさ！　はっはっは！」

　弘樹はよくわからないハイテンションのままに、俺の肩をバンバン叩たたきまくってくる。

　同じクラスになれた喜びと奇き蹟せきについて、よくわからない熱弁を揮ふるい始めた弘樹。

　それを適当に聞きながら、俺は新しいクラスの面々を見渡していた。

　１年生の時と同じクラスだった顔ぶれは少なめで、今まで隣となりのクラスだった奴やつや、隣の隣のクラスだったりした奴の顔を発見する。いずれも顔を知っていたという程度の間柄で、懇こん意いにしていた生徒は、そんなに多くはない。

　男子で話せそうな面おも影かげを探さがす内に、ある１人の、人相が悪い男子を発見した。

　俺は思わず感嘆の声を漏もらしてしまう。

「おお！」

「……あん？」

　新しい席に腰こし掛かけ、かったるそうに頬ほお杖づえを突ついていた男子は、こちらを振り返った。

　茶色に染めたワイルドショートの髪。鋭く尖とがった目つきは悪く、いかにも不良然としていた。

　街で見かけたなら、お近付きになりたくないタイプだったが、構わず俺は声を上げて言った。

「明あく津つ、お前、進級出来たのか！」

「だそりゃ！　新学期の開口一番がそれかよ！」

　俺が明津と呼んだ男は、席から身を乗り出してまで抗議してくる。

　俺は苦笑しながら明あく津つへ言った。

「１年生の前半は不登校児だったわけだから、お前は出席日数足りなくて、１人だけアウトなんじゃないかと思ってたんだよ」

　俺の言葉に、傍かたわらの弘ひろ樹きも深く頷うなずいて同意した。

「俺っちも、てっきり明津ちゃんは落第して、[image: ]年生になるのかとばかり思ってたぜ」

「んだよ、[image: ]年生ってのはよ！　出席日数ならギリギリ足りてたんだよクソったれ！」

「そんなに怒るなよ、明津。別に馬ば鹿かにしてるわけじゃなくて、むしろ安心したんだ。期末テストの結果も、結構きわどい点数だって聞いてたし。もしかしたらってさ」

「お、おう……そりゃ悪かったな。まあ確かにセンコーから、テストの点数がやべえから進級アブねえとは言われてたんだがよ。師し匠しように勉強を教えて貰もらったおかげで、数学だけは点数それなりに取れたからよ……」

「そうだったのか。小学校の算数ドリルから、一生懸けん命めい勉強した甲か斐いもあったな」

「てめえ、冴さえ上がみ！　それは言うんじゃねえよ！」

「ぎゃはははは！　明津ちゃんったら高校生にもなって算数ドリルやってたのかよ！」

「……幸ゆき村むらぁっ！」

　明津は、大笑いを始めた弘樹に掴つかみかかって首を絞しめ始めている。

　元々同じクラスだった生徒達は、明津と弘樹の掛かけ合い漫才を見慣れているため、「やれやれ、また始まったのか」と笑い飛ばしている。一方、新たに明津と同じクラスになった生徒達は、笑って良いものかどうか迷い、表情を引き攣つらせているように見えた。

　……確かに明津は、見た目だけ怖こわい。

　笑って因いん縁ねんを付けられるかもしれないのを恐れているのかもしれない。

　まあ、その内にみんな慣れるだろうと、俺は楽観視する事にした。

「おーい、冴上くーん」

　ノンビリした女子の声が話しかけてきた。

　黒髪のセミロングの女子が、こちらに向かってパタパタと腕を振っていた。

「雛ひな木ぎか。どうやらまた、一いつ緒しよのクラスみたいだな。よろしく頼むよ」

「うむむ～。こっちこそですぞ～」

　雛木はわざとっぽく敬礼して微笑ほほえんでくれた。

　そうしていつも通りに、和なごやかな口調で続けた。

「むむむん。それにしても、前のクラスでもよく話してた子や、冴上くん達の顔ぶれは変わってないみたいですな。良きかな良きかなだね！」

「そうだな。弘樹や明津もいるし、雛木もいる。何だかんだで、新しいクラスには、いつも一緒にいたメンバーがいるみたいだ」

「知らない人ばっかりで、話せる人がいなかったらどうしようかと思ってたよ～」

「雛ひな木ぎくらい人当たりが良ければ、すぐに誰とでも仲良く出来るだろ」

「そんな事ないよ。私って、結構人見知りだったりするんだよ」

「え？　そうだったのか？」

「そうだったのですぞ！」

　雛木と他た愛わいもないやり取りを終えると、俺は荷物を置くために新しい自席へ向かった。

　新しい席とは言え、去年までは知らない上級生が使っていた、お古の机だ。机の天板に落書きなどがないか心配していたが、それは杞き憂ゆうだった。綺き麗れいな状態である。

　席に荷物を置いてから、俺は何となく教室内を見渡してみた。

「……違うクラスだったのかな」

　ふと、自分が呟つぶやいてしまった事に気が付いた。

　さっきから無意識に、ずっと視線だけで探さがしていたようだ────ある１人の少女を。

　俺は教室を隈くま無く見渡し……やがてようやく、その少女の姿を発見する事が出来た。

　その少女は教室の窓まど辺べに１人立ち、校庭に咲き誇る桜さくらの花を見つめていた。

　背中まで伸ばした白い髪。澄んだ緑色の瞳ひとみ。赤いフレームのファッション眼鏡めがねをかけた、小柄で華きや奢しやな、美しい風ふう貌ぼうだった。

「……雪せつ名な」

　俺は思わず、その場で少女の名を口にした。しかし少女、雪名には届かない。

　雪名は、優しい眼まな差ざしで外の景色を見つめていた。

　俺は、そんな雪名へゆっくり近付いて行った。

「桜を見てたのか？」

「あ、誠せい一いち君」

　話しかけると、雪名は頬ほおを薄赤く染めて振り返った。

　雪名に話しかけたは良いものの、実は何を話すのかまでは決めていなかった。

　急に面と向かうのが気恥ずかしい気がして、口籠ごもってしまう。

　懸けん命めいに言葉を探し、最初に思い付いた一ひと言ことを口にした。

「ま、また、一いつ緒しよのクラスなんだな」

「そうだね。私は誠一君と一緒になれて、すごく嬉うれしいよ」

「え？　そ、そうか？」

　悪気もなく、面と向かって「一緒になれてすごく嬉しい」と言われたせいか、俺は照れくさくて雪名から視線を逸そらしてしまう。思わず頬が熱くなってしまった。

　……あれ。雪名は今まで、こんなに自分の気持ちをハッキリ口に出来ただろうか。

　俺が知っている雪名は、口籠もりながら、いつも恐る恐る意見を口にしていた少女だったように思う。そんな普段の雪名からは考えられないくらい、今の発言はストレートだ。

　自分で言ったというのに、雪名は自分の発言が恥ずかしかったのだろうか、慌あわて始めた。

「わわ、ごめんね。何か私、変な事を言っちゃったのかな。本当に嬉うれしかったから、つい……」

　雪せつ名なは自分の髪を摘つまんでいじりながら、恥ずかしそうに俯うつむく。

　黙り込んでしまう雪名に、俺はそっぽを向いて照れ隠かくしながら言った。

「そんな事ないって」

　俺に言われた雪名は、不ふ思し議ぎそうな顔でこちらを見つめ返してきた。

　そんな雪名と向き合っていると、俺の鼓こ動どうは自然と早さを増した。

　上う手まくは言えなかったが……雪名は以前より、雰ふん囲い気きが少し大人おとなっぽくなっている気がした。

　それと共に、雪名が以前よりもずっと綺き麗れいになったように思えて……なかなか普段の調子で、雪名へ話しかけられなかった。

　咄とつ嗟さに思い付いた気持ちが口を出る。

「お、俺も雪名と一いつ緒しよのクラスで嬉しいんだ！」

　口籠ごもってしまいながら、すぐに自分も恥ずかしい発言をしてしまった事に気が付く。

　言われた雪名はカーっと赤くなり、モジモジと俯きながら黙り込んでしまう。

　だがやがて、雪名は優しく微笑ほほえんで俺に言ってくれた。

「ありがとう。誠せい一いち君にそう言って貰もらえるのが、私は１番嬉しい」

　俺に言って貰うのが１番嬉しいって、それってどういう意味な────

「ぶひいいいいいい！」

　謎なぞの奇声が、俺の思考を一気に掻かき消す。

　何事かと、俺と雪名は奇声の主ぬしを見やった。

　見ると……机の影に隠れながら、鼻血を垂らしてビデオカメラを回す女子生徒がいた。

　ウェーブショットカットの髪。普段なら知的な面おも立だちをしているはずの、その眼鏡めがねの少女は、今はだらしなくヨダレを垂らして、にやけていた。

　俺はその少女を知っていたため、背せ筋すじを寒くした。

「か……金かな原はらさんも同じクラスになってしまわれたのか……！」

「ウフフ。冴さえ上がみさん、久しぶりですね。それにしても新学期早々から羽う鷺さぎさんのはにかむ姿を見られるなんて、これは幸さい先さきが良いですよぐひ。ぐひひひ。眼がん福ぷく、眼福」

　……金原亜あ弓ゆみ。

　彼女は新聞部に所属しているらしく、以前、成績優秀者である雪名を取材していた事があったのだ。それ以来、雪名に付きまとうようになり、ビデオカメラで勝手に雪名を撮影しては悦えつに入っている。

　そうされても無害なためか、別に雪名は金原さんを嫌いやがっていない。他の生徒達も、その不ふ審しんな行動はもはや、金原さんの個性だと考えて気にも止めていないのが実状だ。

　金原さんがここにいるという事は、たぶん一緒のクラスになってしまったのだろう……。

　俺は金原さんに歩み寄り、黙ってカメラを取り上げた。

「ああ、何をなさるんですか！」

「いくら雪せつ名な公認のストーカーとは言え、いきなり本人に無許可で撮影するのは不ま味ずいって」

　そう言って俺は、金かな原はらさんのカメラの電源を切る。

　困ったように微笑ほほえんでる雪名を、金原さんはいつまでも物欲しそうに見つめ続けていた。




　　　　■■■




　始業式は体育館で行われた。

　それが終わった後、俺達は再び自分達の教室へ戻ってオリエンテーションを受ける事になる。

　今日が新クラスの初顔合わせという事もあり、１人ずつ、簡単な自己紹介をしていくという内容のオリエンテーションだった。お互いに、少し気恥ずかしい自己紹介を終えると、先生から連絡事項がいくつかあり、学校は午前中ですぐに終わりとなってしまう。

　俺は鞄かばんを持って、今朝来た時と同じように桜さくら咲く校庭を歩いた。

「おーい、誠せい一いち！　こっちだよ！」

　すると、校門の傍そばに立っていた妹の愛あい架かが、でかい声で元気に呼びかけてくる。

　……人目を集めてしまうため、同じ学校になった以上はもう少し慎つつましくして貰もらいたかったのだが、それは家に帰ってから注意する事にしよう。

　ひとまず俺は、待ち合わせをしていた愛架に答えた。

「待たせたか？」

「いんにゃー。あたしも今来たところだよ」

「そうか。じゃあ、店は駅前だから、ボチボチ行きますかね」

「ラジャ！」

　愛架はご機き嫌げんな様よう子すで、敬礼をして見せる。

　昨日から、俺と愛架は始業式の後に外食へ行く事を約束していたのだ。愛架の高校生活が始まる特別な日なのだから、たまには美お味いしいご飯を食べようという趣旨だった。

　入学式の日にも同じ事を言って外食に行ったはずなのだが、愛架に言わせれば、入学式と始業式は別々に祝わなければならないものであるらしい。たぶん愛架は外食したいがために色々と理由をこじつけているのだろう。だが、たまにはそれも構わないと思っていた。

　愛架の人生で１度しかない高校の始業式────確かにそれは間違いないのだ。

　記念のお祝いとして、兄妹で何か美味しいものを食べるくらい良いだろう。

　愛架は意気揚よう々ようとして、傍かたわらを歩く俺に尋たずねてきた。

「んでんで、今日はどんな高級料理店に連れて行ってくれるのかしら、お兄様？」

「ああ。駅前のファミレスだけど？」

「……」

　途と端たんに愛あい架かは、不服そうな顔で黙り込む。

　そして静かに、問いかけてくる。

「ええっと。高級フレンチとか、お洒落しやれレストランとか、満まん漢かん全ぜん席せきとかは……？」

「何言ってるんだ。外食って言ったら、ファミレスに決まってるだろ」

「決まってないわよ、誠せい一いちの馬ば鹿か！　貧乏思考！」

「び、びんぼうしこう!?」

　思わず、愛架の口から出た衝しよう撃げきの罵ののしり言葉に落ち込む。

　ガックリ項垂うなだれた俺を見ていた愛架は、唇くちびるを尖とがらせたまま嘆たん息そくして見せる。

「……まあ良いわよ。本当に高級料理店連れて行って貰もらえるとかは思ってなかったし。その代わり、今日は１番高いステーキ皿頼んじゃうから覚かく悟ごしてよね！」

「へえへえ。まあ、それくらいで良ければ喜んで」

　気を取り直し、俺は拗すねている妹に向かって苦笑して見せた。

　やがて俺達は、駅前にあるファミレスへ辿たどり着く。

　自動ドアを抜けて店内を見渡すと、満席に近い状態に見えた。

　ちょうどランチタイムが始まる頃ころ合あいという事もあって、客足が増す時間帯なのだろう。

「わー。混んでるねー。あたし達が座れる席、まだあるかな」

「どうだろう。店員さんに聞いてみるか」

　そう言って俺は、店員が不在になっているカウンターで呼び鈴りんを鳴らす。

　しかし、なかなか店員の姿は現れない。

　オーダーが飛び交かうホールで、ウエイトレス達は駆け回るように働いている。相当に忙しいらしく、なかなか新規来客である俺達には対応しきれないのだろう。

　とりあえず、案内してくれる店員が現れるのを気長に待つ事にした。

　数分の間があってから、店の奥からウエイトレス姿の少女が慌あわただしく駆け寄ってくる。

　赤い短髪。三つ編みにしたお下げを１本前から垂らした少女である。

「すいません、お待たせしました、お客様！」

　厨ちゆう房ぼうの方から現れたそのウエイトレスに、俺は見覚えがあった。

　だから思わず呟つぶやいてしまった。

「……冗談だろ、アンデレ」

「げええ！　いらっしゃいませ、お客様！」
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　あまりにも違和感なくファミレスの従業員として馴な染じんでいる少女、アンデレは、猛もう烈れつに嫌いやそうな顔で俺達を出迎えてくれた。

　狼ろう狽ばいしている様よう子すのアンデレの態度を見ながら、愛架が呆あきれたように呟いた。

「うわ……何な故ぜかよくわからないけど、店員さんが嫌そうな顔で、口先だけの歓迎をしてくれたよ。……この人って、誠一の知り合いなの？」

「……まあ、な」

　知り合いなのは間違いない。ただアンデレの素す性じようをどう説明したら良いものかわからず、俺はとりあえず肯定するだけに止とどめる。




　　　　■■■




　テーブル席に案内され、俺と愛あい架かはメニューを見ていた。

　すると、赤髪のウエイトレスが、トレイに水の入ったグラスを乗せてやって来る。

　力みすぎて震ふるえている腕で、ウエイトレスはグラスを差し出してきた。

「ごご、ご注文は、おき、お決まりでしょうか、お客様」

　青ざめながらも笑顔だった。

　だが明らかに動どう揺ようしている様よう子すのアンデレを、俺は痛々しい気持ちで見つめていた。

「……どうしてこんなところで働いてるんだ、アンデレ」

「やっぱりそういう質問してくるわけ！　血も涙もないわけ、あんたは！」

　アンデレが握ったままだったグラスに、小さくヒビが入る。

　おいおい。力みすぎて握り潰つぶす気じゃあるまいな……。

「いや、何と言えば良いのか……確か執しつ行こう官かんなんだったよね、君」

「そうよ！」

「……執しつ行こう官かんって言えば、俺はよく知らないけど有名人なんだろ？　各国の政界とか財界とかに口くち利きき出来るくらいの影響力を持ってるって聞いた事あるし。それがどうしてファミレスのウエイトレスやってるのか、普通なら気にならない？」

「ならなくて良いわよ！」

「また無む茶ちや苦く茶ちやな……」

　アンデレは身を乗り出して、客であるはずの俺を指差して力説する。

「だいたい、命令違反をした挙あげ句くに、回収予定だった〝ロムルスの槍やり〟を喪そう失しつさせちゃったんだから！　ディエゴ共々、怒られて当然でしょうが！」

「まあ、そりゃあそうかも……」

「そういう事情もあるけど、そもそも私がこんなに暇ひまを持て余してバイトしてるのは、元はと言えばあんたのせいでもあるんだからね！」

「持て余すくらいに暇だったのか……というか何で俺のせいなんだよ」

「槍はあんたの心臓へ刺さった直後に消失したのよ！　槍がなくなったのって、つまりあんたのせいでしょ！」

「ええっと……死にかけてたんだから不ふ可か抗こう力りよくだと思うんだけど」

「うるさいわね、ムキー！」

　頭を掻かき毟むしって天を仰あおぐアンデレに、俺は困ってしまう。

　しかしやがてアンデレは両肩を下げ、項垂うなだれてしまった。

　罰ばつを受けているから暇ひまになっているのだという事は、つまり任務から外はずされていて、謹きん慎しんみたいな扱あつかいを受けているのだろうか。ともかくアンデレは、落ち込んでいる様よう子すだった。

　その重々しい雰ふん囲い気きは、話しかける事が憚はばかられるような暗さだった。

　しかし俺と愛あい架かは、あくまで昼食を食べに来たのだ。

　アンデレに配慮して、注文をしないわけにはいかない。

「と、とりあえず、料理頼んでも良いかな」

「……はい」

　アンデレは項垂れながら、渋しぶ々しぶと短く答えた。

　俺達の注文を、アンデレはもの凄すごく慣れた手付きで端末に打ち込んでいく。

　とても秘密結社のエリートポストだとは思えない庶しよ民みん臭くささである。本人を目の前に笑うのは失礼かと思い、俺は懸けん命めいに笑いを噛かみ殺していた。

　アンデレが厨ちゆう房ぼうへ引っ込んでいくと、俺は堪こらえていた笑いを吹き出す。

　それと同時に、同じように笑いを堪えていた様子の愛架も吹き出す。

「誠せい一いちの知り合いって、本当に変わった人が多いよね」

「そ、そうかな？」

「そうだよ。今のアンデレさんとか言う人もそうだし、怖こわい顔してるくせに可愛かわいいもの好きな明あく津つさんとか、奇き抜ばつな発想力を持ってる弘ひろ樹きさんとか。面おも白しろい人ばっかりだよね」

　愛あい架かに言われてみると、確かに自分の友人は皆、どことなくクセを持った人物ばかりである気がした。今名前が出た３人以外にだって、個性的な友人ばかりが思い浮かぶ。

　中でも俺が特に個性的だと思っているのは────やはり雪せつ名なだった。

　ドリンクバーを利用しようと思い、俺と愛架は一時的に席を立つ。

　サーバーからグラスへウーロン茶を注ぎながら、俺は何となく雪名の事を思い浮かべた。

「……アイツも。最初に会った時から随ずい分ぶん変わったよな」

　羽う鷺さぎ雪名。

　初めて出会った時の彼女は────死んでいた。

　あの日、俺は買い物帰りで、近道するために人ひと気けのない廃はい墟きよの道路を通ったのだ。

　そこで、廃ビルの天てつ辺ぺんから投身自殺をする雪名を見付けたのである。

　両親も、親しかった人達も、東とう京きよう内ない戦せんで全てを失っていた雪名は、それまでずっと独ひとりぼっちで生きてきたらしい。孤独すぎて死にたいと願いながらも、雪名は、死ねない不老不死の身体からだである自分の運命を呪のろい続けて生きていたのだ。

　雪名は何度も何度も、死ねない自殺を繰り返していた。

　雪名は歩く屍しかばねのように、絶望だけを抱かかえて街を彷徨さまよっていた。

　しかしそんな雪名が、あの時からは考えられない程ほどの明るい笑顔を見せるようになったのだ。

「……」

　教室で話した雪名の笑顔を思い出すと、俺の頬ほおは急に熱くなってしまう。

「な、何を１人で照れてるんだよ、俺は……！」

　赤くなってしまっているであろう自分の顔を想像すると、堪たまらなく恥ずかしくなってくる。

　愛架に気付かれて冷やかされる前に、俺は急ぎ足でテーブルへ戻る事にした。

「ん……？」

　ポケットに入れていたマナーモードの携帯電話が、静かに震ふるえ始めている。

　メールの着信だ。

　俺は携帯電話を開いて、届いたメールを確認する。

「誰からだ、これ？」

　差出人の名前は表示されていない。つまり俺の携帯電話に登録されているメールアドレスではないようだ。差出人のメールアドレスは、見た事もない長い数列のようにも見える。

　しかし、メールのタイトルだけは簡素だった。

「……〝乱数放送〟？」

　乱数放送と銘めい打たれたメールの本文を開くと、目を疑ってしまう。

「おうま９えい１６ぽじ……って何だよこれ」

　メールの本文は、ひらがなと数字だけで構成された意味不明な長い文面になっていた。

　文章どころか、意味のある言葉ですらない。

　一体このメールは何なのだ？

　送信されてきた目的がわからない。

　誤送信というようなものでもないように思うが……悪戯いたずらメールだろうか。

　少し気き味み悪く思い、俺はそのメールを消してしまった。

　そんな時、オレンジジュースのグラスを持った愛あい架かが、テーブルへ戻って来た。

　愛架は不ふ思し議ぎそうな顔で尋たずねてくる。

「なに？　誰かからメールでも届いたの？」

「え？　ああ、まあな。大した用件じゃなかったよ」

　何事もなかったかのように振る舞い、俺はすぐに携帯電話を閉じた。

　すると愛架は、それ以上何かを聞いてくる事はしなかった。

　そうして呑のん気きにストローでオレンジジュースを飲み始める。

「……ねえ、誠せい一いち？」

　ふと愛架は、少し改まったような、それでいて照れているような態度で呼びかけてくる。

　モジモジとしている愛架の次句へ、俺は耳を傾ける。

　しばらく愛架は逡しゆん巡じゆんしていた様よう子すだったが、やがて唇くちびるを開いた。

「……ありがとう、ね」

「何が？」

「あたしが〝赤帽子レツドハツト〟に攫さらわれた時、助けに来てくれた事」

「……」

「ずっとお礼を言ってなかったでしょ。だ、だから今言うの……！」

　言ってすぐ、愛架は誤魔化すように、再びストローでジュースを飲み始めた。

　赤帽子レツドハツト。

　それは去年の夏、関東を脅おびやかした怪かい人じんの名前である。

　怪人はおまじないによって呼び出され、呼び出した人間の願いを叶かなえてくれるのだと噂うわさされていた。それは都市伝説であり、怪人は架か空くうの存在だと思われていた。

　しかし、怪人は本当に存在したのである。

　遊び半分におまじないを試した愛架は、赤帽子レツドハツトに誘ゆう拐かいされてしまった。

　そして俺は雪せつ名なと協力し、愛架を助け出す事に成功したのだ。

　……愛架が自分からその話を切り出した事に、俺は少なからず驚いていた。

　何な故ぜなら愛架は、救出されて以来、ずっと赤帽子レツドハツトの事件について話そうとしなかったのだ。愛架にとっては辛つらい事件であったため、気持ちの整理が出来るまでは、話せないのだろうとは思っていた。いずれ機を見て、あの時の事をハッキリさせたいとは思っていたのだが……思いの外ほか、愛あい架かの方から切り出してきたのだ。

　俺と愛架はお互いに気まずくて、僅わずかな間だけ沈黙してしまう。

　やがて、俺の方からも愛架に尋たずねた。

「今はどう思ってるんだ、愛架」

「……」

「赤帽子レツドハツトが────確率を操あやつるあの〝災厄の数アルヘトス〟が言っていた通りに、俺がお前の事を尊重し過ぎるせいで、将来の俺が幸せになれる確率は０パーセントだと思うのか……？」

　愛架は無表情のまま、じっとこちらの目を見つめ返していた。

　俺も愛架から視線を逸そらさず、無言で見つめ合った。

　願いを叶かなえてくれるという怪かい人じんに愛架が願ったのは────兄である俺の幸せだった。

　しかし愛架の願いは、愛架自身が生きている限り叶わないのだと、怪人は告つげたのだ。

　怪人の口くち車ぐるまによって追い詰められた愛架は、俺の目前で拳けん銃じゆう自殺をしようとしたのである。

「……高校入試のために、あたし夜遅くまで、テスト勉強を頑がん張ばってたでしょ？」

　愛架は、唐とう突とつに奇き妙みような話をする。

　訝いぶかしむ俺へ向かって、愛架はそのまま苦笑しながら語った。

「テストの点数や、成績の数字とかで、高校へ入れたり入れなかったりするわけじゃない？　その時に、何となく思ったの。あたしの人生、何でも数字で決まっちゃうのかなって」

「……」

「テストの成績だけじゃないよ。たくさんの人の人生や社会自体が、色んな数字によって左右され過ぎてるように思えたの。例えば会社の売り上げとか、あんまり詳くわしくないけど、株価とか、為替かわせとかもそうなんでしょ。貯金額とか、予算とか。あたし達の生活のあらゆる場面が、数字に支配されてるみたいに思えるの。そんな数字に幸せにされる事もあれば、数字で不幸にされてしまう事もある」

　愛架は、いつもより大人おとなびた微笑ほほえみを浮かべて言った。

「でも────所しよ詮せんはみんな、ただの数字なんだよ」

　愛架はウインクをして見せた。

「誠せい一いちが私を助けに来てくれたあの時、誠一は〝世の中に変えられない数なんてない〟って、そう言ってくれた。実際に、あたしは勉強する事でテストの成績を上げたし、そのおかげで、誠一と同じ高校へ入学するっていう夢を叶かなえられた。なら、確率だって同じだよ。所詮はただの数字。自分次第で〝変えられないはずはない〟んだよ」

「……ああ。その通りだと、俺も思うよ」

　愛架の言葉を聞き終えた俺は、思わず微笑んで相あい槌づちした。

　そんな俺へ、もう一ひと言ことだけ愛架は補足してくる。

「きっとね。今は羽う鷺さぎさんも、そう考えてると思うよ」

　急に雪せつ名なの名前が出てきたため、俺はキョトンとしてしまう。

「秋あき月づき刑事に聞いたから、あたしも知ってたんだよ。羽う鷺さぎさんと誠せい一いちの出会いっていうのをさ」

「……知ってたのか」

「うん」

　愛あい架かは頷うなずき、微笑ほほえんでくれた。

「羽鷺さん、今はとても幸せそうにしか見えないよ。全然笑わない、暗い感じの人だったなんて、冗談にしか聞こえないくらい。きっと誠一が、羽鷺さんをそうしたんだと思う」

「そうかな」

「そうだよ。あたしには、わかるの」

　愛架に断言され、俺は言葉を呑のみ込んでしまう。

　俺も愛架も、何となく言葉が途と切ぎれ、そのまま静かに口を閉ざした。

　……気まずさはなかったものの、繊細な話題であったため、お互いに先さき程ほどまでのように緩ゆるんだ雰ふん囲い気きに戻るのが難しかったのだ。何というか、キッカケを失ってしまっていた。

「何を辛しん気きくさい顔してんのよ、あんた達。ここは通つ夜や会場なわけ？」

　そんな時に割り込んできたのは、ウエイトレスのアンデレだった。

　アンデレはトレイに料理を乗せており、それを俺達のテーブルへ届けに来た様よう子すだった。

　アンデレの悪あく態たいに対して、俺は無反応だった。

　するとアンデレは、少しだけ心配そうな顔をした。

「……何でダンマリなのよ。フ、フン。珍しいじゃない」

　アンデレは俺と愛架の前に料理を並べ始める。

　そうして独ひとり言ごとのようにブツクサ言っていた。

「……さっさとご飯食べて、元気になりなさいよね。冴さえ上がみが皮肉の１つも返さないと、張り合いがないじゃない」

「ありがとう。心配してくれて」

「なっ……！」

　アンデレはその場で半歩後退し、顔を赤くして慌あわて始める。

　俺に呟つぶやきが聞こえているとは思わなかったのだろうか。アンデレは酷ひどく狼ろう狽ばいしていた。

「ち、違うわよ！　別に心配したわけじゃないんだから！　ただちょっとあんたの暗い顔見てるとこっちも辛つらくなるっていうか！　じゃ、じゃなくてその！　い、良いからとっとと食べて帰りなさいよ！」

　アンデレはテーブルへ叩たたき付けるようにステーキの皿を置く。そうして何を怒っているのかわからないが、肩を吊つり上げ、再び厨ちゆう房ぼうの方へ戻って行った。

　去って行くアンデレの背中を呆ぼう然ぜんと眺ながめ、ふと、意い味み深しんそうに顎あごを擦こすって感心している愛架の様よう子すに気が付いた。

「……あの人、もしかして」

「ん。何だ？」

　問いかける俺に向かって、愛あい架かは呆あきれ果てた顔をする。

「……はぁ～。女心に関しては何という鈍感力。我が兄ながら情けないわ」

「よくわからないけど、褒ほめてないのだけはわかった」

　アンデレが置いていったステーキ皿に手を付けながら、俺は嘆たん息そくした。




　　　　■■■




　ファミリーレストランの道路を挟はさんだ向かい側に、コーヒーショップがあった。

　黒いジャケットに、黒いニット帽を被かぶった男が、湯気立つコーヒーカップを片手にしている。

　その黒ずくめの男は、コーヒーを啜すすりながら、ファミリーレストランのガラス壁かべを見つめていた。視線の先には、談笑している誠せい一いちと愛架の姿があった。

　男がニット帽の下に隠かくした小型インカムから、無線の声が聞こえてくる。

『……ストーカー２。状況は？』

　無線で呼ばれた男は、コーヒーカップから唇くちびるを離す。

　ジャケットの襟えり裏うらに隠した小型マイクに向かい、小さく呟つぶやいて答えた。

「……状況に変化はない。兄妹は食事中だ、作戦本部ＨＱ」

『了解。逐ちく次じ報告を忘れず、そのまま監かん視しを続行せよ』

「了解」

　簡単なやり取りを終え、男は再び黙り込む。

　男はただ、監視という自分の職務に専念するだけだった。




　　　　■■■




　昼食後、俺達はすぐに自宅へ帰って来た。

　玄関で靴を脱ぐなり、愛架は冷蔵庫にマグネットで貼はり付けていた自分のメモに見入る。愛架は細かい事を忘れやすい性格なので、しばしば備び忘ぼう録ろくにメモを書いては、ああして冷蔵庫に貼り付けておくのだ。

「あ、そうだ」

　メモを見ていた愛架は、思い出した様よう子すで１つ手を打っている。

「今日の夕飯の当番、あたしだっけ」

「ああ。そうだっけ？　でもせっかくの始業式の日なんだから、俺が変わってやっても良いぞ」

「良いって。もう十分に昼ご飯で贅ぜい沢たくさせて貰もらったしね。気持ちだけで結構」

　愛あい架かは鞄かばんを玄関に置くと、今度はエコバッグを持ってすぐに家を飛び出して行こうとする。

　１度だけ俺を振り返り、笑顔で言った。

「夕飯の買い物、行ってくる！」

「そうか。車に気を付けてな」

「んもう！　だからいつまでも子供扱あつかいしないでよ！　そんなのわかってるったら」

　慌あわただしく玄関の戸を閉めて家を出て行く愛架。

　騒々しい妹がいなくなると、室内は途と端たんに静かになってしまう。

　俺はまず自室へ戻り、制服からラフな格かつ好こうへ着替える。

　すると案の定じよう、すぐに手持ち無ぶ沙さ汰たになってしまった。

「さてと。じゃあ何をして過ごしますかね」

　……いつもより早く帰宅したため、夕飯の時間までだいぶ余裕もある。今日は本屋のバイトも入っていないし、完全にフリーだ。

　読みかけの本を読むのも良いし、昼食後の腹ごなしで、外を軽く散歩してくるのも良いかもしれない。色々考えながら、何となくＢＧＭ代わりにリビングのテレビを点つけてみる事にした。愛架のいない我が家は、静か過ぎたからだ。

「３時のニュースか」

　テレビを点けて最初に映った番組がそれだった。

　ニュースを耳にしながら、喉のどが渇かわいていた俺は冷蔵庫から牛乳を出し、グラスに注いだ。

　最初は、番組の内容は代わり映えのないＧ12主要国首脳会議サミツトの話題ではないのかと思っていた。しかし見てみると、３時のニュースで放映されている内容は違っていた。

「……元防ぼう衛えい大臣謎なぞの拳けん銃じゆう自殺……？」

　番組の画面下に表示されたテロップを読み、眉まゆをひそめてしまう。

　ニュースの内容は、簡単に言えばこんな感じだ。

　昨日未明、元防衛大臣が自宅の地下室で拳銃自殺。

　右眼を自分で撃うち抜いて即死したらしい。

　自殺現場には奇き妙みような点が数々存在しているらしく、警けい察さつの調べでは、どうやら元大臣は自殺直前に無線機で〝何かの放送〟を聞いていたのだと言う。

　元大臣は何な故ぜ、拳銃を所持していたのか。何の放送を聞いていたのか。

　疑問は次々と湧わけど、個人的には、ある１つの事が大きく引っかかった。

「何で……サミットの直前に自殺したんだ？」

　無意識に呟つぶやいた。

　Ｇ12サミットと、元防衛大臣の自殺に関連性を疑う事は、想像の飛躍かもしれない。

　しかし、あまりにもタイミングが合い過ぎているような気がした。

　サミット開始直前のこの時期に、前触れも無く元閣かく僚りようが自殺したのだ。口封ふうじとか、何か不ま味ずい事の隠いん蔽ぺいとか、そうした陰いん謀ぼうの可能性を考えてしまう。現に報道しているワイドショーでも、俺と同じ「陰謀論」の可能性を訴えるコメンテーターがいる様よう子すだった。

「……まあ、やっぱり考え過ぎだとは思うんだけどな」

　自じ嘲ちようする。

　自分のような庶しよ民みんがいくら陰謀を疑ったり、考えてみたところで結論など出ないだろう。

　午後は読書をしようと決めたところで、俺はテレビを消して自室へ戻る事にした。

　おっと、その前に飲んだグラスを洗っておかなければならない。

　俺はグラスを持ってキッチンへ向かい、水道の蛇じや口ぐちを捻ひねった。




　　　　■■■




　夕飯を食べ終え、宿題を済ませ、昨日はすぐに寝てしまった。

　存外、自由に使える時間が有り余っていても、自由を使いこなせないというか何というか。

　せっかく早く帰れたというのに、普段と大して変わらない生活を送ってしまった。

　そんなこんなで、すぐに翌日である。

　今朝も愛あい架かと共に登校し、校門前で別れた。

　危あやうく１年生の頃に使っていた教室の方へ行ってしまいそうになりながらも、俺は途中で思い出し、慌あわてて２年生の教室へと向かう。

　新しい自分の教室に辿たどり着くと、新しいクラスの顔ぶれに出会った。

「おはよう、誠せい一いち君」

「ああ、おはよう、雪せつ名な」

　隣となりの席になった雪名が、登校して来た俺に挨あい拶さつをしてきた。

　少し前の雪名なら、モゴモゴと口籠ごもっているばかりで、自分から他人に挨拶するような事はしなかったように思う。やはり雪名は、初めて会った時の陰いん鬱うつな雪名とは変わっているのかもしれない。俺は改めて、それが確かな事なのだと実感した。

　鞄かばんから教科書やノートを取り出し、机の中へ入れ始めた。

　今日から新学期の授業が始まるのだ。

「……ねえ、誠一君」

　隣の席の雪名が、物欲しそうな表情で話しかけてきた。

　何事かと思い、俺は雪名の次句を待つ。

　雪名は震ふるえる声で、懸けん命めいに言葉を絞しぼりだそうとしているように見えた。

「あの、あのね。今日の夜、誠一君、暇ひまかな……？」

「え……ああ。今日はバイトも入ってないし、暇って言えば暇だぞ」

「ほ、本当！」

　雪せつ名なは嬉うれしそうに顔を輝かせた。

「じゃ、じゃあ。その……もし良かったらなんだけど」

「？」

　雪名はおもむろに眼鏡めがねを取り外はずし、愛いとおしげに瞳ひとみを潤うるませた。

「今夜……私の家へ泊まりに来ない？」
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「へ？」

　言い切った雪名は、一気に真っ赤になって俯うつむいてしまう。

　唐とう突とつな雪名の発言で、俺は一いつ瞬しゆんだけ思考が停止する。

　────雪名さん、今何とおっしゃいましたか？

　雪名の言葉を深く吟ぎん味みし、様々な可能性を、様々な視点から考えてみる。しかしどう考えてみても、今の発言からは、１つの意味しか受け取る事が出来ない。

　俺は狼ろう狽ばいし、固かた唾ずを飲んでから恐る恐る尋たずねる。

「せせ、雪名……それってどういう……」

　自分でもわかるくらいに、声が上うわ擦ずってしまう。

　雪名は恥ずかしそうに、よりいっそう頬ほおを赤らめた。

　俺から目を逸そらし、やがて雪名は言った。

「あ……あのね」

「あ、ああ」

「愛あい架かちゃんが高校生になったんでしょ？　私、まだお祝いとか出来てないし。もし良かったら、今日うちで御ご馳ち走そうしようと思ったんだよ」

「………………」

「あれ……誠せい一いち君？　どうかしたの？」

「……」

　俺は眉み間けんを険けわしくさせて、思わず言葉を失ってしまった。

　……まあ、普通はそうだよね。

　色々と変に期待してしまったというか。雪せつ名なの切り出し方がおかしかったというか。

　安心半分、少し残念。そんな気分だった。

　とりあえず俺は、的確と思われるツッコミをした。

「……それを聞くなら、まずは愛架の都つ合ごうを聞いた方が良かったんじゃないのか？」

「あ、そうだね。愛架ちゃんは都合良さそうかな」

「んー。メールで聞いておくよ」

　愛架の事だから、「御馳走してくれる」というキーワードが入っている時点で、雪名の誘いを断るとは思えなかった。しかし一応は都合を聞いておく必要はあるだろう。

　俺は携帯電話で愛架にメールを送信した。

　すると１分もしない内に、愛架から返事のメールが返ってきた。

「早っ！」

　まさかこれ程ほどの高速レスポンスで対応されるとは思わなかった。

　俺は呆あきれながらも、愛架の返事を確認する。

「……喜んで伺うかがいます、だそうだ。俺も愛架も、今夜は行けるぞ」

「ホント！　じゃ、じゃあ私頑がん張ばるよ！」

「いやあ、何というか、妹の事に気を遣つかわせて悪いな」

「良いんだよ。誠一君には、いつもお世話になってばっかりだもん。たまには恩返しくらいしたいんだよ」

「そ、そうか？」

　そんな具合に雪名と話をしていると、教室に担任の先生が入って来た。

　クラス内をうろついていた生徒達は自席へ戻り、日直の号令で起立と礼をする。

　間もなく予鈴が鳴り、朝のホームルームが始まった。

　先生から今朝の連絡事項などを聞いた後に再び休み時間となり、１時限目の数学の先生がやって来るまで、教室内はざわつき始める。

　俺は何となく、自席から窓の向こうを眺ながめた。

　まだ風は冷たいが、窓から射し込んでくる日差しは、ポカポカと暖かい、春の陽気だ。

　それが心地よくて、沸ふつ々ふつと眠気が込み上げてくる。

　堪たまらず、欠伸あくびをしてしまった。

「……？」

　その時、俺を含め、何人かの生徒が気付いた。

　休み時間の生徒達の談笑。

　その中に混じって────何か変な音が聞こえている気がした。

《…………ザザ……ザッ……》

　音は次第にハッキリと聞こえる音量になっていく。

　何の音なのかわかった。校内放送用のスピーカーから、砂すな嵐あらしのノイズが流れ始めているのだ。

　放送室のマイクがつけっ放ぱなしになっているのだろう。誰かの切り忘れか、それともこれから誰かが放送を始めようとしているのか……？

《────おはようございます。こんにちは。おやすみなさい》

　教室の隅すみに設置されたスピーカーから、奇き妙みような挨あい拶さつが流れ始めた。その挨拶は録音された音声のように荒い。そして男の声のようにも、女の声のようにも聞こえた。中性的な声色だ。

「何だ何だ……？」

「何よ、これ……？」

　生徒達も、口々に疑念の声を漏もらす。

　突とつ如じよとして始まった謎なぞの校内放送。

　教室内で授業の準備をしていた生徒達は、その手を止めて頭上を見上げた。

　放送の声は、何度も何度も繰り返し、同じ奇妙な挨拶を続けている。だがやがて、その挨拶が唐とう突とつに絶える。

《それでは、数を読み上げます》

　数を読み上げる？

　一体、何の話をしているのだ、この放送は。

　放送部の悪戯いたずらか何かだろうか。

　あまりにも脈みやく絡らくがなく、不自然で気き味みが悪い。

《21、47、49、91、33、77、８、１、23、64、23……》

　放送の声は、意味不明な数字を次々と告つげ始める。

　生徒達は誰しも、唖あ然ぜんと頭上を流れる校内放送に耳を傾けるしかなかった。

　────俺には視みえていた。

　放送で数字が読み上げられる度たびに、赤い光の波動のようなものが、スピーカーから教室内に広がっていくのが。

　赤い波動はさざ波のように、俺や生徒達の身体からだにぶつかって霧む散さんしていく。

「みんな、耳を塞ふさいで！」

　突然、雪せつ名なが声を張り上げて喚わめいた。

　見れば雪名は青ざめ、自分の耳を小さな両手で塞ふさいでいる。

　雪名が叫んだ意図はわからなかったが、俺は慌あわてて雪名に従い、自分の両耳を塞ぐ。

　一方、他の生徒達は立ち尽つくし、鬼き気き迫る表情の雪名を唖あ然ぜんと見守るだけだ。

　……１人倒れた。

「おい！」

　俺は慌あわてて、倒れた生徒へ駆け寄ろうとする。

　しかし雪名は、駆け寄ろうとした俺の前に立ち塞がり、残念そうに小さく首を振って見せた。

　耳を塞いでいるため、雪名が何を言っているのかよく聞こえなかった。だがその唇くちびるは、「もう間に合わないよ」と言っているように見えた。

　俺の視界に映る生徒達が、次々とその場に倒れ伏ふしていく。

　連れん鎖さして、次々と気絶しているかのようだ。

　俺は為なす術すべも無く、倒れていくクラスメイト達を見守るしかなった。

「みんなどうしちゃったの！」

　塞いだ耳に、誰かの大声が漏もれ聞こえてきた。

　見れば、教室の隅すみで、自分の両耳を塞いでいる雛ひな木ぎが叫んでいる。

　俺同様、雪名の警けい告こくを聞いて咄とつ嗟さに従ったのだろう。そのため、倒れていく生徒達と同じ状態にならずに済んでいるようだ。

　やがて雪名と雛木、そして俺だけを残し、教室内の生徒全員が倒れ伏してしまう。

　しばらくして放送が途と切ぎれた頃……雪名は耳を塞ぐのをやめた。

　その様よう子すを見て「もう安全になったのだ」という事を知る事が出来た。

　俺も雛木も、耳を塞ぐのをやめる。

　すると再び、校庭の桜さくらの木々が、春風に吹かれて枝を揺らす涼すずやかな音が聞こえてきた。

　平へい穏おんな周囲の雰ふん囲い気きとは裏うら腹はらに、俺と雛木は狼ろう狽ばいして雪名へ捲まくし立てた。

「うむむ～！　雪名ちゃん、一体みんなどうしちゃったの！」

「雪名、一体何が起きたんだ！」

「…………暴動鎮圧音声スタン・シグナルだよ」

　雪名は冷静に答えた。

「放送周波数に、脳の催さい眠みん促そく進しん物質の分ぶん泌ぴを促うながす数式を混ぜた音声だよ。人間の一般的な可か聴ちよう周波数帯は20Ｈｚから20ｋＨｚの間。その周波領りよう域いきに、強力な催眠音波が紛まぎれている放送なんだって思ってくれれば良いと思う」

「……聴こえない催眠音波で、みんな眠らされたって事か。雪名がそれを知ってるというと、つまりこれは数秘術アルケニツクの一種なのか？」

　数秘術アルケニツク。

　記き載さいされた数式を発動させる事で、森しん羅ら万ばん象しようを制せい御ぎよする術だ。

　数秘術師アルケニストである雪せつ名なが使う力は、そう呼ばれていた。

　しかし雪名は、静かに首を左右に振って見せる。

「……目に見えない、周波数化された数式を使った数秘術アルケニツクだと言えばその通りかもしれない。でも厳密には違う。これは科学と数秘術アルケニツクの合成術ハイブリツド。ずっと前に、先端科学機構ネメシスが開発していたスカラーの軍事応用技術だよ。完成しなかった発明のはずなのに……」

「未完成だった先端科学機構ネメシスの発明品だっていうのか……なら一体誰が完成させたんだ！」

「……」

　俺は近くで倒れていた弘ひろ樹きに歩み寄った。

　顔を近付けてみると、寝息を立てているのがわかる。

　確かに……眠っているだけなのか？

　詳くわしくはわからないが、クラスメイト達は寝息を立てているだけで、死んでいるとか、そういった状況ではない様よう子すだった。その事だけでも、ひとまずは安あん堵どの息が漏もれてしまった。

　そして、この暴動鎮圧音声スタン・シグナルを仕し掛かけてきた何者かへの怒りが湧わき上がってくる。

「誰なんだよ、いきなりこんなふざけた放送を仕掛けてきたのは！」

「……誠せい一いち君」

　クラスメイト達の状況を確認していた俺の背後から、雪名が呼びかけてきた。

　振り向くと、雪名は深刻そうな表情で俯うつむいてしまっていた。

「……私、今の放送を仕掛けてきた人達に心当たりがある」

「人達？」

　雪名は複数形で、奇き妙みような事を話し始める。

「でも……もしも私の考えている人達だったとしたら…………」

　そこまで言って、雪名は語尾を濁にごす。

　両手で頭を抱かかえ、首を小さく左右に振り始めた。

「……今頃になって、あの人達が私を捕つかまえに来たの……？　やだ……またあの人達のいる場所になんて、戻りたくないよ……！」

「しっかりしろよ、雪名！　何を言っているんだ！」

「やだよ……戻りたくないよ……どうしたら良いの、誠一君……！」

　こちらが呼びかける言葉には反応せず、雪名はブツブツと独ひとり言ごとを続けていた。

　雪名はハッと気が付いたように目を大きく見開く。

　そして慌あわてて、俺と雛ひな木ぎへ警けい告こくした。

「……たとえ私の身に何が起きたとしても、誠一君達は何もしちゃいけないよ。そうじゃなければ、誠一君達はもう、この国で生きていけなくなっちゃう。逆らっちゃ駄だ目めなんだよ……！」

「一体、何の話をしてい────」

「きゃあっ！」

　俺の台詞せりふが終わる直前に、傍かたわらの雛ひな木ぎが悲鳴を上げる。

　パチパチパチと、連続で火花が散るような音が聞こえた。気付いた時には、教室の外、廊下の向こうから射しや出しゆつされたワイヤーが、雛木の背中へ刺さっていた。

　目を見開いたまま、雛木は俺の眼前で声も出せずに硬こう直ちよくする。

　────電気ショック？

　目前の雛木は、どうやら痺しびれて動けない様よう子すだった。

　パチパチという音が途と絶だえると、雛木は四し肢しをだらんとさせ、その場で倒れ伏ふしてしまう。

　……一いつ瞬しゆんの内に起きた出来事に、俺の思考速度は付いていかなかった。

「やだ！　カナエちゃん！」

　雪せつ名なが飛び出し、倒れ伏した雛木の身体からだを抱き起こした。

　何が起きたのか理解する間もなく、廊下から教室内へ、複数の男達が雪崩なだれ込んで来る。

　黒い甲かつ冑ちゆうのような重装備に身を包んだその男達は、肩から見た事のないアサルトライフルをベルトで提さげている。肩に銃じゆう口こうを構え、その矛ほこ先さきを俺や雪名へ向けていた。

　見たところ、兵隊と言った出いで立たちである。

　コイツらが、雪名の言っていた〝心当たりの人達〟なのか……！

「誰なんだよ、お前達は！」

　雛木を痺れさせた電気テイザー銃を持った男が、どうやら部隊のリーダー格であるようだった。

　手振りで、手早く周囲の兵隊達に無言の指示を与えている。

　兵隊達は俺の問いかけなど無視し、周囲に倒れている生徒達の頭部へ、手にしたアサルトライフルの銃口を押し当てる。

「や、やめろ！　何をするつもりだ！」

　眠っている生徒達を殺すつもりなのか！

「やめて！」

　俺と同じように、雛木を庇かばうように抱き締しめていた雪名も懇こん願がんする。

「みんなを傷付けないで……お願いだよ……私の大切な友達なんだよ……！」

　雪名はボロボロと大粒の涙を落とし、リーダー格を見上げて訴うつたえかける。

　そんな雪名に向かって、リーダー格が言葉短く答えた。

「お前の出方次第だ、羽う鷺さぎ雪名」

「うあっ！」

　突とつ如じよ、俺は背後から近付いて来ていた兵隊に組み伏せられてしまう。

　俯うつぶせに倒れ、冷たい地面へ頬ほおを擦こすり付けた。

「やめて！　誠せい一いち君に乱暴しないで！」

「お前が抵抗するなら、それも叶かなわぬ話だ。大人おとなしく我々に投降する事だ」

「……やっぱりあなた達は、私を捕つかまえに来たんだね」

　雪せつ名なは確信を持ったように、そう呟つぶやいた。

　どういう事なのだろう。

　この兵隊達が何者であるのか、最初から知っていたような口振りだ。

　リーダー格が駄だ目め押おしのように雪名へ告つげた。

「もしもお前が大人おとなしく我々に投降しないのであれば、我々はいかなる手段を行使してでも、お前を連行する。そのために────無抵抗な生徒達の頭に風穴を開けてでもな」

　雪名の顔が一気に血の気を失う。

　リーダー格の発言が脅おどしでない事を強調するように、周囲で生徒達の頭に銃じゆう口こうを突つき付けていた兵隊達が、わざとらしく自分の銃をカチャカチャと鳴らした。

　……人質だ。

　この兵隊達は雪名を連れ去る目的で学校を襲おそい、そして雪名の反抗を防止するために、全校生徒を人質に取ったのだ。いつかの来くる栖す真ま意いと同じようにだ。

「……誠せい一いち君」

　雪名は力なく肩を落としていた。

　そして泣きながら、俺を見ずに謝あやまった。

「ごめんね……ごめんね……。私さえこの学校にいなければ、みんながこんな風になる事なんてなかった。みんなを傷付けたくなんかなかった。誠一君にだって迷惑をかけたくなかったのに……。私……いつかはこうなるかもしれないって、本当は……でも私…………！」

　リーダー格は呟き続ける雪名に歩み寄り、その身体からだを乱暴に掴つかみ上げる。

「目標甲こうは戦意を喪そう失しつ。予定通り生け捕どりに成功した」

　リーダー格はインカムマイクに向かって語りかけた。

　どこかに、雪名を捕つかまえた事を報告している様よう子すだった。

　為なすがまま、リーダー格に引き摺ずられていく雪名は、俯うつむいて涙を流し続けていた。

　だが一いつ瞬しゆんだけ俺を振り返り────無理をした悲しい笑顔を見せてくれた。

「もう私を探さがさないで……これでお別れだよ」

「っ！」

　雪名の一ひと言ことで打ちのめされた。

　どういう事なのだ。

　何な故ぜ、そんな事を言うのだ。

　……何故、お別れなのか！

　もう二度と会えないとでも言うのか！

「雪名、どうしてなんだよ！」

　雪名はもう、何も答えようとはしない。

　兵隊に組み伏ふせられているのにも構わず、俺は苛いら立たち紛まぎれに足あ掻がいた。

「……大人おとなしくしていろ、小こ僧ぞう」

　近くにいた兵隊が、つま先で俺の頬ほおを突ついてくる。

　それを見ていた傍かたわらの兵隊が、俺を足あし蹴げにした兵隊へ注意する。

「おい。そいつも一応、捕ほ獲かく目標になってるんだ。必要ないのに傷付けるな」

「……そうだったな。けっ」

　雪せつ名なだけではなく、俺も捕獲目標だったというのか……？

　俺は組み伏せられたまま、その兵隊を睨にらみ上げて言った。

「お前達……一体何者なんだよ……！」

「知る必要はない」

　答えたのは、雪名を連行して戻って来た、リーダー格の男だった。

　回答しないリーダー格に、俺はさらなる問いを投げ付ける。

「雪名や俺を捕つかまえるのが目的だったのか……何のためだ！」

「それも知る必要はない」

「ふざけるな！　学校の仲間や雪名にまで手を出しておいて、知る必要がないだと！」

「知る必要がない」

　断言するリーダー格に、俺は止とどまる事なく怒りを募つのらせていく。

　俺がリーダー格と話をしている間に、教室に、今度は医者のような白衣を着た男達が現れる。医者らしき男達は教室にストレッチャーを運び込んできた。

　手慣れた様子で、無抵抗な雪名をストレッチャーへ乗せる。

　そうして……雪名の両手足を、金属の拘こう束そく具ぐで固定し始めた。

「おい、雪名に何をするつもりだ！」

　喚わめく俺に、もはやリーダー格は答えない。

「どこへ連れて行くつもりなんだよ！　事と次第によっては許さないぞ！」

「……何をどう許さないのか、見み物ものだな」

「質問に答えろ！」

　リーダー格は面めん倒どうそうに、雛ひな木ぎを気絶させたテイザー銃じゆうの銃口を俺に向けた。

「やかましい小僧だ。少し黙らせてやる」

　リーダー格は引き金を引く。

　テイザー銃からワイヤーが射しや出しゆつされ、その先端が俺の右腕に突き刺さる。

　次の瞬しゆん間かん、パチパチパチという連続音と共に筋肉が硬こう直ちよくし、視界が白色に明めい滅めつした。

　音が聞こえなくなった頃には、身体からだが痺しびれて動かせなくなってしまう。

　暗転した視界の中、見る見る意識が霞かすんでいくのがわかった。

　それはまるで、眠りに落ちる直前のようだった。

　意識が途と切ぎれる直前、何かが、脳内で囁ささやいたような気がした。




《…………生理現象以外の要因による、宿主ホスト意識レベルの低下を確認》

《アプリケーション、〝自己防衛機能セルフデイフエンス〟を読み込み》

《システム・アンチリテラルを起動────────》






Phase2：集合の中を生きる者







　息を切らせ、全力疾しつ走そうしていた。

　どうしてこうなったのか。

　何１つとして、記憶には残されていない。

「いたぞ、あそこだ！」

　遠く背後から、俺を発見した男の声が聞こえた。

　駆ける速度を緩ゆるめる事も出来ず、俺はガムシャラに走り続ける以外になかった。

　細く入り組んだ住宅街の路地を駆けながら、俺は必死に考えていた。

　そうせざるをえない程ほどに、今の状況があまりにも不ふ可か思し議ぎであったためだ。

　事実だけ上げれば、つまりこういう事になる。

　────気絶している間に、俺はあの兵隊達の包囲網もうから逃のがれていた。

　────気絶したまま、俺は学校近くのこの路地に駆け込んでいた。

　テイザー銃じゆうで撃うたれて意識を失った後……目覚めた時にはすでに、こうして学校の傍そばにある入り組んだ住宅街を駆けていたのである。

　倒れていたならまだしも、起きた時にはすでに走っている最中だったという状況が、俺を大いに混乱させてくれている。

　まるで身体からだが俺の意思に関係なく、勝手に動き回っていたとしか思えないではないか。

　馬ば鹿かな。到とう底ていあり得ない。一笑に付したくなる。

　だがとにかく、今は背後から追いかけてくる兵隊達から逃げ切るのが先決だ。

「それまでは後だ！　色々と後回しだ！」

　自分に言い聞かせるように、俺は呟つぶやいた。

　そうは言ったところで、果たして俺はどこへ逃げれば兵隊達の追跡をかわせるのだろうか。

　気絶している間だったとは言え、俺はこうして学校を抜け出して来ていた。

　学校に留とどまるのは危険だったため、ここまでは結果的に良かったとは思う。

　だがここから先、どこへ逃げれば安全なのか。

　皆かい目もく見当も付かない。

　そもそも、自分が何者に追われているのかすらよくわからないのだから仕方ないだろう。

「警けい察さつ……そうだ、こんな時こそ警察じゃないか！」

　俺は電柱の陰かげに身を隠かくしながら立ち止まり、周囲を見渡してみる。

　追っ手が近くにいない事を確認してから、自分の携帯電話を取り出した。

　……１１０番に電話したところで、果たして何と言えば良いのだろう。「完全武装の男達に学校を乗っ取られて、そいつ等らから追いかけられています」だなどと言ったところで、俺なら悪戯いたずら電話だとしか思えないだろう。

　こんな奇き天て烈れつな状況を説明して、その上で力になってくれる大人おとながいるとすれば、俺には１人しか心当たりがなかった。

「……秋あき月づき刑事だ」

　秋月杏きよう子こ。

　過去の赤帽子レツドハツト事件の時に知り合った、警けい視し庁ちようの女刑事である。事件後もしばしば力を貸してくれたり、助言をしてくれる頼もしい大人である。秋月刑事なら、きっと俺の力になってくれるのではないかと思えた。

　秋月刑事の電話番号にかけると、短いコール音の後に通話が始まった。

『はい、秋月です』

「秋月さん！　俺です、冴さえ上がみです！」

『……こんな時間にどうしたの？　今って授業中じゃないの？』

「それどころじゃなくなってるんです！　学校が襲おそわれて、雪せつ名なが誘ゆう拐かいされたんですよ！　力を貸して貰もらえませんか……！」

『……説明してくれる？』

　電話越しではあったが、こちらのただならぬ雰ふん囲い気きを察してくれたのだろう。秋月刑事は厳しい口調になって、俺から状況を聞き出そうとしてきた。

　俺はこれまでのいきさつを、秋月刑事になるべく簡潔に説明した。

　しかし俺自身が状況を良く理解していないため、実際に秋月刑事に説明してみると、情報はかなりの部分が歯抜けである事がわかる。

　ひとしきり説明を終えたところで、秋月刑事は俺へ言った。

『……状況はわかったわ。冴上君の学校には、今すぐパトカーを何台か向かわせるわね。君の身も保護が必要よ。今すぐ私が迎えに行くから、どこかで待ち合わせしましょう』

「本当ですか！　助かります！」

　秋月刑事に相談して良かったと思いながら、俺はガッツポーズをする。

『待ち合わせ場所だけど、人通りの多い駅前が良いと思うわ。そこでなら相手も、あまり派手な振る舞いは出来ないはずでしょう。ロータリーで待ち合わせでどうかしら。たぶん、私がそっちに着くまで30分くらいだと思うわ』

　わかりましたと、返事をしようとした直後だった。

　────鋭い風切り音が、耳元を掠かすめて過ぎる。

「……？」

　俺の目前に生はえていた電柱に、飛来して来た何かが、小さな風穴を穿うがっていた。

　何かが飛来してきた出で所どころである頭上を見上げると────民家の屋根の上に、いつの間にか長い銃じゆう身しんを構えた狙撃手スナイパーがいた。消音器サプレツサー付きの狙そ撃げき銃で撃うってきたのだ。

「冗談だろ！　白昼堂々、街まち中なかで撃うってくるなんて……！」

　俺は慌あわてて踵きびすを返し、駅前の方角を目め掛がけて駆け出した。

　駆ける俺の背後で、次々と銃じゆう弾だんがアスファルトの路面を穿うがつ音が聞こえる。

　狙そ撃げきのターゲットが俺である事は間違いないようだ。

　俺は通りの角を曲がり、スナイパーから死角となるであろう場所へと駆け込んだ。

　すると期待通り、散発的に仕掛けられていた銃撃が止む。

　だからと言って油断は出来なかった。

　俺は一刻も早くその場から離れたくて、大通りに向かって駆け続ける。

　電話の向こうでは、未いまだ通話が繋つながったままの秋あき月づき刑事が話しかけてきていた。

『どうしたの、冴さえ上がみ君！　何が起きたの！』

「撃ってきました！　アイツ等ら、街の中なのにです！」

『……！』

　俺の報告を聞いた秋月刑事は、電話の向こうで絶句した様よう子すだった。

　秋月刑事は鋭い剣けん幕まくで告つげた。

『飛ばして行くから、何とか持ち堪こたえて。電話は切るわね』

　そう言って、秋月刑事は一方的に通話を切った。

　俺は携帯電話をポケットにしまい込み、うんざりした気持ちで春の青空を見上げた。

「何で新学期早々、逃亡者になってるんだよ俺は……！」

　答える者などいない。

　それでも、嘆きたくなる気持ちを言葉にせずにはいられなかった。




　　　　■■■




　大通りに出るまで、３度の襲しゆう撃を受けた。

　スナイパーから狙ねらわれたり、電柱影に隠かくれていた２人組からテイザー銃を撃たれたり、すでに散々である。泣き出したい心境で走りながらも、俺は何とか追っ手を振り切り続けていた。

「アイツ等、俺を捕まえたいのか殺したいのか、どっちなんだよ！」

　堪たまらず嘆いてしまう。

　走っている途中で、ふと疑問を感じた。

　……自分は今まで、こんなに長く走り続ける事が出来ただろうか。

　学校を出てから、かれこれ10分以上は走り続けているのだ。

　長距離走をすれば必ずビリになるような根性無しの俺が、屈くつ強きような追っ手の男達を振り払える程ほどの速度で駆け続ける事が出来ているのだ。不ふ思し議ぎである。

　火事場の馬ば鹿か力ぢからというやつだろうか。

　あれこれ考えている間に、俺が進んでいた細い裏うら路ろ地じは開け、駅前の大通りに辿たどり着く。

　平日の朝９時くらいという事もあるが、放課後に比べれば人通りは少ない。

　出歩いているのは専もつぱら主婦や、出勤途中と思おぼしきサラリーマンなどである。学生の格かつ好こうをしているのは、俺くらいのもんだ。

　……かえって目立ちそうな感じである。

「周りを見た感じ、追っ手はいないな」

　裏路地から大通りの様よう子すを見渡してみる。

　人が出歩いていない細い路地では、追っ手は構わず銃じゆうを撃うってきた。

　しかしさすがに人の歩いている通りでは、同じような行動は取らないと思いたかった。

　こんな場所で俺を襲おそえば、通りすがりの一般人すら巻き込みかねないだろう。

　消音器サプレツサーなどを使って静かな攻こう撃げきを仕し掛かけてきた事から考えても、相手も、あまり目立つ行動は控ひかえたいと考えているはずなのだ。

「……なんか俺、通りすがりの人達を盾たてにしようとしてるみたいで嫌いやだな……」

　思いつつも、俺は大通りへ足を踏み出した。

　いずれにせよ、秋あき月づき刑事との待ち合わせ場所である駅前ロータリーには、この大通りを進まない事には辿り着けないのだ。

　進むしかない。

　秋月刑事も、もうすぐ駆け付けてくれるはずなのだ。それまで何とか逃げ切るしかない。

「……！」

　通りの向こうから、３人の男が人混みに紛まぎれて歩み寄って来る。

　見た感じ、ただの通行人の格好だった。だが何な故ぜか俺は、その３人が〝危険である〟という予感を抱いた。その予感はただの勘かんではなく、確信に近かった。

　接近してくる男達をよく見てみると……袖そでの下に、鈍く光こう沢たくを帯びたナイフが見えた。

「また来たのかよ！」

　俺は踵きびすを返し、駅前ロータリーとは逆方向へ駆け出した。

　まさか接近する前に俺が気付くとは思っていなかったのか、３人の男は一いつ瞬しゆん立ち止まって驚いた顔をしていた。だがすぐに気を取り直し、人混みを掻かき分けて俺の後を追って来る。

　秋月刑事と待ち合わせているロータリーとは逆方向だが仕方ない。遠回りでも、あの３人を迂う回かいして行くルートを選ぶしかないのだ。

　遮しや断だん機きの下りた踏切が行く手を遮さえぎる。

　だが緊急事態のため、俺は構わずに線路を突つっ切った。

　俺が渡りきった頃に電車が通過し、後に遅れて追いかけて来た男達は足止めを喰くらっていた。

　通過中の電車で死角に入れた事をチャンスだと思い、俺は身を隠かくそうと、見知らぬ裏通りへと駆け込んだ。中華料理屋の裏側に位置する路地のようで、地面には黒い油のようなものがべっとりとこびり付いている。

　その先に進むと────行き止まりだった。

「……やばい、まずった！」

　小型のビルが立ち並ぶ袋ふくろ小こう路じとなっている。目の前に立ち塞ふさがるのはビルの壁へき面めんである。

　俺は振り返り、背後の様よう子すを見守った。

　果たして、追っ手を上う手まく撒まく事が出来たのだろうか。

　通過中の電車で死角になっている間に、俺はこの裏うら路ろ地じへ飛び込んだのだ。おそらくこの通りに入り込んだのは見えていなかったはずだが……万が一の可能性もある。

　俺は必死に祈るしかなかった。

　通りの向こうに、追っ手の姿が現れないように。ただそれだけを願って。

「……っ！」

　通りの向こうから、３人の人影が近付いて来るのが見えた。

「何で俺が、この通りに逃げ込んだのがわかったんだ……！」

　まるで俺の位置が、追っ手に筒つつ抜ぬけになっているかのようだ。

　悪夢のような現実を目の前に、俺は為なす術すべを失ってしまう。

「……手間を取らせてくれたな、冴さえ上がみ誠せい一いち君」

　歩み寄って来た３人の男の内の１人が、俺にそう告つげる。男達はそれぞれ、手にナイフを握っている。何も言わずとも、そこからは「抵抗すれば殺す」という暗黙の威い圧あつ感が放はなたれていた。俺は背後の壁に背を預け、躙にじり寄ってくる男達と相あい対たいするしかなかった。

　そんな時だった────頭上で銃じゆう声せいが轟とどろく。

　何者かが、ビルの非常階段の上から発はつ砲ぽうしてきた。

　何者かが放った数発の銃弾だんは、追っ手の男達を取り囲むような位置で、地面に着弾する。

「────陣じん！」

　呪じゆ文もんのような呟つぶやきが聞こえたかと思うと、男達の周囲の地面に着弾した弾が、青白く光を発し始めた。その光は近接する銃弾を青白い線で結び、即座に男達を取り囲む光の結けつ界かいのような形に展開された。

　光の結界は、線上に巨大な炎ほのおの壁かべを立ち上らせる。

「うああ！　何だ、これは！」

「炎の壁だと！」

　みっともない悲鳴を上げながら、追っ手の３人は炎の壁に四方を囲まれ、動けなくなってしまう。まるで炎の牢ろう獄ごくに閉じ込められてしまったかのようだ。

　────符ふ術じゆつ。

　集数媒体アーテイフアクトと呼ばれる特殊な道具を媒ばい介かいにして、特定の数秘術アルケニツクを発現させる術の１つだ。炎を操あやつる禁タ字リ刻ズ印マが入った集数媒体アーテイフアクトを使い、こうした炎の壁を出現させたり出来る人物に、俺は１人しか心当たりがなかった。

「明あく津つ！」

　銃じゆうを発はつ砲ぽうしてきた人物が立っている非常階段を見上げ、俺はその名を呼んだ。

　案の定じよう、ガラの悪いそのクラスメイトは、面めん倒どうそうに嘆たん息そくして言った。

「……ったくよー。寝ね坊ぼうで遅刻してガッコー行きゃあ、わけわかんねえ連中がでけえ面つらしてやがるし、どうなってんだよクソったれ」

　明津は毒どくづきながら、非常階段から飛び降りてくる。

　俺の傍そばに苦も無く着地すると、明津はズカズカと歩み寄って来る。

「おい、クソ冴さえ上がみ。お前の携帯電話よこせや」

「え？」

「良いからよこせって」

　俺は明津が言う通り、自分の携帯電話を明津へ手渡した。

　すると明津は俺の携帯電話を────叩たたき折って放ほうり投げた。

「おいおい！　いきなり何するんだよ！」

「最近の携帯電話ってのは便利でよ、標準的にＧＰＳ機能が付いてやがる。こういった機能を悪用する方法を知ってる連中も世の中にゃたくさんいてよ。お前を追っていやがる連中は、お前の携帯電話のＧＰＳ機能を使って追つい跡せきして来てんだよ」

「なっ！」

「嘘うそじゃねえよ。俺だって、コイツ等らが持ってた追跡端末を１つ拝借して、こうしてお前の居場所を探さがす事が出来たわけだ。勿もち論ろん、お前の電話の傍ぼう受じゆもバッチリだったぜ。秋あき月づき刑事には、俺から合流場所を変えるように話しといてやったよ」

　明津は肩を竦すくめて言った。

「学校にいた奴やつ等らを何人かぶっ飛ばして尋じん問もんしたんだがよ、色々と吐はいてくれたぜ。まったく、てめえはいつもクソ面倒くせえ連中に目ぇ付けられてばっかりだな、冴上。コイツ等はなあ、おそらく存在自体が都市伝説の〝内閣情報管理室ベリナーズ〟だ」

「ベリ……ナーズ……？」

「説明は後だ。おら、ボサっとしてねえで、とっとズラかるぞ」

　明津は俺の手を乱暴に掴つかむ。

　炎に取り囲まれている男達の横をすり抜け、再び大通りへ向かった。

　すると、すぐに違和感に気が付いた。

「……大通りから、人がいなくなってる……？」

「奴等、大マジみたいだな。おそらく交通封ふう鎖さして、一般人をこの区画から隔離しやがった」

　明津の言葉の後で、踏切の向こうから重武装の男達が大たい挙きよして駆けて来るのが見えた。

　学校を襲しゆう撃げきし、雪せつ名なを誘ゆう拐かいしていった連中と同じ格かつ好こうである。

「クソが……こりゃあ多た勢ぜいに無ぶ勢だ。逃げるぞ！」

　明あく津つはそうとだけ告つげ、武装集団が大たい挙きよしてやって来る方角とは逆方向へ逃げ出した。

　俺もそれに置いていかれないように駆け出す。

　まったく、今日は走ってばかりの日だ……！

　俺達の進行方向から、１台の小型自動車が走ってくるのが見えた。

　そのモスグリーンのカラーに、俺は見覚えがあった。

「秋あき月づき刑事！」

　秋月刑事の車は大通りの中央でスピンターンし、エンジンをかけたままで停止する。

「２人共、早く乗って！　ズラかるわよ！」

　秋月刑事は窓から顔を覗のぞかせ、俺と明津に向かった叫んだ。

　俺と明津は秋月刑事の車に飛び込むように乗車した。

　即座に、秋月刑事の車は発車し、背後から迫り来る武装集団をぶっちぎって行く。

　途中、背後から撃うたれた銃じゆう弾だんが、秋月刑事の車のサイドミラーを撃ち抜く。

　割れたミラーを尻しり目めに、秋月刑事はアクセルを吹かせて言った。

「まだローンが２年残ってるんだから、穴だらけにするのは勘かん弁べんしてよね！」

　やがて、武装集団はルームミラーの彼方かなたに霞かすみ、見えなくなった。

　まだ追つい跡せきされている可能性はあれど、とにかく一難は乗り切った手て応ごたえを感じた。

「よく頑がん張ばったわね、冴さえ上がみ君。もう大丈夫よ」

　秋月刑事のその一ひと言ことで、俺は心から安あん堵どする事が出来た。




　　　　■■■




　秋月刑事の車で連れて来られたのは、見知らぬ高級住宅街に建っているマンションだった。

　明津が隠れ家セーフハウスとして使用している場所らしいが……。

「……明らかに俺の住んでる家よりも良いじゃないか。むかつくぞ、明津」

「冴上君の言う通りね。むかつくわ」

「何言ってんだよ、てめえら。感謝するだろ普通……」

　俺と秋月刑事のジト目を見ながら、明津は頬ほおを引き攣つらせて呆あきれていた。

　入り口には暗証番号を入力しなければならない扉があり、全階層に防ぼう犯はんカメラが設置されているらしい。独ひとり暮らしの女性に人気の、高セキュリティな物件なのだと言う。

　前々から明津が金持ちなのではないかという説を立ててはいたが、やはり予想と違わないのではないだろうか。同じ歳の高校生が、こんな場所に部屋を持っているというのはすごい事だ。

　明津の部屋は16階で、非常口に近い場所だった。

　廊下から眺ながめる関東の風景は素晴らしく、夜になれば夜景が綺き麗れいなのではないかと思えた。

　部屋の鍵かぎを開けると、明あく津つは俺と秋あき月づき刑事へ入室を促うながした。

「おら、さっさと入れ」

「お邪じや魔まするわね」

「お邪魔します」

　部屋の中へ入っていく明津の後に続き、俺と秋月刑事も上がり込む。

　室内に上がり、リビングに通された俺と秋月刑事は、室内の様よう子すに感心する。

　隠れ家セーフハウスと聞いていたため、もっと粗そ末まつな部屋をイメージしていたのだが……とてもリッチな環境だった。

　10人家族が余裕を持って住めるのではないかと思える広さ。

　そしてデザイン性の高いテーブルやソファ。それに大型テレビだ。バルコニーから日差しが射し込む様さまは優ゆう雅がで、モダンアートを体現したようなお洒落しやれ空間を演出している。

　呆あつ気けに取られていた秋月刑事が呟いた。

「……随ずい分ぶん、お洒落な部屋を持ってるのね」

「教団の仕事は実入りが良いんでね。１回の仕事で、これくらいの部屋なら買い取れるくらいは貰もらえる。俺みたいな風ふう体ていの野郎が、こんな場所に出入りしてるなんてのは、なかなかイメージが湧わかねえもんだろ。隠かくれる場所ってのは、そういう意外性に富んだ場所が良いんだ」

「す、すごいのね。ディエゴは私にも仕事くれないかしら」

「秋月さん、口から本音が出過ぎてますよ……」

　明津に促され、俺と秋月刑事はソファに腰こし掛かけた。

　その間に、明津はキッチンでお茶を淹いれている。何気に律りち儀ぎな奴やつである。

　────こうして俺達が明津の隠れ家セーフハウスに上がり込んだのには理由がある。

　最たる理由はやはり、俺が秋月刑事に電話をかけてしまった事だ。

　明津の話では、俺の携帯電話の会話は、全て内閣情報管理室ベリナーズとかいう連中に傍ぼう受じゆされていたらしい。つまり俺と秋月刑事との会話によって、秋月刑事が俺の味方である事に気付かれてしまった可能性が高いのだ。

　俺の迂う闊かつな行動のせいで、おそらく秋月刑事も関係者として追われる事になったと考えるべきだろう。そうすると、秋月刑事の職場や自宅にも、危険が及ぶ可能性が高いのだ。

　相手に知られていなくて、俺達を匿かくまう事が出来る人物というと、明津しかいなかった。

　だから俺達はこうして、明津の隠れ家セーフハウスへお邪魔する事になったのだ。

　無む論ろん、ここへ来るまでの間に、秋月刑事のプライベート電話も破は壊かいせざるを得なかった。

　秋月刑事は仕事用とプライベート用で携帯電話を２つ持っているらしく、「プライベート用は、あなた達との連絡用くらいにしか使ってないから大丈夫よ」と言ってくれたが、それでも心苦しい事に変わりはなかった。

　今度、何かお詫わびをしなければならないだろう。

「つーわけで、しばらくこの隠れ家セーフハウスにいるしかねえわけだ。まあ、食しよく糧りようの備び蓄ちくも１週間分くらいはあるから、外出しなくても問題ないだろ。適当に使えや」

「ありがとう、明あく津つ。すごく助かるよ」

「けっ。感謝される程ほどの事でもねえっての」

　悪あく態たいをつきながらも、明津は照れくさそうに鼻を啜すすった。

　秋あき月づき刑事は、テーブルの上にあったテレビのリモコンを手にした。

　そうしてテレビを点つけ、ニュース番組を探さがす。

「……冴さえ上がみ君の学校が襲しゆう撃げきされた事件は、何も報道されていないわね」

　秋月刑事が言う通り、ニュース番組は桜さくらの開花情報などの話題を取り上げているだけで、俺達の学校で起きた事件について一いつ切さい触れていない。

　普通なら臨時ニュースになっていてもおかしくない事件だと思うのだが……。

　疑問を感じている俺と秋月刑事に、明津が言った。

「相手は内閣情報管理室ベリナーズだ。報道管かん制せいなんざお手のもんだろうよ」

「……ベリナーズですって？」

　明津の言葉に、秋月刑事の表情が引き攣つった。

　嘆たん息そく混まじりに、明津は続けた。

「まあ、学校の連中については心配する必要はねえだろう。目的はあくまで、師し匠しようとクソ冴上だけだったみてえだしよ。その証拠に、俺が遅れて学校行った時にゃあ、気絶してる生徒ほったらかしにして、連中はほとんど撤てつ退たい準備に入ってたしよ」

　明津の話が確かなら……クラスのみんなや、愛あい架かには危害が加えられていないという事になるのだろうか。実際のところはわからないが、それでも少しだけ安心出来る話だった。

　明津がテーブルの上にお茶を並べ終えた頃、秋月刑事が切り出した。

「……そろそろお互いに持っている情報を出し合って、状況確認をした方が良さそうね」

「そうだな」

　明津は同意しながら、ソファへドサッと乱暴に腰こし掛かける。

　秋月刑事は、いつもの冷淡な態度で話を始めた。

「まず改めてだけど、事件の発生当初学校に居合わせた冴上君から、時系列に沿って起きた事を簡単に話して貰もらえるかしら」

　言われた俺は、少し脳内を整理しつつ話す事にした。

「朝のホームルームの後に、妙みような校内放送が流れたんだ」

「妙な校内放送だあ？」

「ああ。意味不明な数字を読み上げる変な放送だった。雪せつ名なが言うには、それは先端科学機構ネメシスが開発していた暴動鎮圧音声スタン・シグナルって代しろ物ものらしい。聴きいた人間を眠らせてしまう放送なんだとか」

「なるほど。そいつを聴いたせいで、学校の連中は全員床で寝そべってやがったわけか」

　明あく津つは納得し、秋あき月づき刑事は自分の手帳に俺の証言を書き込んでいく。

「クラスのみんなが眠ってしまった後、あの武装集団が雪せつ名なを誘ゆう拐かいしたんだ。その後、何が起きたのか俺自身でもよくわからないけど……俺は気絶したまま学校を脱出していたらしい」

「……はあ？　いきなり何言い出してるんだ、てめえは」

「何言ってるのか、俺にもよくわからないんだけど、事実そうなんだ。俺はテイザー銃じゆうで気絶させられたんだけど、気付いた時には１人で、学校近くの住宅街の路地を走ってたんだ」

「……もしかして、〝アレ〟をやったのが冴さえ上がみだって言うのかよ」

「……アレ？」

「後で話す。今はてめえの知ってる事を話せや」

「冴上君、続けてくれる？」

　秋月刑事は俺の次句を促うながす。

「続きと言っても、俺は学校から逃げ出して、秋月刑事に助けを求めた。その後は、明津や秋月さんが知ってる通りだよ。……雪名を助ける事も出来ず、あの時はただ、自分の身を守るだけで精せい一いつ杯ぱいだったんだ……」

　雪名の身を案じ始めると、表情は固くなっていくばかりだ。

　俺は説明を終え、無言でいる明津と、手帳にメモを取り続けている秋月刑事の反応を待った。

　秋月刑事はメモを見下ろしたまま、今度は明津に言った。

「じゃあ次は明津君。知ってる事を教えて貰もらえるかしら」

「知ってる事なんざ大してねえけどよ、連中の正体に心当たりがあるくらいだ。たぶんアイツ等らは────」

「内閣情報管理室ベリナーズ。さっきもそう言っていたわね」

　秋月刑事と明津のやり取りを聞いていた俺は、堪たまらず明津に迫った。

「教えてくれ、明津。内閣情報管理室ベリナーズって何なんだ」

「簡単に言やあ、日本政府が隠かくし持ってるって噂うわさの、極ごく秘ひ特とく殊しゆ部隊だ」

　明津はあっけらかんとして答える。

「警けい視し庁ちようや公こう安あんの特殊部隊から、さらに生はえ抜きのエリートを選抜して組織された、スーパーエリート集団って話だ。作戦内容は国家機き密みつクラスのものばかりで、政府の汚れ仕事を一手に引き受けてるとか。勿もち論ろん、そんな部隊が存在する事を政府は認めちゃいねえ。いるっていう噂があるだけの、お伽とぎ話ばなしみてえなもんだよ」

「じゃあ何で、雪名を誘拐したアイツ等が内閣情報管理室ベリナーズだって思うんだ」

「アイツ等が使用してた銃を見たからだよ」

「……？」

　明津は視線を鋭くさせ、続けた。

「兵隊ってのは職業上、銃やナイフみてえな武器を使うだろ」

「まあ、そりゃあそうだろうなあ」

「武器は通常、銃じゆう火か器きのメーカーが製造して販売してるもんなんだよ。そういったもんを購入したりすれば、購入者と販売者の間で必ず多額の金銭が行き来するわけだ。この金の動きを追つい跡せきすれば、テロリストだろうが武器商人だろうが、どんな野郎がいつ何をどこから買ったのかわかるんだよ。金の流れってのは、追跡された時にもっとも痕こん跡せきが辿たどられやすい足跡の１つだ」

　明あく津つは皮ひ肉にくっぽく肩を竦すくめて言った。

「内閣情報管理室ベリナーズは〝存在を消された部隊ミツシング・アーミー〟と言われる部隊だ。その存在を他人に気け取どられちゃいけねえ。だから連中はわざわざ独自の銃火器を開発してまで、自分達の痕跡を消してるんだって噂うわさがあった。独自開発の武器の部品を、秘密裏りに組み立て、製造してる。要するに内閣情報管理室ベリナーズが使う武器ってのは、世界のどこでも使われてねえオリジナルなんだよ」

「なるほどね。今日、私達を襲おそってきた武装集団が使っていた武器は、市販では見た事もないオリジナルの武器だったわ。それが彼かれ等らを内閣情報管理室ベリナーズだと思う根拠といったところかしら」

「その通りだ」

　明津は苦笑してみせた。

「相手が政府の汚れ仕事処理部隊だって考えりゃ、色々と納得がいくだろ。何せバックに付いてるのは、日本政府ってえ強大な権力だ。学校で事件があったのに報道しないクソマスコミの態度や、先端科学機構ネメシスが完成させられなかった暴動鎮圧音声スタン・シグナルなんて軍事技術を保有してるのも説明が付きやがる。大おお方かた、東とう京きよう内ない戦せんのゴダゴダの時期に手に入れた先端科学機構ネメシスの技術を、こっそり引き継ついで開発してたってところじゃねえのか」

「な、なるほど……」

「俺の推すい察さつはそんなところだ」

　明津の話は推測ベースの部分が多分にあるが、それでも説得力はあった。

　最後に、秋あき月づき刑事が話し出した。

「私が知っている事も話しておくわね。今、話題に上がった内閣情報管理室ベリナーズだけど……実在するわ。明津君の推察も、だいたい正解よ」

「……！」

　１番驚いた顔をしたのは、俺ではなく明津だった。

「明津君から内閣情報管理室ベリナーズの名前を聞いて、ようやく私にも状況が読めてきたわ」

　秋月刑事は、明津の淹いれたお茶を飲む。

　喉のどを潤うるおしてから、少し苦々しい表情で話を続けた。

「東京内戦以前、内閣情報管理室ベリナーズは内ない閣かく府ふ直下の部隊というよりは、先端科学機構ネメシスの護ご衛えい部隊という位置付けだったわ。彼等は新しん宿じゆく地下に存在した先端科学機構ネメシスの秘密実験施設を警けい護ごする使命を帯びた戦闘員達だったの。そして、かつて羽う鷺さぎさん達を拘こう束そくしていた部隊でもある」

「先端科学機構ネメシスの護衛部隊……」

「ええ。それでも所属は内ない閣かく府ふだったの。少しややこしいけれどね。彼かれ等らは東とう京きよう内ない戦せんの時、政府の命令で、実験施設を破は壊かいする任務に当たっていたわ。他国に技術を奪うばわれるくらいなら、回収出来るものだけ回収して、後は地下深くに封ふう印いんしようという目もく論ろ見みだったそうよ」

「……雪せつ名なが暮らしていた実験施設を襲しゆう撃げきしたのは、内閣情報管理室ベリナーズだったんですか」

「私の子こ飼がいの情報屋が、元内閣情報管理室ベリナーズだったそうよ。彼女から聞いた話だから、間違いはないわ」

「東京内戦で先端科学機構ネメシスが解体された今も、内閣情報管理室ベリナーズは存在するんですか」

「日本政府内にはまだ、密ひそかに先端科学機構ネメシスの残党が残っているんだと思ってくれれば良いと思う。そいつらの実働部隊が、今の内閣情報管理室ベリナーズってところかしらね」

「じゃあ俺達の敵は……先端科学機構ネメシスの残党だって事ですか」

「おそらく」

　秋あき月づき刑事は苦笑して見せた。

　すると明あく津つが問いかける。

「……連中の今の任務ってのは、何なんだ」

「それは────」

　そこまで話すと、秋月刑事は何かに気が付いた様よう子すだった。

「そうか……だからこのタイミングで仕し掛かけてきたのね」

「？」

「Ｇ12主要国首脳会議サミツトよ」

　秋月刑事の口から意外な単語が現れ、俺は困こん惑わくする。

　しかしそれを聞いていた明津は、秋月刑事同様に何かに気が付いたらしく、「なるほどな」と呟つぶやいている。

「どういう事なんですか」

「思い出して、冴さえ上がみ君。先端科学機構ネメシスはかつて、スカラーの研究を行っていたでしょう」

　────無ス次カ元ラ数ー。

　これまでの物理学では、暗黒物質ダークマターなどとも呼ばれていた不ふ可か視しの存在だ。

　万ばん物ぶつは〝スカラー〟という、目に見えないエネルギーを材料に形作られているのだと言う。

　あらゆるものがスカラーによって出来ており、その構造は数式と数値ステータスで書き表す事が出来るのだ。

　雪名が使う数秘術アルケニックと呼ばれる力や、明津の使う符ふ術じゆつという代しろ物ものは、スカラーで出来た構造体に対して、その数式を書き換かえたり、その数値ステータスを書き換える事で、超常の力を発現させる力であるらしい。

　先端科学機構ネメシスはかつて、その研究を行っていたのだ。

　生身でスカラーを制せい御ぎよ出来る特とく殊しゆな血ち筋すじ、〝高貴なる血族ノーブル・ブラツド〟を実験体に使用して。

　秋あき月づき刑事は淡々と続けた。

「この宇宙には目に見えない、スカラーと呼ばれるエネルギーが無む尽じん蔵ぞうに溢あふれているわ。先端科学機構ネメシスが行っていたスカラー研究の最終目標は、そんなスカラーのエネルギー資源化だった。スカラーを電気エネルギーとして使用する事が出来れば、原発や火力発電などに頼らなくても、使い切れない程ほどの膨ぼう大だいなエネルギーを周囲から得る事が出来る。資源の少ない日本というこの国にとって、それは莫ばく大だいな富をもたらす。それに石油資源から世界が解放される革命的な技術でもある。それも低コストで、安全なパーフェクト・クリーンエネルギーよ」

　一気にそこまで話し終えると、秋あき月づき刑事は眼まな差ざしを厳しくして宣告した。

「ここで話を１度戻すわね。今の内閣情報管理室ベリナーズの任務というのは……失われた先端科学機構ネメシスの復興。スカラー技術の完成よ」

「スカラー技術の完成……？　それってつまり、スカラーのエネルギー利用を……あ！」

　絶句した。

　そんなまさか！

「気が付いたかしら。Ｇ12主要国首脳会議サミツトの主題目に、次世代資源開発ＮＥＩがあるわよね。主要国間で次世代クリーンエネルギー開発の枠わく組ぐみを作る会議よ」

　……符ふ号ごうに関連性が見みい出だされていく。

　一見して何の関連性もなかったバラバラの情報が、徐々に俺の脳内で結合され、１つの形を成なしていくではないか。

　無む論ろん、これらは全て根拠がある話ではない。

　俺達３人が勝手に話し合っている、トンデモ陰いん謀ぼう論なのかもしれない。

　しかし、俺は閃ひらめいたその予感を口にせざるをえない。

「次世代エネルギーの開発って────雪せつ名なを使うつもりなのか！」

　かつての先端科学機構ネメシスがそうしていたように。
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　夜になった。

　明あく津つは情報収集とやらに出かけてしまったため、リビングには俺１人だった。

　予想していた通り、隠れ家セーフハウスから眺ながめる東とう京きようの夜景は綺き麗れいで、１人でそれを満まん喫きつしているのが、妹に申し訳ないように思えた。

「……愛あい架か」

　生徒達が眠らされていただけなのだとは言え……妹があの後どうなったのか、ずっと気にかかっていた。

　無事に家へ帰して貰もらえたのか。

　１人で寂さびしい思いをしていないか。

　携帯電話は壊こわしてしまったので使用出来ないし、そもそも「誰かと連絡を取れば足が付く」と、明あく津つからは口酸すっぱく注意されている。

　連絡を取る手段がないため、今はとにかく心配する以外に出来る事もないのだ。話す事が出来ないというもどかしさは、ただ苦悩を増大させていくだけである。

「こんな辛つらいのは、久しぶりかもしれないな」

　ガラスに映った自みずからと見つめ合い、呟つぶやく。

　……クラスの連中は本当に無事なのだろうか。今頃自宅に帰れているのだろうか。

　弘ひろ樹きは？　雛ひな木ぎは？　次々とクラスメイト達の顔が脳のう裏りに浮かんでは、心配が募つのっていく。

　しかし、それら全てが一方通行の不安でしかないのだ。

「……雪せつ名な」

　１番気になっているのは、雪名の事だった。

　雪名は拘こう束そく具ぐ付きのストレッチャーに乗せられて運ばれていった。

　あの後、雪名がどうなったのか。想像する事さえ叶かなわない。

　雪名の口振りからするに、おそらく相手が自分を狙ねらってきた内閣情報管理室ベリナーズである事を予測していたのだろう。逆さからってはいけないというのはつまり……俺達に、この国の政府と敵対するなという事を言いたかったのではないだろうか。

　────これでお別れだよ。

　雪名が言っていたその一ひと言ことが、ずっと胸の奥に刺さって取れなかった。

　思い出す度たびに、身体からだの芯しんがひび割れるように苦しかった。

　あの言葉を聞かされた時、これまで雪名と過ごした日々がフラッシュバックした。

　最初の頃の雪名は、ほとんど微笑ほほえむ事さえない暗い少女だった。

　そんな雪名が次第に普通の少女らしさを取り戻し、明るく笑うようになっていったのだ。

　徐々に友人も増え、雛木や明津、弘樹とも仲良しになった。

　みんなで放課後に遊んだり。

　みんなで北ほつ海かい道どう旅行に出かけたり。

　正月にはみんなで初はつ詣もうでに行ったりもした。

　一いつ緒しよに苦境を乗り越え、一緒に楽しい思い出を作り、一緒に何度も笑い合ってきた。

「……」

　……今回の相手は、権力を持った強大な敵だ。

　立ち向かって勝てたとしても、抗あらがえば俺達は社会的に抹まつ殺さつされかねないだろう。

　それでも雪名の事を諦あきらめたくなかった。

　雪名を────失うのが怖こわかった。

「……何でなんだろうな」

　ソファに座り、夜景を眺ながめながらボンヤリ呟つぶやいた。

　何な故ぜ、俺はいつも、こんなに雪せつ名なを想って行動しているのだろう。

　今まで色んな事件に巻き込まれもしたが、全ての事件において、俺が立ち向かう原動力となっていたのは「雪名のために諦あきらめたくない」という感情だったように思う。

「何で俺は……」

　……いつも雪名の事ばかり考えているのだろう。

　そんな時、背後でドアが開いた。

「おまたっせー♪」

「あ、秋あき月づき刑事！」

　現れたのは、それまでお風呂に入っていた秋月刑事だった。

　まさか湯上がりで、バスタオル１枚の格かつ好こうで出てくるとは思いもしなかった。

　その姿はあまりにも刺激的で、冷静な思考など、容た易やすく全て吹き飛ばされてしまう。

「あっ、あき、秋月刑事、ちゃんと服着てくださいよ！」

「あら冴さえ上がみ君。年上の私の裸でも興奮してくれるの？　嬉うれしいわね」

「な、何言ってるんですか！　からかわないでくださいよ！」

「フフフ。可愛かわいいわね。お姉さん悪戯いたずらしたくなっちゃう。……チラっ」

　秋月刑事は、胸元を覆おおうタオルをわざとらしく大きく開いて見せた。

　俺は頭部に血を上のぼらせながら、懸けん命めいに懇こん願がんした。

「お、お願いします……勘かん弁べんしてください……！」

「えー。残念ねえ」

　そう言って秋月刑事は、自室として使っている部屋へと着替えに向かった。

　俺は興奮した頭を懸命に冷ましながら、激しく首を左右に振る。

　……普段は近寄り難がたい程ほどに生き真ま面じ目めそうな空気を帯びている秋月刑事だが、時々、ああいった悪戯好きな側面を見せる事がある。その天てん真しん爛らん漫まんさは、どことなく愛あい架かに似ているようにも思えた。まあ、秋月刑事の方が、愛架よりも確実に胸部は豊かだが。

「っだいまー」

　玄関の扉を開けて、かったるそうな帰宅の挨あい拶さつをする明あく津つが現れた。

　俺は帰ってきた明津に尋たずねた。

「情報収集は捗はかどったのか？」

「……まあな。とりあえず後で話す事にするわ。……出来れば秋月刑事のいないところで」

「？」

　意い味み深しんな事を告つげ、明津はフラフラと秋月刑事が入って行った部屋に向かう。

「あ、そっちの部屋は」

「ああん？　部屋ならたくさんあるんだ、どこ使っても良いだろ」

「いや、そうじゃなくてその部屋は今！」

　何も知らない明あく津つが、着替え中の秋あき月づき刑事の部屋を開けてしまう。

「……あ」

　誰のものともわからない声が漏もれた。

　明津が開いた扉の向こうには、一糸まとわない秋月刑事の姿があった。

　しばし俺達は呆ぼう然ぜんとした顔で見つめ合った。

　そして明津は静かに扉を閉め、そのまま硬こう直ちよくした。

「すいませんっしたすいませんっしたすいませんっしたすいませんっした！」

　明津は耳まで赤くなりながら、頭を扉に打ち付けて謝あやまり始める。

　扉の向こうからは、「別に気にしなくて良いわよ」という秋月刑事のフォローの声が聞こえてくる。

　俺も頭に血の気が多くなり過ぎてしまった。

　……今夜は眠れないかもしれない。
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　秋月刑事と明津を交まじえ、リビングで明日の予定を話し合った。

　政府直属の特とく殊しゆ部隊に追われている自分達の身の振り方を考えなくてはならない。それは勿もち論ろんだったのだが、それよりも優先させるべきは、仲間である〝雪せつ名なを救い出す〟事だった。

　その点、俺達３人の意見は一致していた。

　雪名を救出するにしても、まずは雪名がどこに囚とらわれていて、どういう状況に陥おちいっているのかを把握する必要があった。

　秋月刑事と明津は、それぞれの情報屋に会い、雪名がどこへ誘ゆう拐かいされたのかを探さぐってくれるのだと言う。しかし一方の俺と言えば……２人と違って便利な情報筋を持っているわけではないため、何をしたら良いものかわからなくなる。

　困っている俺に、明津が嘆たん息そく混まじりに言った。

「まあ、てめえはここで待機してニュースとインターネットでも追いかけてろ。昼の学校の事件がどういう後あと処理をされたのか、俺も気になってるところだしよ。世間向けの情報公開がどうなっているのか探るのも無駄にはならねえ」

「そうね。冴さえ上がみ君には、その役割を務つとめて貰もらおうかしら」

「何かすいません……あんまり役に立ててなさそうで」

「良いのよ。人にはそれぞれ、出来る事と出来ない事があるの。今あなたに出来る精せい一いつ杯ぱいが、全くの無駄になる事なんてないわ」

　秋月刑事はそう言って、俺に優しく微笑ほほえみかけてくれる。

「さあ、そろそろ今日は寝ましょうか。色んな事があったし、冴さえ上がみ君も疲れているでしょう？　正直なところ、私も今日は疲れちゃったわ。お風呂いただいてからずっと眠かったのよね」

　秋あき月づき刑事は苦笑して、ソファから腰こしを持ち上げた。

　それにつられるように、明あく津つも立ち上がって伸びをする。

「そうだな。ここでこれ以上、ああでもねえこうでもねえ話していたところで疲れるだけだ。それよりも今日はとっとと寝て、明日速攻で師し匠しようの居場所を見つける事にしようぜ」

「……ああ。わかったよ」

　秋月刑事が笑顔で小さく手を振り、自分の部屋へ戻っていく後ろ姿を見ながら、俺もソファから重たい腰を上げた。

　明津も自室に戻り、リビングには俺１人だけが取り残される。

「……雪せつ名な、今どうしているんだ」

　２人の前では言わなかったが、１人になったせいか、つい弱音を口にしてしまう。

　もしも俺達の予想が正しければ、相手は雪名を実験動物のようにしか考えていないだろう。

　雪名は、生まれてからずっと、先端科学機構ネメシスの地下実験施設に幽ゆう閉へいされていた。

　東とう京きよう内ない戦せんのどさくさに紛まぎれ、ようやく自由を得た身だ。

　それから６年も経たった今、再び先端科学機構ネメシスの残党によって、囚とらわれの身になろうとしている。雪名はかつてのように、おそらくスカラーを研究するために必要な道具でしかなく、その扱あつかいが酷ひどいものになる事は容易に想像が付いた。

　今頃、辛つらい目に遭あってはいないだろうか。

　苦しかったり、痛い目に遭ってはいないだろうか。

「必ず……必ず助けるからな……！」

　俺は固く拳こぶしを握り、決意を確かめるために呟つぶやいた。

　そうして自室に戻ろうとした時、外から微かすかに雨音が聞こえ始める。

　ガラス壁かべにぶつかり、線の軌き跡せきを描いて流れ落ちていく雨。

　その向こうには、泣いているような都市の夜景が広がったままだった。
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「…………きろ……」

「……？」

「起きろ、冴上」

　ベッドに横たわって眠っていたところ、身体からだを揺ゆすられて目を覚ました。

　微睡まどろむ瞼まぶたは重たく、こじ開けるのには、それなりの気合いが必要だった。

　上体だけ起こすと、涼すずやかな雨音が、窓を叩たたいているのが聞こえた。

　流れ落ちる雨の影が、暗い室内に波のような模も様ようを描いているのが見える。

「……明あく津つ？」

　俺の身体からだを揺ゆすり起こしたのは、明津だった。

　明津は笑いもせず、ボンヤリしている俺に告つげた。

「ちょっとリビングまで来い。話がある」

「……はあ？」

　こちらの質問は受け付けない様よう子すで、明津は俺の部屋をすぐに後にする。

「……こんな時間に何だよ。今……夜中の２時じゃないか」

　傍そばにあった目覚まし時計を拾い上げ、俺は眠たい目を擦こすって起き上がった。

　スリッパを履はき、フローリングの床の上をパタパタと歩く。

　部屋の扉を開けると、明かりが点ついていないリビングが見えた。

　明かりがないとは言っても、外の夜景が光源の代わりとしては十分で、室内に何があるのかくらいかは見てわかる。

　先にリビングに向かった明津の姿を探さがし、見つけた。

「！」

　心臓が跳はねる。

　一気に眠気が吹き飛ぶ。

　明津は────俺に向かって銃じゆうを構えていた。

　笑いもせずに。

「……ど、どうしたんだよ、明津」

　状況が理解出来ない俺は、恐る恐る問いかける。

　しかし明津は無言で、じっと俺を睨にらみ続けるだけだった。

　息苦しいまでの沈黙がしばらく続いた後、明津は静かに問い糾ただしてきた。

「確認だ」

「……確認？」

　明津の台詞せりふを復唱し、俺は固かた唾ずを飲む。

「今度の敵は、今までよりもずっと面めん倒どうな相手だ。政府の中にいる、誰なのかもハッキリしない腹はら黒ぐろ議員のジジイ共。それに秘密工作に長たけた、人数さえわからない特とく殊しゆ部隊ときてる。対してこっちの頭あたま数かずはせいぜい３人。どう考えたところで、正面からぶつかりゃ勝ち目はねえ」

「……」

「良いか。よく聞け。今度の敵は国家権力を持ったクソ野郎共だ。そいつらと事を構えるってのがどういう結果になるか、想像しろ。勝っても負けても、その後は、この国でまともな生活は出来ねえだろうよ。クソみてえな逃亡生活や、社会的な抹まつ殺さつもあり得る。要はだ。師し匠しようを救出するってんなら、今まで通りの日常に戻れる可能性なんて限りなく０ゼロってこった」

　明あく津つは再度、同じ事を口にする。

「だから確認だ。そういう覚かく悟ごはあんのかって話だ」

「……」

「秋あき月づきってあの刑事。さっき睡眠薬を盛らせて貰もらったから、たぶん明日の夕方くらいまでは起きてこねえだろう。俺は、あの人には手を引かせるつもりだ。今なら知らぬ存ぜぬを通せば済む程度にしか、頭を突つっ込んでねえからな。だがお前はどうなんだ、冴さえ上がみ」

　明津の言わんとする事を理解し、俺はしばし口を閉ざす。

　捲まくし立てるように、明津は言った。

「１度始めちまえば、後戻りは出来ねえんだよ。学校なんざ行けなくなるだろう。妹にも２度と会えなくなるだろう。お前はそれで良いのか。そう聞いてんだ」

「……ここで雪せつ名なの事を諦あきらめる選択もある。そう言っているように聞こえるぞ、明津」

「よくわかってるじゃねえか。それがクソみてえな〝現実的〟って奴やつなんだよ」

「……」

　言われている事は、よくわかる。

　雪名を助けて自分の人生を捨てるのか。

　雪名を諦めて自分の人生を救うのか。

　たぶん俺は今、どちらかを選択せざるをえない状況に陥おちいっているのだ。

　薄々感づいてはいたが、今ここで明津にハッキリと言われた事で、俺はその決断をしなければならなくなった。

「どうなんだ、冴さえ上がみ誠せい一いち」

「……」

　長く……長く黙り込んだ後、俺は自分の考えを正直に話した。

「……覚えているか、明津」

「あ？」

「お前と俺が初めて出会った……連続食人事件を」

「……」

　明津は俺を試すように黙り込んでいた。

　構わず、俺は続けた。

「犯人だった来くる栖す真ま意いは〝集合〟を操あやつる災厄の数アルヘトスだった。人間関係を自在に操り、他人を奴ど隷れいのように言いなりに出来てしまう恐ろしい相手だった。来栖は学校に現れて、学校中の生徒達に、雪名の両親が東とう京きよう内ない戦せん勃ぼつ発ぱつの引き金を担になっていた事を暴ばく露ろしてしまった。あの時、実はずっと不安に思っていた事があるんだ」

　俺は自じ嘲ちようしてしまう。

「俺が何をどう足あ掻がいたところで、誰も雪名の味方なんてしてくれないんじゃないかってな」

「……」

「雪せつ名なの父親は、先端科学機構ネメシスの代表研究者だった。雪名の母親は、自みずから実験体として研究に協力していた高貴なる血族ノーブル・ブラツドだった。２人がいなければ、確かに東とう京きよう内ない戦せんは発生しなかったかもしれない。クラスの仲間達の、たくさんの大切な人達だって死なずに済んだかもしれない。それはどうしようもない事実だった。だからだよ。そんな戦せん犯ぱんのような両親を持っている雪名の正体を知って、それでもなお雪名を助けるのに協力してくれる奴やつなんかいるわけない。俺はあの時、心の中では諦あきらめかけていたんだよ」

　俺は明あく津つの目を見つめた。

「あの時、それをひっくり返してくれたのはお前だったんだ、明津」

「……」

「お前がいたから、俺は諦めなかった。諦めなかったから、クラスのみんなが雪名の救出に協力してくれた。みんなが力を合わせたから、未来が変わった。未来が変わったから、俺くらいしか話相手のいなかった雪名にも友人が出来たんだ。あそこでもしも諦めていたら、きっと今頃、そんな事にはならなかった」

　思わず微笑ほほえんだ。

「明津……俺は今も同じ事を考えているよ。お前の言う〝現実的〟って奴とは程ほど遠とおい、馬ば鹿かで、無む謀ぼうで、愚おろかな〝希望〟って奴を信じてるんだ。雪名を諦めるか、自分の人生を諦めるか。どっちかを選べって言ったよな。俺はどちらかなんて選ばない。両方の良いところを奪うばってやる」

「……」

「雪名を助ける。そして必ず元の日常へ戻る。どっちも実現させてみせるさ。やる前から諦める事だけは、したくないんだよ」

　俺の言い分が終わると、明津は表情を変えずに無言のままだった。

　銃じゆうを構えたまま、静かに応こたえた。

「……てめえの言い分は、世せ間けん知らずのクソッタレが口にするような、都つ合ごうが良いだけの理想論だ。何でもかんでも、そんなに都合良くいくわけがねえだろ。これっぽちも先さき行ゆきのリスクなんてものを考えてねえ、愚か者の選択だぜ」

「ああ、わかってるよ」

「……だがよ。それは普通の奴が言ったならって話だ」

「？」

　明津は面めん倒どうそうに頭を掻かいて言った。

「ホント、意味わかんねんだけどよ。てめえが言うと、いつも単なる理想論には聞こえねえんだよ。何せそれだけの奇き蹟せきを、今まで何度も連発している実績があるんだからよ」

「なら信じてくれるのか」

「……今回も見つかるのかよ、その〝希望〟って奴は」

「当たり前だろ」

　ハッキリとした俺の言葉に、明あく津つは「やれやれ」と嘆たん息そくをする。

　そして明津は────鋭い口調で言った。

「てめえの覚かく悟ごはわかっった。決まりだな。なら俺がお前に〝現実〟って奴やつをわからせてやる」

　明津は躊躇ためらいなく、俺に向けていた銃じゆうの引き金を引いた。

　１発の炸さく裂れつ音と、銃口の底から吹き出る刹せつ那なの火か炎えん。

　明津の放はなった銃弾だんは、容よう赦しやなく俺の眼前に迫った。

　それは完全な即死の軌き道どうだった。

　────死んだ？

　反射的にそう考えた。

　明津は何な故ぜ、銃の引き金を引いたのだろう。何故、俺を殺す決断をしたのだろう。

　俺の答えでは、やはり満足ではなかったのか。

　俺は咄とつ嗟さに、顔面を庇かざおうと、手の平を明津に向けてかざす。そんな事で銃弾の脅きよう威いから救われるなどとは露つゆも思えなかったが、それ以外に抵抗する手段もなかった。

「！」

　俺の視界に変化が起きた。

　それはあまりにも唐とう突とつに起きた出来事で、気が付くのにさえ時間を要した。

　────？

　────銃弾が止まって見えている？

「………………嘘うそ、だろ？」

　俺は自分の眼前で静止している銃弾を見つめて呟つぶやいた。

　正確には停止しているわけではなく、スローモーションのように、依然として俺へ向かってゆっくりと近付いてきているのだ。銃弾だけではない。目の前の明津も、窓に降りしきる雨も、全てが止まっているかのように遅く、緩ゆるやかになってしまっている。

　それはまるで────俺以外の世界全てが、スローモーションになってしまったかのような光景だった。

　恐る恐る、俺は飛来してきている銃弾の軌道から、自分の顔を避けてみた。

　その直後、時間は再び元の早さを取り戻す。

　銃弾は俺の耳元を掠かすめ、目にも止まらぬ速度で、俺の背後の壁かべへと着弾した。

　銃弾を……避ける事が出来てしまった。

　その事に驚きよう愕がくしているのは、どうやら俺だけではなかった。

　俺を撃うった張本人である明津自身も、表情を驚きに染め上げ、両眼を見開いている。

「……なるほど。確かに聞いていた通りみてえだな」

　苦にが虫むしを噛かむように呟つぶやき、明津はようやく銃口を下ろして続けた。

「それがてめえの現実だ、冴さえ上がみ。目覚めちまった力って奴やつだそうだ」

「だそうだって……お前、最初から俺が避よけられるとわかってて撃うってきたのか……！」

「……もう銃じゆうごときじゃてめえは殺せねえ。そう言われて、半はん信しん半はん疑ぎだったよ。だからこうして、てっとり早く試す事を勧すすめられたんだ。本当かどうかは、重要な情報だったからな」

　言われて試した……？

　危あやうく殺されかけた俺は腹を立て、明あく津つを問い詰めた。

「誰なんだよ、俺を撃ってみろなんて言った馬ば鹿か野や郎ろうは！」

「ボクだよ、冴さえ上がみクン」

「！」

　いつからそこにいたのか。

　室内の片かた隅すみに現れた声を振り返る。

　そこにいたのは……腕を組み、壁かべに背を預けて立っている小さな少女だった。

　ブロンドのショートヘア。青い色をした瞳ひとみ。フリルの付いたゴスロリっぽい黒ワンピースを着た外人の少女だ。相変わらず、片手には手て錠じよう付きのスーツケースを持っていた。

　俺はその少女を知っていた。

　この世の数の秩ちつ序じよを守っているという、正体不明の秘密結社である〝教団〟。そこに所属している第10の執しつ行こう官かんである。

「……タデウス……！」

　少女の名を口にしながら、俺は背せ筋すじを冷たくする。

　タデウスは妖あやしく薄ら笑い、俺に小さく手を振って見せながら言った。

「やあ、冴上クン。また君に会う事になるとは、ボク達はよっぽど縁があるようだね」

　飄ひよう々ひようと言って退のける、可か憐れんな容よう貌ぼうのタデウス。

　だが俺は、このタデウスという執行官にだけは油断しないようにしている。

　何な故ぜならタデウスは、目的のためには手段を選ばないタイプなのだ。

　平気で俺を殺そうとした事もあったし、今回のように、明津に俺を「撃ってみろ」だなどと提言するような凶きよう人じんだ。心を許しでもしたら、何をされるかわからない。

　慎重にタデウスの出方を窺うかがい、俺は苛いら立だちながらも冷静な口調で尋たずねた。

「どうして、タデウスがここにいるんだ……？」

「君達に協力しようと思って来たんだ。助けが必要な状況だろう？」

　タデウスの発言を胡う散さん臭くさいと感じながら、俺は真意を確かめる。

「……今回は災厄の数アルヘトスを敵にするような状況じゃない。それなのに教団の執行官が、何故こんな時に俺の前に現れて協力を申し出てくるんだ。まさか、親切や友情とかで助けに来たなんて言うつもりじゃないよな」

「当然だろう？　ボク達には、わざわざ慈善事業をしているような暇ひまなんてない。こうして君達の味方になろうとしているのにも、ちゃんと理由はあるのさ。そう固く構えないでくれよ」

　タデウスは壁かべから離れ、皮ひ肉にくっぽく両肩を竦すくめて言った。

「今回、教団と君達の利害は完全に一致している」

「利害？」

「羽う鷺さぎ雪せつ名なを、内閣情報管理室ベリナーズから取り戻すという話さ」

　そう言ってタデウスは、ゆっくりと俺と明あく津つの傍そばへ歩み寄って来た。

　悠ゆう然ぜんとした足取りのまま、タデウスは続けた。

「知っての通り、教団は羽鷺雪名を最重要殺害指定マスト・ダイとして、近い将来に必ず抹まつ殺さつしなければならない対象だと考えている。とは言え、普段は君も知っての通り、人じん畜ちく無害で気弱な少女だ。然しかるべき時が訪れるまでは、放置しておいても良いと思っていたよ。不老不死の彼女を殺害するのも簡単ではないしね」

　教団は災厄の数アルヘトスと呼ばれる、世界にとってのイレギュラーを殺害する任を帯びている。

　だから〝無限〟の時間を持つ災厄の数アルヘトスの雪名を、殺害しようとしている事なら知っていた。

　俺はタデウスの言葉に矛盾を感じ、それを指摘する。

「雪名を殺そうとしているくせに、内閣情報管理室ベリナーズから雪名を助けようとしている俺達と利害が合うってのは、矛盾しているんじゃないのか」

「矛盾はしていないよ。ボク達が羽鷺雪名を殺すべきだと考えているのは変わっていない。ただ内閣情報管理室ベリナーズに彼女を預けておくのは、生かしておくよりも厄介なんだ」

「……？」

　身長が低いタデウスは、俺と明津を見上げて嘆たん息そくした。

「やれやれ、説明も一ひと苦労だな。まあボク達がそう誤解するように接してきた事にも、原因はあるんだろうけど。君達にそれを理解して貰もらうために、まずは高貴なる血族ノーブル・ブラツドについて正しく学んで貰わなければならないか」

「正しく学ぶ？」

「君達は、羽鷺雪名という存在についてよくわかっていない。それは彼女がどういう人物であるのかという話ではなくて、彼女の血ち筋すじがどういうものなのかという事さ」

　意い味み深ぶかげな話をしつつも、タデウスは俺達に背を向ける。

　そうしてＶサインを頭上に掲かかげ、背中越しに言った。

「教団が君達に協力する理由は２つだけだ」

　タデウスは指を１本折る。

「１つは、今回の件で、内閣情報管理室ベリナーズの背後に〝背徳の救世団クリフオト〟が暗あん躍やくしているからだ」

「何だって！」

「前にも言ったけれど、教団は彼かれ等らを野の放ばなしにしておくつもりはない」

　そしてタデウスは、小さな手でもう１度Ｖサインを作る。

　タデウスは俺を振り返り、不ふ敵てきに笑んで見せた。

「もう１つは君だよ、冴さえ上がみ誠せい一いち。いいや、今は〝法則無視アンチリテラル〟と呼ぶのが相応ふさわしいのか」

　涼すずやかな雨音の中、タデウスの瞳ひとみの奥で、得え体たいの知れない暗黒が濁にごった。






Phase3：虚構に真実を見付けし者







　管かん制せい室は無人だった。

　広い室内には、扇おうぎ形がたに配置された漆しつ黒こくのテーブルが、雛ひな壇だんのように階層式にいくつも置かれている。天井や壁かべ、各テーブルに配置された最先端の制せい御ぎよ機材とモニターが並んでいるが、どれも電源は落とされていた。

　静まった管制室で微かすかに聞こえるのは、少女と母親の会話の声だけだった。

　少女は嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、分厚いガラス越しに見える母親に向かって語りかけた。

「それでね、この前の私の誕生日に、職員の斉さい藤とうさんがこっそりプレゼントをくれたんだよ」

「フフフ。それは良かったわね」

　ガラス壁の向こうで微笑む母親の声は、管制室の隅すみに備そなえられたスピーカー越しに返ってくる。少女と母親は、いつもガラス壁を隔へだて、お互いに触れる事も出来ずに語り合うのが当たり前だった。

　母親は、雛壇配置の管制室と向かい合って設もうけられている、巨大な水すい槽そうの中にいた。

　水槽の中は目が眩くらむ程ほどの目映まばゆい白色の照明に照らし出されており、その白色に照らされた水槽の下半分は、無色の水で満たされていた。

　母親は水面の上に浮かぶ椅い子すへ腰こし掛かけ、いつも通りに娘の話に耳を傾け続けている。

　少女は表情を輝かせ、両手で大事そうに抱いていた人形を掲かかげて見せた。

「うん！　見て、このお人形さんだよ」

「あら、可愛かわいいタヌキさんね」

「これ、タヌキさんっていう動物を象かたどってるの？　へえ、知らなかった」

「……そうね。雪名は地上に出た事がないから、タヌキさんなんて見た事なかったものね」

　母親は、少しだけ寂さびしそうに微笑んで言った。

　母親は自分を責めるように言う。

「……ごめんなさいね。あなたを地上へ連れて行ってあげたいのは山々なのよ。けれどね……お父さんの研究が実を結ぶまで、私達はここから出るわけにはいかないの」

　謝あやまる母親に、少女は不ふ思し議ぎそうに尋たずねた。

「……前々から思ってたんだけど、お父さんの研究って何をしているの？」

　少女は知りたいと思っていた。

　生まれた時から、自分がこの地下の実験施設で生活せざるをえなかった理由。

　母親と父親が、私生活の全てを投げ打ってまで打ち込むもの。

　────父親の研究内容。

　少女に質問された母親は、困って黙り込んでしまう。

　やはり説明し辛づらい話だったのだろうかと、少女は心配になってしまった。

　少女は母親が大好きであった。だから母親を困らせまいと、いつも難しい質問をする事は避けてきた。しかし好奇心から、思っていた事をうっかりと尋たずねてしまったのだ。

　徐々に悲しそうな表情へ移ろっていく少女を見ながら、母親は苦笑して答えた。

「……お父さんはね、ずっと私やあなたを助けたいと思ってくれているの」

「私やお母さんを、助けたい？」

「そう。全てはそのため。お父さんの研究は、家族を救うために行われているのよ」

　母親は、おもむろに腰こし掛かけていた椅い子すから立ち上がった。

　足あし下もとの水面に波は紋もんを作りながら、ゆっくりとガラス越しの少女へ歩み寄る。

「雪せつ名なには、まだ話していなかったわね。私達、高貴なる血族ノーブル・ブラツドと呼ばれる血族が背負う宿命の話を」

「……宿命？」

　ガラス越しの雪名の目前まで近付くと、母親はしゃがみ込み、小さな雪名の目線に合わせて話を始めた。

「これは私のお母さんから聞いた話。そして私のお母さんは、そのまたお母さんから聞かされた話。遙はるかな太たい古こに現れた始し祖その高貴なる血族ノーブル・ブラツドの時代から、代々〝ラティエル〟の名を継つぐ女にのみ受け継がれてきた口く伝でんよ」

「くでん……？」

「雪名。あなたは私の、たった１人の娘。やがてはラティエルの名を継ぎ、長い時間を生きなければならない女なの。ラティエルは自分の娘が成熟した際に、自らの中に〝封ふうじている〟恐ろしい怪かい物ぶつを引き継がなければならない。それが高貴なる血族ノーブル・ブラツドの長おさが背負う宿命」

「怪物って……？」

「これまでに４度、世界を滅ほろぼして破は壊かいし尽つくした恐ろしい怪物よ。最初の高貴なる血族ノーブル・ブラツドはその怪物と戦い、傷付き、最後には自みずからの内に怪物を封じた。そして自らが死んだ後も、代々子孫達にその封印を引き継ぎ、誰にも知られず人の世を守り続けてきた。今は私が、その封印を引き継いでいるの。そして雪名……次はあなたの番」

　母親から聞かされた話を怖こわいと思い、雪名は涙ぐんだ。

「やだ……そんな怪物、私の中に入れたくなんかないよ」

「そうね。私もあなたに、こんな宿命を背負わせたくなんかない。私のお祖ば母あちゃんだって、私に引き継ぐ時は嫌いや々いやだった。だからよ、雪名。あなたのお父さんは……科学の力で、その宿命を終わらせようとしている。私からあなたに、怪物を引き継がなくても良いようにね」

「……！」

　母親はガラス壁かべに手の平を当て、触れた事すらない娘の感触を確かめるように目を細めた。

「そのためとは言え、あなたには辛い思いや、怖い思いばかりをさせてしまっている。私もお父さんも、きっと親としては失敗作よ。だけどね、せめてこれだけはわかって欲しいの。私達は……あなたの事がずっと大好きで、あなたのためなら、何を犠ぎ牲せいにしても構わないの。自分の命だって、これっぽちも惜おしくないわ」

　少女に微笑ほほえみかけながら、母親は静かに涙していた。

　泣き出した母親の姿に、少女の薄い胸は痛んだ。

「……大丈夫だよ、お母さん」

　少女は母親を励ましたくて。

　優しくしたくて。

　たとえ気持ちの伴わない空っぽの言葉であろうとも口にし、無理に微笑んで見せる。

　痛んだ母親の心が、少しでも報むくわれる事を少女は願っていた。

　いつだって。
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　重たい瞼まぶたを開ける。

　懐なつかしくて、そして忘れかけていた古い記憶。

　少女はそれを夢に見ていた。

　夢を見ていたのだという事を理解した瞬しゆん間かん、自分が今まで眠っていた事にも気が付く。

　目覚めた少女は、すぐに疑問に思った。

　────ここはどこなのだろうか。

　最初に気が付いたのは、自分が裸で、水中にいるのだという事だった。

　風景は水みず底そこで、時折、下方から気泡のようなものが立ち上り、目前を通り過ぎていく。

　鼻と口には金属のマスクのようなものが取り付けられており、そこから酸素が送られて来ているようだった。そのため水中であっても、呼吸は苦しくなかった。

　耳にはヘッドホンが当てられているのか、そこからは微かに、クラシック音楽のようなものが聞こえている。曲名まではわからないが、聞き覚えのある曲だった。

「……お目覚めかな。高貴なる血族ノーブル・ブラツドの姫君」

　ヘッドホンから、男の声が聞こえた。

　曲とは違い、聞き覚えのない声だった。

　意識は微睡まどろんだように鈍ったままだったが……自分の正面方向に、白衣の男が１人、佇たたずんでいる事に気が付いた。

「君が今そうして入っているカプセルは。母親の子宮の中にいる状態を再現している。どうだね。囚とらわれの身であるというのに。気分はリラックスした状態ではないかな」

　男に言われ、少女は自分が水すい槽そうのようなカプセル内に拘こう束そくされている状況を理解した。

　呆ぼう然ぜんとした意識のままではあったが、少女は男に尋たずねようとする。

　しかし声は出ない。

　まるで言葉を発する機能を失ってしまったかのように。

「喋しやべる必要はない。君の脳波は。しっかりこちらでモニター出来ている。言葉を発しなくても。我々の意思疎そ通つうは可能だよ。試しに何か。質問を考えてみたまえ。それに答えよう」

　そういう白衣の男の姿は、水の向こうにいるため揺ゆらいで見える。

　ぼやけた男の姿を見つめながら、少女は男に言われた事を試してみた。

　────あなたは誰？

「私が誰か。そう問うわけか」

　男は言った通り、少女の思考をモニター経由で理解している様よう子すだった。

　白衣の男は続けた。

「そうだった。人間同士のコミュニケーションとは。最初は自己紹介から始まるものだったな。長い間。関係者以外と話をしないでいると。そうした社会性というものが。欠けつ如じよしてしまうようだ。失礼した」

　男は勝手に自己反省を始めてから、そして少女の質問に答える。

「私の名は。ニコラ＝テスラだ」

　その名を耳にした少女は、声を発せずに驚いた。

　ニコラ＝テスラ……？

　その名はあまりに有名な、史上の偉人のものだった。

　発明王エジソンと対立した孤こ高こうの天才発明家。その名の男は、交流電流や無線技術の発展に高い功績を残し、今日の科学技術の飛躍に一ひと役やくを買った人物だ。

　しかし……１９４３年には、すでに死亡が確認されている人物でもある。

　同姓同名？

　同一人物？

　その名を名乗る意図はわからない。

　テスラと名乗った白衣の男に、少女はもう１度だけ、思考で語りかけた。

　────私を家に帰してください。

　その願いをモニター経由で確認したテスラは、少しだけ口を閉ざして考え込んだ様子だった。

「……残念だが。それは出来ない相談だ」

　────何故ですか。

「聞くまでもないだろう。君の大切な友人達は。学校で内閣情報管理室ベリナーズに襲おそわれたばかりではないか。君のせいで」

　少女の薄い胸に、刃が突つき立ったような痛みが走る。

　恐る恐る、テスラに言われた言葉を反はん芻すうしてしまう。

　────私の……せい……？

「そうさ。全ては君のせいさ。考えてもみるがいい」

　テスラは口くち髭ひげを擦こすりながら言った。

「東とう京きよう内ない戦せんのどさくさで逃げ出した君は。当初は死亡したのだと見なされていた。しかし生存している事が政府に知られた途と端たんどうなったね。こうして君は今。再び内閣情報管理室ベリナーズによって身み柄がらを拘こう束そくされた。再び政府の管理物としての立場に逆戻りしたのさ」

　────管理物……？

「最初からわかっていたのだろう。でも君は気付かないフリをして目を背そむけていたはずだ。政府に身柄を発見されてしまえば。再び実験動物のような扱あつかいを受ける身分になる事を」

　────違う……私は……違うよ……。

「いいや。知能の高い君が。気付いていなかったはずがないんだ。普通の高校生の真ま似ねなんて。いつまでも出来るはずがない。それくらいの事はわかっていて当然なんだよ。それなのに君は。全てを理解した上であの高校に通っていた。少しくらいなら大丈夫。そんな甘えがあったのではないかな。全ての災さい厄やくは。君の甘えが生み出したのさ」

　────全部……私のせい………………？

　────私がみんなと一いつ緒しよにいたいと思っていたから……みんなが危険な目に……？

「大丈夫なんかじゃなかったのさ。君のその甘えが。先日の襲しゆう撃げき事件という結果を生み出した。少しでも内閣情報管理室ベリナーズの作戦内容が違っていれば。君の大切なクラスメイト達は全員殺されていたかもしれない。その危険性を招き寄せたのは。やはり君だろう。君があの学校に通い。君が普通に生きようだなどと。叶かなわぬ淡い夢に縋すがっていたせいだ。君が自分の気持ちばかりを優先させた結果生じた必然さ。君は酷ひどく身勝手だ」

　────私……私……。

　何も言えなくなってしまった少女に向かって、テスラが嘲ちよう笑しようを浮かべたように見えた。

「……〝無限アイン・ソフ〟。君の中に閉じ込められている怪物は。そう呼ばれている」

　────アイン・ソフ？

　テスラは少女の傍そばへ歩み寄りながら、お伽とぎ話ばなしでも語り聞かせるように続けた。

「人類にとって無限とは。その存在を知る事が出来るだけで。実体がどのような姿になっているのか。理解する事が出来ない超ちよう越えつ的で暴力的な数だ。例えば現実世界において。リンゴが無限個ある状態というのを想像する事は出来ないだろう。我々は誰も正しく無限を理解出来ない。そして誰も正常に無限を扱う事など出来ないのだ」

　テスラは水すい槽そうの目前で立ち止まり、話を続けた。

「デデキントも。カントールも。歴史上の様々な天才数学者達がその正体を追い求めた。そして完全な理解に至らずに死んでいった。無限を内包する君にはわかるだろう。有限の世界でしか生きられない人類にとって。無限とは世界の外側にある上位の概がい念ねんなのだ」

　そう告つげると、テスラは踵きびすを返す。

　そうして雪名の脳波モニターの傍そばへと戻って行った。

「君の中に眠っている無限アイン・ソフとは。人類の理解を超えた域いきに存在する。神にも等しい力を持った上位存在だ。アイン・ソフはかつて。この地球上に存在した世界を４度に渡って滅めつ亡ぼうさせた。５度目の文明である我々人類も同様に滅ほろぼされようとしたよ。しかしその滅亡を逃れ。今日の発展を得られているのは。何も知らずにラティエルの加か護ごを受けて生かされ続けているおかげなのさ。我々人類は。君達の血族に感謝しなければならないだろう」

　苦笑の息を漏もらし、テスラは宣告した。

「私の目的は。君の中に封印されたアイン・ソフを解とき放はなつ事だ」
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　少女は絶句した。

　────アイン・ソフを解き放つって……じゃあ、あなたは世界を滅亡させるつもりなの！

「……」

　そこで初めて、テスラは質問に答えなかった。

　代わりに別の事を話し始めた。

「……君の父親である羽う鷺さぎ宗そう司じは。先端科学機構ネメシスにおいてスカラーの研究を行っていた。その過程で立ち上がったいくつかのプロジェクトの内の１つが。救世主計画メサイア・プランと呼ばれたものだ」

　少女は思い出す。

　先端科学機構ネメシスが行っていた救世主計画メサイア・プラン。

　それは人間と変ア革ルのベ石ドを融ゆう合ごうさせる事で、人工の救きゆう世せい主しゆを造り出そうという計画だったはずである。その計画が生み出したものが、特定の数を意のままに操あやつる異能力者であり、それは後に災厄の数アルヘトスと呼ばれるようになった。

　かつて戦った赤帽子レツドハツトも、その救世主計画メサイア・プランによって造り出された災厄の数アルヘトスである。

　テスラは少女に、ちょっとした謎なぞかけをした。

「考えてもみたまえ。救世主とは世を救う者と書く。ならば救世主計画メサイア・プランによって造り出された救世主は。果たして何から世界を救うはずだったと思うかね？」

　テスラの質問に、少女は考え込んでしまう。

　救世主計画メサイア・プランとは、少女の両親が推進していたプロジェクトの１つである。

　そのプロジェクトの目的は、何かから世界を救う事なのか。

　少女の脳波が、動どう揺ようで激しく乱れる。

　────まさか…………！

「……そうさ。救世主計画メサイア・プランの目的は。〝アイン・ソフへ対抗出来る戦士を造り上げる事〟にあった。君の父親が進めていた救世主計画メサイア・プランとは。つまりアイン・ソフを倒す。可能性を模も索さくするための実験だったのだよ」

　テスラから突つき付けられた言葉に、少女の脳波は押し黙ってしまう。

「君の両親がアイン・ソフを倒したかったのは。君がアイン・ソフの封ふう印いんを引き継つがなくても済むようするためだった。これまで君の両親の研究が生み出した数多くの犠ぎ牲せい者も。東とう京きよう内ない戦せんも。来くる栖す真ま意いや黒くろ枝え灯とう夜やが災厄の数アルヘトスになったのも。元はと言えば全て。君が存在していたせいで生じた悲劇なんだよ」

　────そんな……そんなのって…………！

　少女に向かって、テスラは言った。

「それを踏まえた上で。もう１度だけ。自己紹介させて貰もらうとしようか」

　テスラは白衣を翻ひるがえし、淡々と名乗った。

「私はニコラ＝テスラ。彼の意思を継ぐ者。そして〝背徳の救世団クリフオト〟を率ひきいる長だ」

　冷ややかなテスラの自己紹介は、少女の怯おびえた心にさらなる動どう揺ようを与えた。
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　朝になっても、雨が止む事はなかった。

　テレビの天気予報によれば、今日は一日中の雨空であるらしい。

　秋あき月づき刑事は未いまだ眠り続けたままであり……俺と明あく津つとタデウスは、こうしてリビングで向かい合って座っている。

　明あく津つは朝食のバナナを食べており、タデウスは優ゆう雅がにコーヒーを飲んでいた。

　俺は俺で、トーストにジャムを塗っているところだった。

　穏おだやかな朝食とは呼べない、暗い雰ふん囲い気きである。

　明津に撃うたれた後、「今日は疲れているだろうから、まずは眠った方が良い。説明は朝食の時にするよ」と言うタデウスに従い、こういう状況になっているわけだが……

「……つまり、雪せつ名なの中にはアイン・ソフって怪かい物ぶつが眠っているって事なのか」

　起きてから聞かされたタデウスの説明をまとめ、そう確認する。

　タデウスはクスリと微笑ほほえんだ。

「その通りだよ」

　タデウスは小さく肩を竦すくめて肯定した。

「君達が今まで誤解していた事の１つは、羽う鷺さぎ雪名が変ア革ルのベ石ドによって〝無限〟の災厄の数アルヘトスになったのだと理解していた点さ。それは最初から間違いで、別に石なんて使わなくても、高貴なる血族ノーブル・ブラツドの長おさになるものは、紀元前から代々〝無限〟の災厄の数アルヘトスだったのさ。彼女の前には、彼女の母親が不老不死の存在だった。それが今は、娘に引き継がれているんだよ」

「引き継ぐって……じゃあ雪名を死ねない身体からだにしたのは、雪名の母親だったって事か」

　そのせいで、雪名がどれだけ苦しい思いをしてきたのか。

　怒りのような、悲しみのような、複雑な心境に陥おちいっていく。

　そんな俺に向かって、タデウスは続けた。

「同じように、彼女もいずれは自分の子孫なり何なりに、自分の〝無限〟を引き継つぐ事になるだろうさ。そうしなければ、彼女は普通の人間と同じようには死ねないだろう。彼女も今ならよく理解しているはずさ。無限の時間を生きるというのがどれだけ過か酷こくな事なのか。それを子孫に押し付けなければならない苦悩がどれ程ほどのものなのか。高貴なる血族ノーブル・ブラツドとは、代々その苦しみを抱かかえながら、人の世の平へい穏おんを守り続けてきた一族なのさ。だから当初、教団は彼女の一族を保護してきた。それも、ラティエルが先端科学機構ネメシスに協力するようになるまでだけどね」

　タデウスの話を聞いていた明津が、バナナを頬ほお張ばりながら口を挟はさんだ。

「じゃあ何か。政府が内閣情報管理室ベリナーズを使って師し匠しようを誘ゆう拐かいしたのは、そのアイン・ソフとかいうとんでもねえ化ばけ物ものを解放するのが目的だって言いてえのかよ」

「そんなわけないだろう」

「はあ？」

「日本政府の目もく論ろ見みは、羽鷺雪名を使ってスカラー研究の再開をする事に違いないだろう。彼かれ等らが世界を滅ほろぼすような怪かい物ぶつを解とき放はなつ理由がないし、そうしたところでメリットもない」

「じゃあ何で、こうして俺達にアイン・ソフの話なんかしやがったんだよ」

「クリフォトの目的がそこにあるからさ」

「……」

　タデウスは一ひと呼吸の間を置いてから続けた。

「今回、羽う鷺さぎクンの存在と居所を政府に密告したのは、他でもないクリフォトだ」

「……何だって！」

「つまり羽鷺クンが誘ゆう拐かいされたのは、クリフォトからの情報提供があったから、という事になるだろう。マティアの話では、クリフォトはどうにも明あく津つクンが言う通りの事を企たくらんでるそうだ。彼等はアイン・ソフを羽鷺クンの中から解き放つつもりらしい。そうした目論見を何も知らず、まんまと餌えさに釣つられて操あやつられているのが政府であり、内閣情報管理室ベリナーズなのさ」

　タデウスの話から、俺は１つの結論を得る。

「……つまり。放ほっておいたら、クリフォトは政府を裏切って行動を起こし、そして世界を滅めつ亡ぼうさせかねない凶きよう悪あくな怪物を解放する。そう言いたいのか」

「ご明めい察さつ。だから教団は、君達の羽鷺雪せつ名な救出作戦を支援するというわけさ。ボク達の目的は、アイン・ソフによる世界滅亡の阻そ止しだ」

　気品ある仕し草ぐさでコーヒーカップに口を付けるタデウス。

　そんなタデウスに、俺は鋭い口調で言った。

「……教団が俺達に協力する理由はわかった。けれど確か、クリフォトの件以外にも協力する理由があったはずだ。それは俺に関係するみたいな口振りだったな。……その件について、まだ聞いていないぞ」

　俺の発言を無視しているかのように、タデウスは無反応だった。

　コーヒーを飲み干して、カップをテーブルの上のソーサーに置く。

　そしてタデウスは……面めん倒どうそうに首を小さく左右に振って見せた。

「……〝法則無視アンチリテラル〟。それが君の手にした力だよ、冴さえ上がみクン」

　もはや何度目かわからない、その説明を聞いてうんざりした。

「何なんだよ、アンチリテラルっていうのは」

　苛いら立だった俺は、捲まくし立てるように質問してしまう。

「前々から、俺の身体からだの様よう子すは少し変だった。スポーツテストで握力計を壊こわす程ほどの握力が出たり、すごい速さで走る事も出来た。挙あげ句く……明あく津つの銃じゆう弾だんさえスローモーションみたいに感じて、簡単に避よける事まで出来た。教えてくれ……俺に何が起きてるんだよ」

「へえ。まだその程度の変化で済んでいるのか」

　タデウスは意外そうに呟つぶやいた。

「どういう事だよ」

　俺はタデウスに尋たずねる。

　しかしタデウスの答えはなく、代わりに明津が俺に向かって言った。

「てめえの異常はそれどころじゃねえんだよ、冴上」

「……？」

「俺はまだ、昨日てめえに言ってねえ事もあるんだよ」

「俺にまだ言ってない事？」

　明あく津つは強こわ張ばった表情で、冷や汗混まじりに言った。

「……昨日、遅刻して学校に行ったらよ、全校生徒がどいつもこいつも、その辺に倒れて雑ざ魚こ寝ねしてるような状況だった。しかもぶっ倒れてたのは生徒だけじゃねえ……内閣情報管理室ベリナーズの兵隊達も、斬きり伏ふせられたような刀かたな傷きずを受けて、そこら中に転がってやがった」

「……！」

「どいつも死んじゃいなかったがよ。要するに誰かが、高度に訓練された特とく殊しゆ部隊を刃物だけで無力化させたわけだ。そんなとんでもねえ事が出来る奴やつなんて、世の中に数えられるくらいしか知らねえよ。最初はクリフォトのカラスとかいうナイフ使いの仕し業わざを疑ったが、冴さえ上がみから話を聞いて考えたんだよ。……意識がなかったていう、てめえの仕業だったんじゃねえのか」

　……意識のなかった俺が……内閣情報管理室ベリナーズの兵隊達を斬きり倒していただって……？

「まあたぶん、明津クンの推すい察さつ通りだと思うよ」

　明津の言葉を肯定したのは俺ではなかった。

　気楽そうなタデウスである。

　タデウスは薄ら笑いながら答えた。

「簡単に言えばね、冴上クン。君は────もう人間ではなくなっているんだよ」

「……！」

　タデウスは驚く俺の目を覗のぞき込みながら、それが面おも白しろ可お笑かしい事のように言った。

「この世界はあらゆるものが数によって決定され、数の秩ちつ序じよによって統治されている。それは人間の創り上げた社会や経済の話だけに留とどまらず、物理も化学も、宇宙の理ことわりさえも、全ては法則ルールと言う名の見えない数リのテ支ラ配ルによって成り立っている。法則無視アンチリテラルとは文字通りだよ。そうした法則ルールに縛られず、全てを無視し、全てを造り替える〝完全なる自由〟を行使出来る存在だ。君はもうこの世界の法則ルールによって縛しばられていないんだ。だから人間ではないんだよ」

「俺が……人間じゃないだって……！」

　思わず、ガラス壁かべに映った自分の姿を見やった。

　そこには、どう見たところで普段と同じ、人間である自分の姿があるだけだった。

「法則無視アンチリテラルに、もはやこの世界の法則ルールは通用しない」

　タデウスは容よう赦しやなく告つげてくる。

「銃で撃うたれれば死ぬという法則ルールは無効だし、君が体育の苦にが手てなひ弱少年だという法則ルールだって無効だ。そうだな。言うなれば君の力とは〝法則ルールの創造〟だ。法則ルールに則のつとった範はん疇ちゆうで奇き蹟せきを発現する数秘術アルケニツクの、さらに上位の力。法則ルールを造り出す能力だよ」

「法則ルールの創造……」

「要するに、冴上クンが念ねんじれば無から炎ほのおを起こしたり、稲いな妻ずまを迸ほとばしらせる事も出来るだろう。嵐あらしや天災だって任意に引き起こせるだろうって事だよ。望み次第で、起こせない事などない」

「デタラメじゃねえかそんなの。つまるところ神と同じって事だろうが……！」

　冷や汗混まじりに言う明あく津つへ、タデウスは苦笑して見せる。

「デタラメだとも。冴さえ上がみクンがその気になれば、ボクなんか瞬まばたきをする間もなく存在ごと掻かき消されてしまってもおかしくないだろう。それくらいに強力な力だ。しかし今の冴上クンは、残念ながら神のように万能ではないのさ。〝ロムルスの槍やりのおかげ〟でね」

「ロムルスの……槍……！」

　俺と明津に真顔で見つめられたタデウスは、「照れるな」と呟つぶやいてふざけた。

　タデウスはわざとらしく咳せき払ばらいを１つした。

「ロムルスの槍とは、始し祖その高貴なる血族ノーブル・ブラツドが造り出した、アイン・ソフとの決戦兵器だった。その効果は〝性質の吸収〟だよ」

「性質の吸収だあ？」

「最初に貫つらぬいたものの性質を奪うばい、槍の中に封ふうじる事が出来る。言わば封印装置ってところかな。これを使って、高貴なる血族ノーブル・ブラツドはアイン・ソフを封じ込めた。しかしその封印は完全ではなく、内部に閉じ込めたアイン・ソフの強大すぎる力によって、槍は自じ壊かいを始めてしまった。やむなく、高貴なる血族ノーブル・ブラツドはアイン・ソフを槍の中から自みずからの内に移し替え、〝無限〟の災厄の数アルヘトスとなった。それから今まで、槍は空っぽのままだったんだよ……冴上クンを貫つらぬくまではね」

『！』

「本当ならアンチリテラルと化した冴上クンは、人の形を保てずに霧む散さんしていてもおかしくないくらいに不安定な存在だったんだ。けれどその不安定さごと、槍はアンチリテラルの性質を冴上クンから吸収した。槍は吸収したものの性質を得るから、槍を経由すれば、冴上クンは人の形を保ったままでもアンチリテラルの力を使う事が出来るのさ。まあ、君の力の本体は槍の中だから、普段はそこから溢あふれ出ている程度の僅わずかな力だけしか使えないけどね」

「ロムルスの槍に刺されたから……俺は今、こうして人間でいられるって事なのか」

「半分人間、半分神。そんな具合の存在じゃないかな、今の君は。たぶん、アイン・ソフと同じ高位次元の力を持っているんじゃないかと思うよ。かつての救きゆう世せい主しゆみたいじゃないか」

　俺も明津も、どう反応して良いものかわからなかった。

　しかしタデウスからその話を聞いた事で、ようやくタデウスの意図を理解した。

「……アイン・ソフが目覚めてしまった場合。対抗出来るのは俺だけだって言う事だな」

「さすがは冴上クン、頭が良いね。理解が早い人間は好きだよ」

　認めるタデウスに、明津が噛かみ付いた。

「ちょ、ちょっと待て！　それって師し匠しようがやばい時は、冴上に師匠を殺せって言ってるのと同じなんじゃねえのか！」

「ん？　まあ、そうなるのかな？」

「そうなるのかな、じゃねえだろうが！」

「正確には、アイン・ソフが復活したなら、彼女を殺す事なんて出来ないよ」

「そりゃどういうこったよ」

「何な故ぜならアイン・ソフの復活とは、それと同時に羽う鷺さぎ雪せつ名なの自我が消失した事を意味する。つまりそうなったなら────〝羽鷺雪名は死んだ〟のと同じ状態になるという事さ。彼女の肉体の中にいるのが、羽鷺クンではなくアイン・ソフになってしまうんだよ」

　明あく津つは頭を抱かかえながら、忌いま々いましげに言った。

「クソッタレが。そういう事だったのかよ、内閣情報管理室ベリナーズが冴さえ上がみまで追いかけ回してた理由って奴やつはよ……！」

「おそらくクリフォトが唆そそのかしたんじゃないのかな。冴上誠せい一いちは、羽鷺雪名を殺し得る唯一の不確定要素だと。だから冴上クンの身み柄がらを確保するか。そうでなければ殺すつもりなんだろう」

 飄ひよう々ひようと言うタデウス。

　明津も俺も、ぐうの音ねも出ない。

　俺はもう１つ、払ふつ拭しよくされていない疑問をタデウスに投げかけた。

「……アイン・ソフに対抗する力がアンチリテラルで、その力は今、ロムルスの槍やりに封ふう印いんされているんだろう。じゃあ、槍がなければ戦う事が出来ないって事じゃないのか」

　ロムルスの槍は……以前、新しん宿じゆくクレーターでクリフォトと戦った際に、俺を貫つらぬいて消失してしまったのだ。以来、その所在は不明になったままなのである。

　タデウスは涼すずしい顔で、空になったコーヒーカップを持ってキッチンへ向かう。

　そして言った。

「槍は今、スカラーと化して冴上クンの体内に眠っている。目には見えなくてもね」

「……俺の中にあるのか」

「すでに槍は君の所有物だ。君の必要に応じて姿を現し、そうでなければ現れないだろう」

「……」

　カップを洗いながら、俺と明津へ提言してきた。

「さあ。そうやっていつまでも暗い顔をしていないで、早く羽鷺クンを探さがそうじゃないか。もたもたしていると、アイン・ソフが解放されて羽鷺クンが死んでしまうだろう。急げばまだ、羽鷺クンを死なせなくて済むんだよ？」

　気楽に言うタデウス。

　……だが、その言葉は今考えられる最良の提案に思えた。

「冴上クン。何事も最悪な方向に考える必要はない。まだボク達には、羽鷺クンを助け出せるチャンスがあるんだ。なら急ごう。彼女の身み柄がらを内閣情報管理室ベリナーズから救い出すんだ」

　タデウスは肩を竦すくめて見せる。

　だが、明津が苛いら立だった口調で切り返した。

「探さがすったって、一体どこをどう探すつもりだ」

「彼かれ等らの動向を知りたいなら、ラジオを点つければ良い。彼等はずっと昔から、いつもそこで情報を垂れ流しているけど？」

「はあ？　政府直属の極秘部隊が、ラジオ放送してるってのか？　こんな時に冗談は止せや」

「冗談なんかじゃないさ」

　タデウスはカップをすすぎ終え、自らの小さな手の平も軽く水で流す。

「彼等はラジオのインフラを利用して、しばしば日本各地に潜ひそんでいる工作員達と情報を交換しているよ。堂々とね」

　タデウスの発言に、堪たまらず俺も尋たずねてしまう。

「……どうやったらそんな事が出来るんだよ。ラジオ番組で、親切にナレーターがお便り紹介でもしてるなんて言うんじゃないだろうな」

「勿もち論ろん、そんなわかりやすい事はしていないよ」

　タデウスは水道の蛇じや口ぐちを閉め、妖あやしく微笑ほほえんだ。

「ラジオで放送する時には、関係ない一般視聴者に情報を傍ぼう受じゆされてしまうリスクは大きい。けれど暗号化されていて、それを読み解く方法が工作員にしかわからないとしたらどうだろう。非常にシンプルで古くさい手法だけどね。これが意外とわからないものなのさ」

「……そうか！」

　明あく津つが、何かに思い至った様よう子すだった。

　ソファから腰を持ち上げ、明津は息を巻いて立ち上がった。

「────〝乱数放送〟だな！」

「乱数放送？」

　ふと思い出す。

　それは……俺の携帯電話に送られてきた、謎なぞのメールのタイトルと同じ言葉だったのだ。




　　　　■■■




「乱数放送ってのは、随ずい分ぶんと昔から垂れ流されてる意味不明な放送だ。日本どころか、世界各国のどこでも流されてる」

　押し入れから無線機を引っ張り出してきた明津は、そのセッティングをしながら俺に説明してくれた。

「淡々と、数字や文字とかを読み上げていくだけの謎の放送で、バリエーションは色々あるんだけどよ。各国の乱数放送に共通してるのは、誰が何のために放送しているのかわからないって点だな。一般的な解釈では、乱数放送ってのは、特定の誰かが特定の誰かに向かって、メッセージを伝えるための暗号放送だって言われてる。その放送の意味や発信源を特定しようとする無線マニアみたいな連中もいるんだが、調べたら、誰も住んでいないゴーストタウンから発信されていたとかいう話もあるらしい」

「何だそれ、気き味みが悪い話だな」

「まあな。でも乱数放送はどことなくオカルトっぽい代しろ物ものでもあってよ。無線機の発明者であるニコラ＝テスラが、完成したラジオで最初に聴きいた放送が乱数放送だったって逸いつ話わもあるくらいだ。人類が無線を発明する前に、すでに放送が開始されていたなんて噂うわさされるくらい、意味不明なんだよ」

「……その乱数放送を使って、内閣情報管理室ベリナーズが情報交換をしてるって言うのか？」

　俺は、背後で楽しそうに明あく津つの作業を眺ながめていたタデウスに問いかけた。

　タデウスはどうという事でもないように、軽く返事をする。

「ああ。その通りだよ」

　無線機を組み立てている明津の傍かたわらに立ち、タデウスは苦笑した。

「日本国内のＡＭ周波数帯で流されている乱数放送は、内閣情報管理室ベリナーズの連絡手段の１つとして利用されている。２桁けたの数字をランダムに読み上げているような放送に聞こえるけれど、日替わりで更新される解読表デコーダーと照らし合わせれば、日本語の文章になるんだ」

「……という事は、放送を聴いても解読表デコーダーがなければ、意味がわからないんじゃないのか」

「だから冴さえ上がみクンの携帯電話に、解読表デコーダーとなる文字列を送信しただろう？」

「……え？」

　今、タデウスは何を言った？

　俺は慌あわてて聞き直した。

「俺の携帯に、解読表デコーダーを送ってたって？」

「ああ。親切に乱数放送というタイトルが付けられたメールを受信したんじゃないのかい？」

「あれ、お前が送り付けてきたのか！」

「そうさ。君がこうした窮きゆう地ちに陥おちいるのは時間の問題だと思っていたからね。親切に乱数放送の聞き方がわかる資料を送付してあげてたのさ。まさか、見てないのかい？」

「見たけど、迷惑メールだとしか思わなかったから、すぐに削さく除じよしたんだが……」

「……」

　タデウスが絶句するのを初めて見た。

「ま、まあ、携帯電話は壊こわれてしまったようだから、いずれにせよ今いま更さらメールの中身を見る事は出来なかったわけだ。だからこうしてちゃんと紙に書き留めて持って来ているよ。ほら」

　そう言ってタデウスは、スカートのポケットから折りたたまれた紙を取り出した。

　紙を受け取って開くと、そこには以前メールで送り付けられてきたような、意味不明な文字列が並んでいる。……見方はわからないが、これが解読表デコーダーだったというのか。

　明津が組み立てた無線機が、砂すな嵐あらしのノイズを流し始めた。

　チューニングダイヤルを回し、明あく津つは乱数放送が流れている局を探さがし始める。

「……そろそろ。放送が始まる時間だ。たぶんこの辺の周波数帯だったと思うんだが……」

　無線機のスピーカーから聞こえる音から、ノイズが消える。

《────おはようございます。こんにちは。おやすみなさい》

「これだ！」

　声がよく聞こえる周波数へ、明津はチューニングダイヤルを調整する。

　放送の声はしきりに朝昼晩の挨あい拶さつを日本語で繰り返しているだけという、謎なぞの内容だった。

　しかしこの放送の内容に、俺は聴きき覚えがある。

「これって……暴動鎮圧音声スタン・シグナル！」

　学校の校内放送で流れ、聴いた生徒達全員を眠らせてしまった放送だった。

　では、この放送を聴けば寝てしまうのではないか！

　俺は咄とつ嗟さに耳を塞ふさごうとする。

　だがそうしようとした俺の腕を、タデウスが掴つかんで制止した。

「心配はいらないよ、冴さえ上がみクン。実は今現在、ボクは君と明津クンの意識の中に少しだけお邪じや魔まさせて貰もらっているんだ」

「はあ？　何だと、てめえ！」

　明津が不満の声を上げる。

　そんな明津へ、タデウスは嘆たん息そく混まじりに説明する。

「少し前から内閣情報管理室ベリナーズが流している乱数放送には、機き密みつ保持のために、聴いた者を眠らせてしまう暴動鎮圧音声スタン・シグナルが混じっている。関係者は暴動鎮圧音声スタン・シグナルを無効化出来る専用の機材を持っているけど、ここにはないからね。ボクは君達が放送を聴いて眠ってしまわないように、意識の覚かく醒せいレベルを維い持じしてあげているところなんだよ？　感謝してくれても良いだろ」

「ぐっ……！　そうなのか」

　タデウスに窘なだめられ、明津は黙り込む。

　なるほど。

　関係ない人間が放送を聴くと、眠ってしまう仕組みになっているのか。

　良く出来た暗号通信である。

「まあ、冴さえ上がみクンの場合は、ボクが何かをする必要もなく、暴動鎮圧音声スタン・シグナルなんて無効化するかもしれなけれどね」

「ははは……そうかもしれない、のかな？　……でもまだ力の使い方ってのがよくわかってないから、助けて貰もらえるのはありがたいよ」

「そう言って貰えると、ボクもやり甲が斐いがあるというものさ」

　タデウスは苦笑する。

《それでは、数を読み上げます》

　放送は挨あい拶さつを区切り、宣言する。

　するといつかのように、放送の声は淡々と数字を読み上げ始めた。

《12、41、86、41、２、77、79、２……》

　紙にペンを走らせ、明あく津つは聞こえた数字を書き留めていく。

　それを同時進行で、傍かたわらに立っていたタデウスが読み解いていく。

「……ゼンインニツウタツ。マモナクフネガデル。スミヤカニゴウリュウシ、コレヲシュビセヨ。フネノコウコウザヒョウハ」




　　　　■■■




　水すい槽そうの中を漂ただよっているのは、白い髪の美しい少女だった。

　一糸まとわぬその肢し体たいは、繊せん細さいな芸術品のようにか細く、儚はかなげなシルエットである。

　目前の水槽内の少女を見つめながら、白衣の男は感かん慨がいに耽ふけっていた。

　今、男が成なすべき事は１つだけだ。

　────少女の希望を殺し続ける事。

　その首尾は順調だった。

「博士はかせぇ」

　背後の自動扉が開く音が聞こえるのと同時に、その間ま延のびした声が呼びかけてきた。

　白衣の男────ニコラ＝テスラは振り返った。

　テスラが振り返った先には、見知った１人の少女が立っている。

　茶に染めたショートツインテール。眠そうに微睡まどろんだような双そう眸ぼう。

　少し着き崩くずれた、青の着物姿であり、その胸元は挑ちよう発はつ的に開いている。

　少女の両りよう隣どなりには、クマの着ぐるみ姿の、巨きよ躯くの護ご衛えいが付いていた。

　愛らしい表情に虚うつろな目。遊園地で子供に風船でも配っていそうなクマさんのマスコットのようだ。着ぐるみ姿の護衛は、やけに重たそうなリュックサックを背負っている。

「稲いな瀬せ君か。君がここへやって来るというからには。もうそんな時間なのだな」

「そうなんですぅ。間もなくぅ、この船の出航準備が整いますよぉ」

　少女────稲瀬果か穂ほは薄く微笑ほほえんで肯定する。

「今夜の洋上実験を見学したいっていう各国の偉い議員の方々がぁ、あと何人か来訪されるそうですよぉ。全員揃そろい次し第だいぃ、出発しんこぉですぅ」

「ふむ。そうなのか」

　テスラは腕を組み、口くち髭ひげを擦こすりながら言った。

「まあ。気持ちはわからなくもない。何せ彼かれ等らは。今夜この船で行われる実験が。次世代エネルギーに関する。革命的な発表会だとでも思い込んでいる」

「博士はかせがそう騙だましたんじゃないですかぁ」

「そうさ。だが実際には。１９４３年のフィラデルフィア実験の二の舞になる可能性が高いだろう。この船に乗り込んだ時点で。乗員達は高確率で死ぬ事になる。自みずからこぞって死の渡し船へ乗り込みたがる議員達は。酷ひどく滑こつ稽けいだと思ってね。なるほどこれは傑けつ作さくじゃないか。ははは」

　無表情のまま笑い声だけを漏もらすテスラの様よう子すを見て、稲瀬も微笑ほほえんでしまう。

「博士ったらぁ、笑いのツボが趣味悪過ぎですよぉ。というかその笑い方ってぇ、いつもかなり面おも白しろいんですよねぇ」

「そうか。ははは」

「うふふふ」

「ははは」

「うふふふ」

「……いつまでそうして笑っているつもりだ」

　部屋の片かた隅すみに、いつの間にか１人の少年が立っていた。

　不ふ揃ぞろいに切られた黒髪。感情のない表情。見た目は少年と呼べる年頃だった。

　神父が着る立たて襟えりのキャソック姿で、その上から、鴉からすの翼つばさのように黒いロングコートを羽は織おっている。

「相変わらず。君はどこにいるのかわかりにくいね。カラス」

「存在感が薄いんですよぉ、カラスさんはぁ」

「散々な言われ様ようだ」

　壁かべに背を預けて腕組みをしたまま、カラスは無表情に言い捨てる。

　カラスは腕組みをやめ、テスラに歩み寄った。

「それで。あんたの計画通りに〝奴やつ〟はこの船に現れるのか……？」

　それが重要だと訴うつたえるカラスの鋭い眼まな差ざしに、テスラは口くち髭ひげを擦こすりながら悠ゆう然ぜんと答えた。

「当然だ。そうでなければ困るのだよ」

「……」

「ただの時間稼かせぎとは言え。存分に力を発揮してくれたまえ。おそらく今夜の彼は。以前戦った時よりも遙はるかに強力になっているはずだ。……今度は最初から殺すつもりでやると良い。さもなくば。血を流して地に伏ふすのは君の方になるだろう。カラス」

　テスラの言葉を聞き終えたカラスは、それが嬉うれしい事であるかのように固い頬ほおで笑む。

「……殺しても良いのか？」

「殺せるものなら。だ」

「……元々あんた達に協力してきたのは、奴のような強敵に出会うためだった。その命令が聞けるのは本ほん懐かいだ」

　テスラがカラスと稲いな瀬せに必要な指示を下すと、２人は部屋を退室して行った。

　室内に残されたのは、薄暗い沈黙と、テスラと少女の２人だけだった。

　ふとテスラは、少女の脳波モニターの変動に気が付いた。

　少女はずっと、繰り返し同じ事を考え続けている様よう子すだった。

　……怖こわいよ。

　……寂さびしいよ。

　……助けて。

　……助けて。

　……誠せい一いち君。

「……健けな気げな願いだ」

　そう呟つぶやき、テスラは水すい槽そう内の少女を憐あわれんだ。






Phase4：零を超えし者







　…………。

　……。

　ここは、どこだっただろうか。

　見えない向こうまで続く、無機質な廊下だった。

　遠くから微かすかに爆ばく音おんのようなものが聞こえており、天井に点々と灯っている電灯は、地響きと共に明めい滅めつしていた。

　霞かすむ視界が、見知らぬ風景と、知らない男の背中だけを捉とらえている。

「……意識があるのかい？」

　私を背負っている男が、私にそれを問いかけてくる。

　しかし喋しやべる事は叶かなわなかった。

　思考する事も叶わなかった。

　ただ見えており。

　ただ聞こえている。

　たったそれだけの事だった。

　眠りに落ちる直前に、枕元で誰かに絵本を読んで貰もらっている。どことなく、そんな俯ふ瞰かんしたような気分で、呆ぼう然ぜんとしているだけだ。

「……まだ話せないか。それもそうか。ついさっきまで死ぬ直前だったんだから」

　私を背負っている男は、壁かべに手を突つきながら、爆音と共に時折揺ゆれる廊下を、慎重に進んでいた。そうしながらも、背中の私へ一方的に話しかけてくる。

「……一体、悪者は誰だったんだろうな」

　それは私に問いかけているのか。

　それとも男が自分自身に問いかけているのか。

　男はただ独ひとりで、呟つぶやき続けていた。

「人間ってのは、いつだってそうだ。世界のどこかに、悪者って奴やつがいる事を信じている。社会が悪いのは政治家のせいだ。自分が不幸なのは他人のせいだ。そうやって恨うらみたい時に勝手に誰かを恨んで、都つ合ごうよく自分の不満を他人に押し付けて生きてるんだよ。俺みたいにな」

　男は壁に突いていた手の平を固め、拳こぶしを作る。

「────悪者なんていないって、そう気付いちまったら、俺はどうしたら良いんだろうな」

　男は立ち止まり、その場で俯うつむいてしまう。

　肩を震ふるわせ、固めた拳で壁を打つ。

　そうして独白を続けた。

「……君の両親は俺から大切なものをたくさん奪うばっていったよ。俺のような人間から恨うらまれるであろう事を覚かく悟ごしきった上で、それでも世界を滅ほろぼしてしまうような、とんでもない化ばけ物ものを倒すための手段を孤独に探さがしていたんだ。そして……そうする事で、自分の家族を救いたがっていたのさ。そう。あの２人は、ただの父親と母親だったんだ……」

　虚こ空くうに吐はき出し、しばらく男は動き出そうとしなかった。

　だが再度の爆ばく音おんと共に廊下が揺ゆれると、黙って静かに歩き出す。

　そうしてやがて、また私に話しかけるのだ。

　独ひとりぼっちで。

「……可哀かわい想そうにな」

　男は呟つぶやいた。

「君のお母さんが言っていたよ。地上の美しさも、人の温もりも知らずに死ぬなんて憐あわれすぎるとね。だからお母さんは、君に〝引き継つぐ〟覚悟を決めたんだ。そうしたくなんてなかったはずなのに……おそらくあそこに残ったお母さんは助からないだろう。彼女はもう、不ふ死じ身みではないのだから」

　男の言っている事は、私にはよくわからなかった。

　ただどうしようもなく男の背中が孤独すぎて。

　それを見ているだけでも、悲しい気持ちになってしまう。

　私は無意識に、男のコートの肩口を握った。

　それに気付いた男は……小さく苦笑を漏もらすだけだった。

「もうすぐ地上に出られるよ。君が憧あこがれ、君の家族が君に見せたがっていた美しい世界だ」

　男は私の身体からだを背負い直し、確かな足取りで廊下を先へ進んで行く。

　ふと男は、奇き妙みような鼻歌を歌い始めていた。

　聞いた事もない、ヘンテコな鼻歌だった。

　その歌は不ふ思し議ぎと心地よくて、私は微笑ほほえんでしまっていたのかもしれない。

　……未いまだ何も見えてこない、廊下の暗くら闇やみの向こう。

　その向こうに美しい世界があるのだと、男は告つげる。

　到とう底てい、信じられはしない。

　けれど、本当にそうであるのなら。

　きっと私は、その事を喜べるはずだろう。
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　初めて乗る輸送ヘリは、うるさくて敵かなわなかった。

　座席スペースのすぐ傍そばで、巨大なプロペラが回っているのだから、仕方ないと言えば仕方ないだろう。だが声の音量を上げなければ会話さえ出来ないというのは、厄やつ介かいなものである。

　ヘリの窓から見える景色は、東とう京きようの夜景から、いつしか黒い海うな原ばらへと変わっていく。

　都市の明かりが遠く彼方かなたへ遠ざかり、見えなくなった頃だった。

　俺は目の前の席に腰こし掛かけている少女を、疑わしい目で見やった。

「……それで、どうしてアンデレはウエイトレスの格かつ好こうなんだ」

「ば、バイト中に、あんた達がいきなり呼び出してくるからでしょ！」

　アンデレは真っ赤になりながら、ムキになって喚わめき始める。

「だいたい何なのよ、あんた達！　いきなり電話で呼び付けたかと思えば、特とく殊しゆ部隊がわんさかいる貨物船に殴なぐり込みかけるから協力しろとか！　到とう底てい正気じゃないわよ、馬ば鹿かじゃない！」

　その隣となりの席で、タデウスが気楽に笑って言った。

「ははは。仕方ないだろう、アンデレ。何せ世界の危機なんだ。悪者の城から、羽う鷺さぎクンを助け出すのさ。勇者パーティーの戦力は１人でも多い方が良いわけだから、暇ひまそうな君に声をかけたんだよ？　別に構わなかっただろう？」

「そ、そりゃあファミレスでアルバイトしてるよりは、本職の執しつ行こう官かんの仕事やってる方が良いに決まってるけど……」

「ならもう細かい事は良いじゃないか。こうしてめでたく戦線復帰出来たわけだしね。それに調子付いている政府の特殊部隊や、クリフォトの連中を痛い目に遭あわせてやれるんだよ。教団の仕事とは言え、こんなに面おも白しろい事は滅めつ多たにないはずさ」

「この無む謀ぼう作戦がおもしれぇって……相変わらずどっかイカレてるな、てめえは」

　タデウスの前の席に座っていた明あく津つは、言いながらも、自分の愛あい銃じゆうの整備に勤いそしんでいる様よう子すだった。

　思い思いの面々を見渡し、俺は嘆たん息そくしてしまう。

　そんな俺を見やりながら、アンデレが指摘してくる。

「というか作戦の内容はどうでも良いんだけど、どうして冴さえ上がみまで連れて行くわけ？　今度の敵は災厄の数アルヘトスじゃなくて、内閣情報管理室ベリナーズとかいう武装集団なわけでしょ？　こんな一般人を連れて行ったところで、良い標ひよう的てきになって蜂はちの巣にされるだけじゃない」

「言いたい放ほう題だい言ってくれるな……」

　アンデレの言葉に俺が呆あきれていると、タデウスは細く笑んで断言する。

「今回は冴上クンも戦力として数えているんだよ」

「なっ！　正気なの！」

「ボクはいつだって正気だよ。おそらく冴上クンは、ボク達の中でも１番強力な力を持っているだろう。潜在的にはね」

「……こないだの新しん宿じゆくクレーターで、カラスと戦った時のアレの事を言ってるの？」

「そういう事になるのかな」

　タデウスは肯定し、アンデレの眼めを覗のぞき込む。

「まあ強力な力を持っているとは言え、全然使いこなせていないし、確かに放置しておけば危なっかしくもあるだろう。彼が力の使い方に慣れるまでは、誰かがサポート役として必要だろう。だから冴さえ上がみクンには、君と一いつ緒しよに行動して貰もらうつもりなんだ」

「はあ？　私がコイツのお守りをするわけ？」

「すごく心配しているみたいだから、その方が君も安心するんじゃないかと思ったんだよ」

「べ、別に冴上の事なんか、少しも心配してないわよ！」

「どうかな。知っての通りボクには人の心が読める。ボクに隠かくし事なんて不可能だよ？」

「な……ななっ！」

　タデウスに言われ、アンデレは妙みように慌あわてて赤くなっている。

　チラチラと横目で、アンデレは俺とタデウスを交互に見ていた。

　アンデレを手の平で転がすタデウスを見やりながら、俺は疑問に思っていた事を問いかけた。

「ヘリで雪せつ名ながいる貨物船へ近付くのは良いけど……どうやって乗り込むつもりなんだ？」

「リペリング降下。ようするにロープを使って降りる」

「ロープ降下するのか？」

　ヘリからロープを垂らし、甲かん板ぱんに降り立つという予定のようだ。

　しかし問題がある。

「……俺、そんなのやった事ないぞ」

「ははは。心配はいらないよ。冴上クンはアンデレに抱き付いて、一緒に降りれば良い」

「えええええ！」

　悲鳴を上げたのはアンデレだった。

　アンデレは驚きよう愕がくしている様よう子すで、思わず席を立とうとする。

　しかしシートベルトで身体からだを固定されていたため、それは叶かなわない。

　タデウスは不ふ思し議ぎそうな顔でアンデレに言った。

「だってボクはこの通り子供の身体だ。冴上クンと一緒に降りるには体格差がありすぎるだろう？　それに明津クンには、ボク達が甲板に降り立つまで、ヘリから援えん護ご射しや撃げきをして貰わないといけない。とすると消去法的に君しかいないだろう、アンデレ。君が冴上クンを背負ってリペリング降下するしかない。何か問題があるのかい？」

「だ、だって一緒に降りるって……身体とか、触られるんでしょ……！」

「ああ。痴ち漢かんを心配しているのかい？　冴上クンはそんなタイプじゃないと思うけど」

「お、俺はそんな事しないって！」

　アンデレはもはや、涙目で耳まで真っ赤である。

「変なとこ触ったら……承知しないからね！」

　恥ずかしがっているのか、アンデレは俺の顔をそれ以上見ようともしない。

　全然そんなつもりはなかったのだが……アンデレにそう言われると、何だか自分が、酷ひどくイヤらしい事をしようとしているような気がして、徐々に恥ずかしい気持ちになってくる。

　かくしてヘリは、水平線の向こうの船を目指して飛行を続けた。
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　船内に特設された、広い会議室が存在した。

　普段であればその部屋は、乗船員達の食堂として使用される場所だった。

　……しかし今夜は様相が違う。

　元々室内に並べられていたテーブルは隅すみに追いやられ、室内にはいくつものテレビモニターやＰＣが持ち込まれている。そして部屋の出入り口や廊下には、全身武装の兵隊達が護ご衛えいとして配置されていた。

　会議室だけではない。今夜の船内は物々しい警けい備び体制だった。

　室内や廊下を這はう無数のケーブル類に囲まれ、部屋の中央には円えん卓たくが運び込まれていた。その円卓には、Ｇ12サミットのために各国から集まった議員達が鎮ちん座ざしている。首脳クラスの顔ぶれではないが、それでも名だたる議員ばかりである。

　無論の事、今こ宵よいのこの会合は、公式スケジュールにはない秘密であった。

「……ショーはまだなのかね」

「予定時刻からかれこれ20分も遅れているぞ」

　暗転している巨大モニターを見やりながら、議員達の不満の声が上がっていた。

　議員達は、別室で行われる今夜の実験を心待ちにしていた。ニコラ＝テスラと名乗る、かつて史上に存在した天才の再来を思わせる人物が、今宵、この船で人類史に残るであろう大成果を上げる事が期待されていたためだ。

　すなわち────スカラーを電気エネルギーへ転換する実験。

　それさえ成功すれば、中東の石油利権から、先進諸国は解放される事になるだろう。

　世界の勢力図と、科学技術が一新されるであろう世紀の瞬しゆん間かんを、議員達は心待ちに待っている。誰しも歴史的な瞬間を目もく撃げきしようと、子供のように期待を膨ふくらませているのだ。

　そんな時だった。

　巨大モニターに、誰しもが待ちかねた映像が入る。

　いくつかの感かん嘆たんの声が上がり、議員達の注目は一気にモニターの向こうへと注がれた。

　モニターに映し出されたのは、広大な白い空間である。

　サッカースタジアムとして使えるのではないかと思う程ほどに広大なその空間は、天井に無数に配置されているライトによって、眩まばゆく照らし出されている。そこは本来ならばコンテナを収納しておくための貨物室のようだった。

　普段は積み荷でいっぱいのはずの貨物室は、今夜は空っぽの貸し切り状態である。

　空間の中央に、１つのカプセル水すい槽そうが置かれていた。

　群ぐん青じよう色の液体に満たされた水槽の中には、１人の全裸の少女が収められている。それは別室から貨物室へ運び込まれたものだった。

《……お待たせしたかな。議員の諸君》

　水槽の横に佇たたずんでいた白衣の男が、モニター越しの議員達に問いかける。

《今こ宵よい。君達は歴史の証人になるだろう。これより。最後の作業を開始する》

　室内に、拍手を始める人物が現れる。

　その拍手は次々と連れん鎖さし、最後には室内の全員が拍手をし始める。

　拍手に包まれる室内の様よう子すには目もくれず、白衣の男は黙々と水槽脇わきの制せい御ぎよ装置の操作を始めていた。喝かつ采さいの音などどうでも良いかのようだった。

　────爆ばく音おんが轟とどろいた。

　甲かん板ぱんの方から突とつ如じよ、何かが爆はぜる音がしたのだ。

　それと同時に船内は激しく振動し、天井の照明は明めい滅めつをする。

「襲しゆう撃げきだ！」

　遠く会議室の向こうの廊下から、誰かが叫ぶ声が聞こえた。

　最初の爆発音の後に、２度、３度と、室内の揺ゆれは続いた。

　動どう揺ようした議員達を退たい避ひさせようと、室内の警けい護ごをしていた兵隊達が誘導を始める。

　モニターの向こうで、白衣の男が小さく呟つぶやいたのを、誰も聞いてはいなかった。

「……ようやく。役者が揃そろったか」

　血に彩いろどられた夜は、まだ幕を開けたばかりだった。




　　　　■■■




　もしかして、俺達のヘリはレーダーか何かで捕ほ捉そくされていたのだろうか。

　貨物船が視認出来る距離に近付いたのと同時に、甲かん板ぱんからいきなり照明弾だんが天高く撃うち出される。赤い光が空を照らし、海うな原ばらに漂ただよう貨物船も、俺達のヘリも、闇やみの中に姿を顕あらわにする。

　雨が降りしきる甲板に、無数の人の姿が見えた。

　……と思ったのと同時。

　視認出来た人々は、次々と俺達のヘリに向かってロケット弾を発射してくるではないか。

「おっぱじまりやがったか！」

「あはは。派手な歓迎だね。内閣情報管理室ベリナーズはやる気満々じゃないか」

　明あく津つとタデウスは、この状況で呑のん気きに微笑ほほえんでいるという狂気っぷりである。

　ロケット弾を緊急回避しようと、ヘリは滅め茶ちや苦く茶ちやな軌き道どうで動き回り始めた。

　ヘリ内を転げ回りながら、俺は弱音を吐はきたくもなる。

「何でこの状況で楽しそうなんだよ、２人共！　このヘリ落とされないのか！」

「安心して良いよ。今夜のヘリの操そう縦じゆう士しは、教団内でも屈くつ指しの腕前だ。こんなロケット弾だんの弾幕まく程度で撃げき墜ついされる事なんてないよ。それより冴さえ上がみクンも御ご覧らんよ、良い眺ながめだよ」

　この絶体絶命が良い眺めなのかよ……！

「まったく、狂気の沙さ汰たよね」

　比較的、思考回路が一般人寄りであるアンデレが、やっぱり俺と同じ事を考えていた。

　アンデレは揺ゆれるヘリの中でも、淡々とロープ降下の準備を始めている様よう子すだった。

　ロープと金具を手早く組み上げている。

　そんな中で、明あく津つが操縦席に向かってがなっていた。

「おい、操縦士！　甲かん板ぱんの後部から取り付っからよ、もっと寄せろや！」

「了解」

　操縦席からは抑よく揚ようのない応答が返ってくる。

　それを聞いた明津は、２挺ちようの愛あい銃じゆうの安全装置セーフテイを解除して呟つぶやく。

「さてと、今までやられっ放ぱなしだったわけだが、そろそろこっちも反撃させて貰もらおうや」

　明津はそう言って、ヘリの扉を蹴けり開ける。

　扉が開け放はなたれると、外から激しい風と雨が吹き込んできた。

　その風雨の向こうに見下ろせる貨物船に向かって、明津は両手の銃を構える。

「パーティーの始まりだぁクソッタレ！」

　不ふ敵てきに笑い、明津は楽しそうに吠ほえた。

　明津の銃から発射された銃弾はロケット弾を撃うっている人影の近くに着弾し、船体に火花を散らした。相手に命中したわけではなかったが、明津の場合はそれで良かった。

「炎ほのおよ、我が敵を砕くだきて微み塵じんと為なせ────爆ばくっ！」

　呪じゆ詛その言葉が途と切ぎれるのと同時に、甲板のあちこちで青い光が煌きらめく。

　次の瞬しゆん間かん、青い光は激しい爆発の起点となって爆はぜた。

　赤黒い炎を吹き上げ、爆発は甲板でロケット弾を構えていた人影を呑のみ込んで掻かき消した。

　明津が使う銃弾は、禁タ字リ刻ズ印マと呼ばれるものが彫ほり込まれている特注品なのだ。周囲からスカラーを集め、そのエネルギーを暴発させる事で爆発を起こすのだと聞いた事がある。

　ようするに明津の銃弾とは────リモート爆弾のようなものなのだ。

「おらおらぁ、どぉしたぁっ！　かかってこいや！　てめえらに新品のケツの穴こさえてやるぜクソッタレ！」

　甲板に銃弾を浴びせ続け、次々と爆発を引き起こす明津。

　ロケット弾や機銃を構えていた内閣情報管理室ベリナーズの兵隊は、ヘリからの攻撃を警けい戒かいして物もの陰かげに身を隠かくす。その分、ヘリに対する対空攻撃の手が休まった。

　弾だん幕まくが薄くなった隙すきに、ヘリは一気に目標の甲かん板ぱん後部付近へと接近する。

「今だ、行きやがれ冴さえ上がみ！　腐くされアマ！」

「こっちよ！」

　すでに腰こしのコネクタベルトにロープをセットし終えているアンデレが、俺に向かって手を差し伸べている。その手を掴つかみ、俺はアンデレの傍そばへと近付いた。

「……私の背中から、私にしがみついてなさい。む、胸とか触られるしかないけど、我慢するから遠慮しないでよね！」

「あ、ああ」

「さっさと行け！　ラブコメやってる場合じゃねえだろが！」

「うるさいわね！　重要な注意事項なんだから仕方ないでしょ！」

　俺はアンデレの背後に貼はり付き、その……後ろから胸の辺あたりに手を回して掴つかまる。それは背後から抱き締しめている格かつ好こうに近かった。アンデレの柔らかい双そう丘きゆうの感触が、否いや応おうなく俺の手の平に伝わってくる。

「～～っ！」
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　アンデレは俺を振り向かなかったが、耳の先端が赤くなっているのだけは確認出来た。

　……ああもう！　何かごめんなさい！

「行くわよ！」

　アンデレが叫ぶと、俺達はヘリの開いた扉の向こうへ飛び込んだ。

　激しい風雨に煽あおられ、どこかへ飛ばされてしまいそうになる。

　しかし、アンデレの巧みな体たい捌さばきによって、俺達は甲かん板ぱんの上へ難なく降り立つ。

　手早く腰こしのコネクタからロープを取り外はずし、アンデレは俺の腕を引いて駆け出した。

　間かん髪はつ入れぬタイミングで、俺とアンデレが着地した場所には、無数の銃じゆう弾だんが着弾して火花を散らした。

　スポットライトを浴びせられ、俺とアンデレは内閣情報管理室ベリナーズの注目の的になっていた。

　そりゃそうだ。

　俺達は今、素す手でで敵の渦か中ちゆうに飛び込んだ馬ば鹿か２人なのだ。

　手近に積まれたコンテナの陰かげに身を潜ひそめながら、アンデレは傍かたわらの俺に向かって喚わめいた。

「羽う鷺さぎ雪せつ名ながいる船内の貨物室まで突つっ込むわよ！　しっかり付いてきなさいよね！」

　そう言ってアンデレは、コンテナの陰から身を乗り出す。

「……待ってろよ、雪名！」

　俺も覚かく悟ごを固め、銃弾の飛び交かう最前線を、アンデレの後に続いて駆け出した。

　管かん制せい塔とう、コンテナの陰、あらゆる場所に潜んでいる内閣情報管理室ベリナーズの兵隊が、甲板の真ん中を突っ切る俺とアンデレに集中砲ほう火かを浴びせてくる。

「────止まれ！」

　アンデレは進行方向の虚こ空くうを、何度も両手で薙なぎ払っていた。

　するとアンデレが薙いだ空間は、その度たびに湖こ面めんのような波は紋もんを広げ、揺ゆらいで見えた。

　揺らぐ空間に到達した銃弾は、呆あつ気けなく推すい進しん力を失い、そのまま虚空で磔はりつけになったかのように動かなくなってしまう。

　その現象は、アンデレが両腕に装着している銀製のガントレットによって引き起こされているのだ。アンデレのガントレットは、教団の執しつ行こう官かんにのみ使用が許された、主に許された数ロザリア・ナンバーと呼ばれる武器なのである。

　────磔の腕アレーテイア。

　ガントレットはそう呼ばれていた。

　触れたものの運動エネルギーを、全て位置エネルギーに変換して消費する。簡単に言えば、触れたものを何でもその場で動けなくしてしまう〝絶対停止〟の力を持った代しろ物ものである。

　主に許された数ロザリア・ナンバーは、執行官の座の名前の由ゆ来らいである聖人が、命を失った方法に関連した能力を持っているらしい。かつて磔にされて処刑された聖人アンデレの名を持つ彼女は、あらゆる敵を、虚空で磔にして断罪するのだ。

　飛来する銃弾をことごとく空中で磔にしながら、アンデレは船内へ下りる階段を探さがす。

　アンデレが切り開いた道を辿たどりながら、俺は息を切らして雨の甲板を駆け続けた。

『航空支援してやる！　頭下げてろ！』

　耳に付けていたインカムマイクから、明あく津つの声が聞こえた。

　次の瞬しゆん間かん、甲板の上空にヘリが近付き、頭上から禁タ字リ刻ズ印マ入りの銃じゆう弾だんの雨を降らせる。

『爆ばく！』

　明津のその一ひと言ことで、銃弾に穿うがたれた床から、巨大な青い数値がいくつも浮かび上がった。

　甲かん板ぱんは激げき震しんする。

　俺やアンデレの周囲を囲むように、次々と赤黒い巨大な火柱が立ち上がり、内閣情報管理室ベリナーズの兵隊達は派手に吹き飛んでいった。

　揺れる甲板の上で、俺とアンデレは転んでしまう。

　だが揺れが収おさまるのを待つ事もなく、なんとか立ち上がって再び駆け出した。

『11時の方向！』

　アンデレは背後の俺を振り向かずに、進路を指差してインカムマイク経由で喚わめいた。

『事前に見た見取り図によれば、１００メートルくらい先に、目的の貨物室へ下りる階段があるわ！　たぶんあそこの連絡棟とうよ！　ちゃんと付いて来てよね！』

「了解！」

　明津の航空支援のおかげで、周囲から銃弾が飛んでくる事がなくなった。

　ヘリは甲板の上空を周回しながら、手際良く俺とアンデレの進路にいる敵を排除しているようだった。やがて航空支援が途と切ぎれた頃、インカムマイクから明津の声が聞こえた。

『甲板上の奴やつ等らはあらかた片付けたが油断すんな！　今から俺とタデウスも船に下りる！』

「た、タデウスも戦うのか？」

『ははは。やだなあ。前にも言ったけど、ボクは戦闘員じゃないんだ。ただの見学だよ』

「ああ、そうかい。やっぱりそうだよな……」

　要するに好奇心で付いてくるという事なのか。

　変わらぬタデウスの性格の悪さに、俺は嘆たん息そくしてしまう。

　やがて俺とアンデレは、目的の階段前に辿たどり着いた。

　そこは甲板上にいくつか生はえ出ている連絡棟とうの１つであった。

「ここよ」

　そう言って入り口の扉を開けるアンデレ。

　開いた扉の向こうに────ナイフを繰り出してくる兵隊の姿があった。

「！」

「危ない、アンデレ！」

　完全に油断していた。

　甲板上で攻こう撃げきを受けなくなったとは言え、船内に内閣情報管理室ベリナーズが潜ひそんでいる可能性は十分にあったのだ。それなのに、扉のすぐ向こうに敵が潜んでいる可能性を警けい戒かいしていなかった。

　潜んでいた兵隊のナイフは、容よう赦しやなくアンデレの心臓を目め掛がけて突つき出される。

　それを防ごうとするアンデレだったが、間に合いそうにない。

《────システム・アンチリテラルを起動》

　どこかから、誰かの声が聞こえた気がした。

　次の瞬しゆん間かん────世界の全てがスローモーションになっていた。

　明あく津つに撃うたれた時と同じである。

　降りしきる雨は素す手でで捕つかまえられそうな程ほどに遅く。目前の内閣情報管理室ベリナーズの兵隊の動きも、繰り出されたナイフから身を守ろうとしているアンデレも。

　全てが遅く。

　全てが把握出来る。

　気が付けば、俺の手の中には〝一ひと振ふりの刃〟が握り込まれていた。

　刀身は１メートル程の、肉にく厚あつな両刃である。

　少し青みがかっていて、それは持ち手の柄つかの部分が異様に短い〝槍やり〟だった。

　以前見た時とは違い、その槍の刀身は、薄く青白いスカラーの光を放はなっていた。まるでスカラーの輝きによって構築されているようなその槍は、重さというものを感じさせない。

　────失われたはずの、ロムルスの槍！

　新しん宿じゆくクレーターの地下で、俺の心臓を貫つらぬいて消失したと言われていた槍だ。

　その槍は形は無くとも俺の中に眠り、こうして必要とする時に現れたのだ。

　タデウスの言う通りだった。

　迷う事はない。

　俺以外の全てがスローモーションになっている世界で、俺は槍を上段に構えて振り下ろす。

　槍はアンデレに向かって繰り出されていたナイフの刀身を、横から易やす々やすと一刀両断した。

　その瞬しゆん間かん、時間の流れが元に戻る。

「！」

　内閣情報管理室ベリナーズの兵隊は、ナイフの切っ先がいきなり消失した事に驚きよう愕がくしていた。

　その動どう揺ようの隙すきを見逃のがさず、アンデレは兵隊の横よこっ面つらを思い切り殴なぐり飛ばした。

「ぐはっ！」

「危ないじゃない！」

　殴り飛ばされた兵隊はその場で昏こん倒とうしてしまった。

　俺を振り返ったアンデレは、すぐに俺が手にしている槍の存在に気が付いた。

「なっ！　その槍！　どうしていきなりあんたが持ってるのよ！」

「説明は後だ！　先を急ごう！」

「ちょ！　何であんたが仕切ってるのよ！　私の方が強いんだから、言う通りにしなさいよね！　聞いてるの！」

　異議を申し立てるアンデレに構わず、俺は槍を手に船内へ駆け込んだ。

　地下へ下りていく階段を見付け、そこを目指す。

　前後を交替し、俺とアンデレは雪せつ名なが囚とらわれているであろう貨物室へと向かった。




　　　　■■■




　階段を下りた先は、長い連絡通路になっていた。

　物もの陰かげで待ち伏ぶせしていた内閣情報管理室ベリナーズが、柱や扉の陰に隠かくれ、激しい銃じゆう火かを浴びせてくる。

　しかしそんな死線の中へ、アンデレは躊ちゆう躇ちよなく飛び込んで行った。

「邪じや魔まよ！」

　宣告後の速そつ攻こう。

　弾だん雨うの中の電光石火だった。

　狭せまい通路の壁かべを蹴けり、そうして右へ左へ火線の集中を逸そらして攪かく乱らんする。上下左右の壁へき面めん全てを床のように扱あつかうアンデレのステップは軽やかだった。

　アンデレは、あっという間に兵隊達との距離を詰めて行く。

　間近に接近すると、アンデレは兵隊達が手にしていた銃を思いきり蹴けり飛ばした。

「っ！」

「があっ！」

　無防備になった兵隊を殴なぐり付け、アンデレはその首根っこを掴つかんで、壁や天井へ押し当てる。

「止まれ！」

　アンデレの命令と共に、兵隊達は壁に身体からだを磔はりつけにされ、その場で動けなくなってしまった。

　通路の入り口付近で、銃火から身を隠かくしていた俺に、アンデレが宣言する。

「もう大丈夫よ！　さあ、来なさい！」

　声をかけられた俺は、物陰から身を出して言った。

「……相変わらずすごいよね、君の身のこなしは」

「べ、別にこれくらい出来て普通でしょ、私は執しつ行こう官かんなんだから！」

　何な故ぜか嬉うれしそうにしながら悪あく態たいをつくアンデレ。その態度は意味不明だが、数秒程度で兵隊達を無力化してしまったアンデレに、俺は素直に感心していたのだ。

　さすがは執行官だ────ファミレスのウエイトレス姿である点以外は、やはり侮あなどれない。

　天井や壁へ磔にされた兵隊達の前を、俺は恐る恐る通過する。

　そうして周囲の様よう子すを観察した。

　普段ならそこは、乗船員達が居住スペースとして使っているエリアのようだった。

　通路脇わきにいくつも隣接して配置されている扉の向こうには、２段ベッドや簡単な家財が点々と見受けられた。

　……しかし正規の乗員達の姿が見受けられないところから察するに、この船は政府によって貸し切られているのか、それとも内閣情報管理室ベリナーズに占せん拠きよされたというところだろうか。

　しばらく貨物室の方角を目指して行くと……俺達は広間に出た。

　そこは船内を巡めぐる複数の連絡通路が合流する場所になっていた。

　屋根のない吹き抜けとなっており、頭上を見上げれば雨が降る夜空が見える。

　夜空の背景に混じって、巨大なクレーンが空に向かって伸びているのも発見した。

　どうやらこの広間は、貨物の階層間移動を行うために、コンテナをクレーンで持ち上げられる作業スペースになっているようだった。上の各階と吹き抜けになっているのもそのためだろう。広間の四方は、巨大なシャッターで閉ざされている。

「────やべえ！　隠かくれろ、クソ冴さえ上がみ！」

「！」

　明あく津つの警けい告こくが、吹き抜けの広間に響き渡る。

　俺とアンデレはすかさず、近くにあった鋼こう鉄てつの柱の後ろへ身を隠した。

　直後────腹の底を震ふるわせる、猛もう烈れつな重低音が轟とどろいた。

　俺達が立っていた場所には、目にも止まらぬ速度の、銃じゆう弾だんの連れん射しやが浴びせかけられていた。

　柱の陰から頭上を見上げると、上階の連絡通路の前に巨きよ躯くの影がある。

　そいつは腰こし溜だめの格かつ好こうで、俺とアンデレに向かって機銃のようなものを乱射していた。

　────機銃というには、あまりにも巨大な銃身であるようにも思えた。

　スナイパーライフルのように長いシルエット。砲ほう塔とうのように太い銃身。その先端から、高速の大口径弾だんが吐はき出されていた。あまりにも連れん射しや速度が速いらしく、銃弾の１発１発の発射音は、繋つながって聞こえてくる。

　高速の銃弾は、猛もう烈れつな勢いで俺とアンデレが隠れている柱にも浴びせかけられた。

　弾たまに当たった鋼鉄の柱は、爆ばく発はつしたような破は砕さい音を伴ともない、少しずつ砕くだけ散っていく。

「嘘うそだろ、とんでもない破は壊かい力じゃないか！」

　近くに転がっていたコンクリートブロックは、弾が掠かすっただけで原形を残さず飛び散ってしまった。コンクリートが紙切れのように脆もろく見えてしまう。

　これじゃあまるで────砲弾の連射のような威い力りよくだ。

　傍かたわらのアンデレが、呆あきれた声で呟つぶやいた。

「……ふざけないでよ。あの巨大な銃、もしかしてマウザーＢＫ２７？」

「何だよそれ！」

　俺は人並み程度にしか銃器には詳くわしくない。だからアンデレに問いかける。

「……戦闘機に搭とう載さいされる１００キロ超えの機関砲リボルバーカノンよ。人間が持ち運んでぶっ放ぱなせるような代しろ物ものじゃないわ……！　馬ば鹿か力ぢからなんてもんじゃない！　何なのよ、アイツは！」

「！」

　アンデレよりも先に、俺が発見した。

　頭上の機き銃じゆうに注意が逸それていたアンデレの背後。

　近くの連絡通路の向こう、暗がりの中から巨きよ躯くのシルエットが歩み寄って来ている。

　そのあまりにもユニークな姿に、俺は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「く、クマぁっ！」

「はあ？　何寝ぼけてんのよ。山奥じゃあるまいし、こんなところにクマなんて────」

　俺の視線に促うながされ、振り向いたアンデレも硬こう直ちよくする。

　連絡通路の向こうから、クマの着ぐるみを着た巨漢が現れたのだ。その着ぐるみの人物は、馬でも一刀両断に出来そうな大きさの、凶きよう暴ぼうな形状をした大刀を振り上げている。

「ちょ、ちょっと、それたんま！」

　頭上からの銃撃げきが止んだ。

　そのタイミングに便乗して、大刀のクマさんが、俺とアンデレに駆け寄って斬きりかかってくる。

　反射的に別々の方向へ跳ちよう躍やくし、俺とアンデレはその一撃を寸前で回避した。

「このクマって、北海道にいたアレか」

「私が知るわけないでしょ！　動物園でも近くにあるんじゃないの！」

「どう見ても中に人がいるだろうが！」

　よく見れば、頭上から撃ってきた人物もクマさんの着ぐるみを着ていた。

　呑のん気きに弾たまの補充をしている様よう子すだが、一体、この２匹のクマの着ぐるみは何なのか。

　引き続き襲おそいかかってくる大刀のクマさんに相あい対たいしていると、別の連絡通路から、明あく津つとタデウスの２人組が現れた。

　明津は現れるのと同時に、大刀を構えているクマさんと、上階で呑気に弾の補充をしていたクマさんの眉み間けんに、容よう赦しやなく銃弾を撃うち込んだ。

「爆ばく！」

　明津の咆ほう哮こうと同時に一いつ瞬しゆんだけ青い数字が輝き、直後、銃弾を撃ち込まれたクマの着ぐるみは内部から爆裂れつする。赤い血ち飛沫しぶきと臓ぞう物もつを撒まき散らして、その場で飛び散った。

　俺達は明津とタデウスに合流する。

　明津は簡単に俺達の姿を見て断定した。

「どうやら２人共無事みてえだな」

「明津、助かったよ」

「礼を言うのはまだ早え。どうやら……今の２匹だけじゃねえぞ」

　クマの着ぐるみがいなくなったと思ったのも束つかの間ま、そこら中の連絡通路の暗がりから、様々な銃火器や凶きよう器きを手にしたクマさんの軍勢が現れる。

　見る見る間に、俺達はクマさんの軍勢に取り囲まれてしまった。

「こんなにいたのか、コイツら！」

「おやおや。これがいわゆる変へん態たい集団という奴やつなのかな。興味深いね」

　呑のん気きに感心しているタデウスに呆あきれていると、頭上から声が聞こえてきた。

「────お久しぶりですねぇ、冴さえ上がみさん達ぃ」

　遙はるか遠く、クレーンのフックの上に腰こし掛かけた、その小柄な人影を発見した。

　俺達が見上げていると、その三日月のようなフックはゆっくりと空から降下してくる。

　フックが俺達から見える高さにまで下がってくると、そこに腰掛けていたのが、青い着物姿の少女だった事がわかった。
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「……クソが」

　少女の姿を確認するなり、明津が吐はき捨てるように言った。

「この悪趣味なクマ共に、この惚ぼけた声。やっぱりてめえか、錬金呪術師ネガテイエーター────稲いな瀬せ果か穂ほ」

「覚えていて貰もらってぇ、私嬉うれしいですぅ」

　少女は宙づりのフックの上で器用に立ち上がり、背中に背負っていた大口径ショットガンを取り出す。ショットガンには禍まが々まがしい斧おののアタッチメントが付いており、刃の部分は得え体たいの知れない赤黒い液体で汚れていた。

　手慣れた手付きでポンプアクションを行うと、少女はその銃口を俺達に向けて告つげてくる。

「すごいでしょぉ？　このクマさん達はぁ、人間よりも強くてぇ、人間みたいに痛がったりぃ、怖こわがったりしないんですよぉ？　それってぇ、とっても強い軍隊だと思いませんかぁ？」

「けっ、てめえの趣味が悪い人造人間ホムンクルスの自慢話なんざ、聞きたかねえんだよ！」

「ちょっと、このクマ達って、人間じゃなくて人造人間ホムンクルスなわけなの！」

　驚いているアンデレの発言は無視し、稲いな瀬せと呼ばれた少女は淡々と続けていく。

「博士はかせからぁ、お願いされてるんですよぉ。だからぁ、羽う鷺さぎさんのぉ、アイン・ソフが目覚めるまではぁ、皆さんを先に行かせるわけにはいかないんですねぇ。ちょっとだけ時間稼かせぎさせてくださいぃ。あぁ、勿もち論ろん死んでくださるのもオッケーですよぉ？」

　不吉に微笑ほほえむ少女。

　彼女の言葉が号令であったかのように、俺達を取り囲んでいたクマさんは一いつ斉せいに動き出す。

　襲おそいかかってきたクマさん達を目前に、タデウスが静かに呟つぶやくのが聞こえていた。

「……不ま味ずいな。思っていたよりも、羽鷺雪せつ名なには時間が残されていないというのに」

　タデウスの弱気な呟きは珍しかった。

　そのせいか……俺の胸中を満たす不安と焦しよう燥そうは、いっそう濃いものへと変わっていく。

「こんなところで……立ち止まっている場合じゃないんだ！」

　時間経過と共に立ちこめる暗雲を振り払うように、俺はクマさん達に立ち向かった。




　　　　■■■




　クマさん達の攻こう撃げきは単純だった。

　俺達の周囲３６０度を取り囲み、一斉に銃じゆうを構えて発はつ砲ぽうしてくる。

　言葉にすれば、たったそれだけだ。

　通常の戦術であれば、味方を誤ご射しやしないために、味方同士で向き合った位置から発砲するのは厳禁のはずである。しかしクマさん達はお互いの撃うった弾たまが、お互いに当たる事さえ躊ちゆう躇ちよしていないようだ。

　クマさん達の身体からだの構造はわからないものの、撃たれても平気であるのは間違いない様よう子すだった。そのためお互いに撃ち合う事になるのも構わず、俺達をあらゆる角度から狙ねらい撃ってくる。これでは身を隠かくす場所すらないではないか！

「くっ、止まれ！」

　すかさずアンデレは、ガントレットを装着した腕で周辺空間を薙なぎ払う。

　するとアンデレを中心に、周囲の空間が水面のように揺ゆらぎ始めた。その揺らぎは銃弾を堰せき止めるバリア代わりとなり、３６０度から飛来してくる常識外の弾幕まくから、俺達の身を守ってくれる。俺達はバリアの内側に身を寄せる事で、何とか瞬殺されるのを回避した。

「助かるぜ、クソアマ！」

　礼を言いながら、明津は周囲にいるクマさん達へ、片かたっ端ぱしから銃弾を叩たたき込んでいく。

　弾倉マガジンが空になるまで撃ち尽つくすと、明津はありったけの声を荒げて叫んだ。

「爆ばくっ！」

　明あく津つの咆ほう哮こうと同時に、周囲一帯を取り囲んでいたクマさん達が、内部から爆裂れつして弾はじけ飛ぶ。内部から臓器や血ち飛沫しぶきを撒まき散らし、前線にいたクマさん達は力なく崩くずれ落ちていく。

　降り注ぐ血の雨の中を、すぐに今度は、後ろにいたクマさん達が踏みしめて近寄って来る。

　波は状じよう攻こう撃げきの形である。

　後続の連中の得え物ものは銃じゆう器きではなく、大刀やハンマーだった。

　後続の人造人間ホムンクルス達は、肉にく弾だん戦の装備だった。

　銃弾が飛んでこなくなっただけで、今度は３６０度からの凶きよう器攻撃だ。

「クソったれが、援えん護ご頼むぞ！」

「オーケー、任まかせなさい！」

　空になった弾倉マガジンを交換している明津を背後に、アンデレが敵てき陣じん深くへと殴なぐり込んで行く。

　殴り飛ばし。

　蹴けり上げ。

　アンデレはクマさんを次々と薙なぎ倒していく。

　しかし……。

「やっぱ駄だ目め！　１人じゃ凌しのぎきれない！」

　アンデレはすぐに弱音を上げた。アンデレの言葉通り、敵の数が多すぎて、１人では全員を相手には出来ない様よう子すだった。アンデレが討うち漏もらしたクマさん達は大挙して、無防備な明津とタデウスに襲おそいかかろうとしてくる。

　見ていられず、俺は動き出した。

「……やってみる。任せてくれ」

「な、ちょっと待ちなさいよ、冴さえ上がみ！　任せてって!?」

　俺から発せられた発言に、アンデレは驚いた様子だった。

　それに構わず、俺は手にした槍やりを構え、明津達の援護に駆け付ける。

「あああああああ！」

　咆哮を上げた。

　勝算があったわけではない。

　しかし〝出来る〟のではないか。

　その予感だけがあった。

　その予感を確かめたくて、俺は槍を上段に構え、クマさんの１匹に斬きりかかってみた。

「！」

　すると俺が望むと、やはり目前の世界は時間の流れを遅くする。雨も、風も、明津達やクマさん達の動きも。あらゆるものがスローモーションになった世界で、素す早ばやく動けるのはまたもや俺だけのようだった。

「やっぱりそうか……こうやって使うんだ……強く願う事で実現させるんだな！」

　俺は目の前にいたクマさんの１匹を、左右真っ二つに両断した。

　立て続けに、明あく津つの傍そばにいた２匹を横よこ薙なぎにし、下半身と上半身を切り離す。

　とどめに、タデウスの背後から迫り来ていた奴やつの首を刎はねた。

　────再び、時間の流れが元に戻る。

　その途と端たん、明津とタデウスに襲おそいかかろうとしていたクマさんが、４匹同時に血ち飛沫しぶきを吹き上げてその場に崩くずれ落ちる。

「……ほう」

　血の雨に濡ぬれながら、タデウスが感心した声を漏もらした。

　それに続き、明津とアンデレも驚きよう愕がくして捲まくし立てた。

「なっ！　何しやがったんだ、クソ冴さえ上がみ！」

「いきなりクマが、４匹同時に斬きり伏ふせられたの……？」

　俺は何と言って良いものか困ってしまったが、不ふ敵てきに笑んで答えて見せた。

「少しだけ、法則無視アンチリテラルの使い方がわかってきたみたいだ。まだ手探さぐりだけどさ」

　弾倉マガジンを交換し終えた明津は、再び手近なクマさんを爆ばく殺さつし始める。

　そして俺はアンデレの横に駆け付け、並んだ。

　アンデレは少しだけ頬ほおを赤くしながら、照れくさそうに俺へ言った。

「……右側は私が片付ける。だから……左側を任せたわよ」

　俺はアンデレの提案に驚いてしまう。

　何な故ぜなら……いつも俺は、雪せつ名なの影に隠かくれ、守って貰もらうだけの存在だった。

　だからこんな風に、戦いにおいて頼って貰える日が来るだなんて、思ってもいなかった。

　戦いが好きなわけではない。

　だが、初めて頼られたのが嬉うれしくて。

　認められた気がして。

　つい微笑ほほえんで答える。

「……ああ。出来る限りやってみるよ」

　槍やりにこびり付いた血を振り払い、俺は目前に立ちはだかる敵の大群に立ち向かった。

　ふと、アンデレの目の前にいた大刀を持ったクマさんが、大振りの上段に構え、アンデレに向かって振り下ろしてくる。

　アンデレはそれを避よけず、振り下ろされる剣に向けて片腕をかざした。

「止まれ」

　アンデレの手の平に触れられた巨大剣は、命令通りに虚こ空くうで急停止してしまう。

　渾こん身しんの力で剣を振り下ろしたクマさんは、勢い余って剣の柄つかを手放してしまった。剣はクマさんの手の平から離れ、アンデレの手の平の上で静止していた。

「────いただきですねぇ」

「！」

　その瞬しゆん間かん────クマさんの大群の中に身を眩くらませていた稲いな瀬せの声がした。

　すでにアンデレの頭上高くに、稲瀬がアックスショットガンの銃じゆう口こうを構えて滞空していた。

　完全な不意打ちだった。

　数にものを言わせたクマさん達への対応に気を取られ、稲瀬の姿が見えない事を忘れかけていた。しかしそんな稲瀬は、密ひそかにクマさんの背後に潜ひそんでいたのだ。クマさんが振り上げていた刃に後ろから捕つかまり、剣の振り下ろしの力を利用して空中へ飛び上がっていたのである。

　────もはや必殺の間合い。

　稲瀬は躊躇ためらいなくショットガンの引き金を引く。

　12ゲージの鉛なまり弾だまの雨が、容よう赦しやなくアンデレの頭上から激しく降り注いだ。

　吐はき出された細かい散弾が、鉄板の床に無数の火花を走らせる。

　熱されて空になったショットシェルが、硝しよう煙えんを棚たな引びかせて虚こ空くうを飛んだ。

「アンデレ！」

「腐くされアマ！」

　俺と明津は、咄とつ嗟さに叫んだ。

　しかし────寸前のところで、アンデレはショットガンの弾を眼前に停止させていた。

　冷や汗と焦あせりを噛かみ潰つぶすように、アンデレは犬歯を覗のぞかせ。頭上の稲瀬を睨にらみ上げる。

「……舐なめるなっ！」

　アンデレは稲瀬の首根っこを捕つかまえようと腕を伸ばした。

　だが滞空中の稲瀬の体を、近くにいたクマさんの１匹が軽々とキャッチする。

　そのまま小柄な稲瀬の体を、クマさんはボールのように投げ飛ばした。

　するとクマさん達は、キャッチボールのように稲瀬の体を受け止めたり、投げ付けたりし始める。あっという間に、稲瀬の姿は再びクマさんの軍勢のどこかに消えて見えなくなった。

「ウフフ、あははははは！」

　小柄な稲瀬は、化ばけ物もの達の間を駆け抜けながら笑っていた。血ち飛沫しぶきの中を駆けている稲瀬は、まるで花畑を駆ける無む垢くな少女のように楽しそうだった。

　その不ぶ気き味みな笑い声だけが、血まみれの軍勢のどこかから聞こえていた。

「クソが……これがあのガキの戦い方か。えげつねえやり方だぜ」

「気を付けないと。どこから奇き襲しゆうを仕し掛かけてくるか、わかったもんじゃないわ……！」

　お互いに警けい戒かいを呼びかけ合うアンデレと明あく津つの間に割り入るように、それまで見学者の立場を決め込んでいたタデウスが歩み出た。

「……キリがないな。このクマ全員を始末するには、少々時間を要しそうだ」

　そういうタデウスは、いつものように余裕の笑みを浮かべてはいない。

　その不ふ穏おんな表情から、得え体たいの知れない不安が伝わってくる。

　タデウスは傍かたわらの俺を見上げ、鋭く告つげてきた。

「……クリフォトがどうやっているのかは知らないけれど、羽う鷺さぎクンの意識が消えつつあるようだ。この調子じゃあ、もうアイン・ソフの登場までほとんど時間がないに等しい」

「なっ……それってつまり、雪せつ名なが消えてしまうって事だろ！」

「その通りだ。保もってあと20分くらいかな。ボク達の救出劇が間に合えば、全て事なきを得ると思っていたんだけど。……ボクが思っていたよりも早く、最悪の事態になりかねない状況になってきている。参ったな、計算外の状況だよ。この事態はさすがに不ま味ずい」

　タデウスの不吉な言葉を耳にしながらも、俺達は躙にじり寄ってくるクマさん達から視線を逸そらせなかった。

　だから俺は、タデウスを見ずに提案する。

「タデウス、お前は他人の意識にアクセスして、記憶を改かい竄ざんしたり、自我を破は壊かいしたりする力を持っているんだろう。ならいつまでも傍ぼう観かん者を決め込んでいないで、少しは力を貸してくれないか。ここから遠えん隔かくで、雪名の意識が消えないように出来ないのか……！」

　言われたタデウスは、困った顔をして答えた。

「ボクの力は傷付ける力であって、修復する力ではない。だからこうして、羽鷺クンの意識を定期的に覗のぞいて監かん視ししている事は出来ても、消えゆく羽鷺クンの意識を救済する事は出来ないのさ。残念ながらね」

　タデウスはクマさん達を見渡して言った。

「こういった緊急時だ。ボクだって君達に力添ぞえしたいのは山々なんだけど、面めん倒どうな事にこの人造人間ホムンクルス達は、人間のように意識を持っていない。ただの動く肉体でしかないんだ。だから、なかなか上う手まく中に入れなくてね。それにだ。クマを操あやつっている稲いな瀬せというあの少女や、羽鷺クンにちょっかいを出している奴やつに攻こう撃げきしようともしているんだが……出来ないんだよ」

「どういう事なんだ」

「おそらく何らかの忘却数式ロスト・フオーミユラの力だろう。彼女達はボクの意識干かん渉しようを受け付けない。これはボクの力を警けい戒かいして、最初から対策されていたとしか思えない状況だね」

「……なら直接、雪名にちょっかいを出してる奴を止めるしかないんだな」

「その通りだ」

　タデウスは嘆たん息そくした。

　焦あせる俺に、タデウスは悪戯いたずらそうな笑みを浮かべた。

「アイン・ソフが目覚めたなら、もはや彼女を殺せるのは、この地上において君だけしか存在しなくなるだろう。けれど殺したくないんだろう、羽鷺クンを？」

「当たり前だ……！　そうならないために来たんだ！」

「ならここは明あく津つクンとボクに任まかせて、冴さえ上がみクンは先へ進んだ方が良いと思うけれどね」

「……え？」

「そいつは名案じゃねえかよ」

　タデウスと俺の話を耳にしていた明あく津つは、振り向かずに賛成してきた。

　唖あ然ぜんとしている俺に、明津が苦にが笑わらいしながら言った。

「……ぶっちゃけた話よ」

　襲おそいかかってくるクマさん達に銃じゆう弾だんを浴びせながら、明津は背中越しの俺へ語った。

「こんな裏うら稼か業ぎようやってると、普通の表社会で、普通に生きるってのは難しいんだわ。だから憧あこがれはしても、今までそういう人生を送る事は諦あきらめてたんだぜ。けどよ……てめえと師し匠しように会ってから、俺はそうでもなくなった気がしてんだ」

　明津が「爆ばく！」と叫ぶと、俺の目の前に犇ひしめめくクマさんの大群が爆裂れつし、その向こうの貨物室への連絡通路が見えるようになった。

　────明津が道を切り開いてくれたのだ。

「……行って来いよ、冴さえ上がみ。師匠を取り戻して来てくれ。そうして俺も帰りてえんだよ。お前が言ってた、いつも通りの日常って奴やつによ」

　明津はそれ以上、何も言わなかった。

　黙って迫り来るクマさん達を迎撃するのみだ。

「ほら、行くわよ。あんた１人じゃ何も出来ないでしょ」

　そう言って、アンデレが手を取ってくる。

「でも、明津１人じゃこのクマの大群は」

「やれるわよ、あの馬ば鹿かなら」

　断言するアンデレの言葉は力強く、迷いなどなかった。

　────託たくされたのだ。

　それを理解し、俺はアンデレに手を引かれて駆け出した。

「明津」

「あ？」

　明津は俺を見ず、背中越しに返事をする。

　その背に向かって、俺は笑った。

「雪せつ名なを必ず、連れて帰るよ」

「いちいちったりめえな事言うな。出来なけりゃ、そん時やぁ俺がてめえをぶっ殺す」

　俺はアンデレと共に、貨物室へ続く連絡通路を目指して突つき進んだ。




　　　　■■■




　クマさんの大群を掻かき分け、俺達は、貨物室へ続く連絡通路に辿たどり着いた。

　連絡通路の隔かく壁へきを閉ざすと、もはや明あく津つやタデウスの姿は見られなくなった。

　目前に広がるのは……遠く向こうまで続く薄暗い廊下だけだ。

　あまりにも静かな廊下を、俺とアンデレは無言で、緩ゆるやかに歩み出す。

　大小のパイプが這はい回る天井には、まばらに電灯が灯ともっている。全体的に薄暗く、場所によっては足あし下もとがどうなっているのか、視認する事さえ出来ない程ほど、暗い場所もあった。

　息苦しい雰ふん囲い気きの連絡通路の途中に、案内板を見つけた。それを見る事で、この通路を真っ直ぐ行けば……雪せつ名なが囚とらわれているはずの貨物室に辿たどり着ける事が裏付けられた。

「……もうすぐだ」

　自分に言い聞かせるように、俺は呟つぶやいた。

　静かな通路を歩いていると、自分の足音と心臓の鼓こ動どうしか聞こえなくなる。

　俺はいつか、ここによく似た静かな場所を歩いた事があるのを思い出す。

　────初めて雪名と出会った、新しん宿じゆくクレーター近くの廃はい墟きよだ。

　あの時は驚いた。

　買い物帰りに、いきなり廃ビルの屋上から飛び降りる少女を目もく撃げきしたのだから。

　投身自殺した彼女、雪名が不老不死であり、自分の人生に絶望していた事を、俺はそれから間もなくして知る事になった。

　そして彼女を元気付けてやりたいと思い、色々な出来事を共に経験してきた。

　……どうして俺は、そうまでして雪名の事に首を突つっ込んできたのだろうか。

　前にも何度か自問した事がある。

　しかしいつも答えは出なくて、有う耶や無む耶やのままに過ごしてしまうのだ。

　ありふれた思いやりなのか、俺がお人好よしだったりするだけなのだろうか。

　ハッキリとした事は言えない。

　けれどいつも確かなのは、たった１つの気持ちだ。

　────雪名には笑っていて欲しい。

　ささやかな、しかしそれでいて絶対に譲ゆずりたくないその気持ちだけで、俺はこれまでのあらゆる戦いを凌しのいできたように思う。逆に雪名の微笑ほほえみだけが、挫くじけそうな俺の心を、いつも影ながら支えてくれていたようにすら思う。

　今回だって同じだ。

　俺は雪名に笑って欲しい。

　そのためには何としても、アイン・ソフが目覚める前にクリフォトの実験をやめさせ、雪名を助ける以外に方法はなかった。

　タデウスの話では、アイン・ソフが目覚めれば、雪名の身体からだの主導権はアイン・ソフに奪うばわれ、雪名の自我は消しよう滅めつしてしまうのだと聞かされている。もしもそうなってしまえば、もはや雪名の肉体ごと、アイン・ソフを葬ほうむるしかないのだとも警けい告こくされている。さもなくばこの世界は、目覚めたアイン・ソフによって一いつ瞬しゆんで滅ほろぼされてしまいかねない。

　……いいや、そんな事にはさせるものか。

「……着いたみたいね」

　アンデレが呟つぶやいた。

　連絡通路の先に、先さき程ほどクマさん達と交戦したのと同じような広間が現れる。

　先程の広間と違っているのは、巨大な鋼こう鉄てつの隔かく壁へきが１つだけあるという事だ。

　……この向こうが、雪せつ名なの囚とらわれているはずの貨物室。つまり目的地である。

　隔壁は固く閉ざされており、何とかしてそれをこじ開けねばならない様よう子すだった。

「早く雪名を助けないと……！」

　世界を滅ぼす魔ま物ものが蘇よみがえり、そして雪名は消えてしまうのだ。

　広間に辿たどり着いたところで、俺は扉を操作出来る制せい御ぎよ装置が近くにないかを探さがし始めようとした。だがすぐに、それを中断する。アンデレが、片手で俺の歩みを制止したのだ。

「……！」

　……隔壁の前、雨に濡ぬれながら佇たたずむ１人の少年がいた。

　神父服の上から、ボロボロの黒いコートを羽は織おった少年である。

　俺はその少年を知っていた。

「……カラス」

「……随ずい分ぶんと遅い到着だったな」

　対たい峙じした俺に、カラスは愛あい想そ笑わらいもせずに言った。

　雪名はもう目と鼻の先だというのに、ここに来て……最悪な相手にぶつかってしまった。

　カラス────〝零ゼロ〟の災厄の数アルヘトス。

　新しん宿じゆくクレーター地下で初めて対決した時、コイツにはアンデレと雪名、そしてディエゴが３人がかりで挑いどんでも太た刀ち打うち出来なかった。そもそも災厄の数アルヘトスでなくても、素すのままで雪名と渡り合う程ほどの個体戦闘能力を有しているような、化ばけ物もの中の化物である。

　正直なところ……コイツとは戦いたくない。

　まともに戦って勝てる気がしないからだ。

　俺が冷たい汗を背せ筋すじに流していると、傍かたわらのアンデレが、鋭い口調で言った。

「……まさか来てるなんてね。あんたも時間稼かせぎのつもりなのかしら、カラス……！」

「時間稼ぎ？　そうでもないな」

　カラスはコートの懐ふところから１本のダガーナイフを取り出した。

　それはカラスが、以前に近接戦で愛用していたナイフである。

「前に冴さえ上がみと戦った時は、博士はかせから〝なるべく殺すな〟と命令されていた。だが今夜は違う。最初から〝殺すつもりでやれ〟と言われている。もはや手て加か減げんする理由なんてない。今夜、俺を縛しばる命令は０ゼロだ」

　カラスは固い頬ほおに、不器用な微笑ほほえみを形作っていた。

　その底冷えする眼まな差ざしはアンデレを一いち瞥べつすらせず、完全に俺だけを見ている。

　以前出会った時と少し雰ふん囲い気きが違っているカラスの様よう子すに、俺の警けい戒かい心は高まっていった。

　唐とう突とつにカラスは────自分の左腕を掲かかげて見せた。

　その左腕は生身ではなく、金属製の機械化義手になっていた。

　その腕を俺とアンデレに見せ付けながら、カラスは言った。

「以前戦った時、お前には災厄の数アルヘトスとしての俺の力が有効ではなかった。それを見抜けなかったせいで左腕を失った。だから同じ徹てつは踏まない。今度は……このナイフだけで勝負といこう」

　カラスはナイフを構え、俺に告つげる。

「来いよ、冴さえ上がみ誠せい一いち。この先なんてない。ここがお前の終着点だ」

　激しくなっていくばかりの風雨の中、俺とアンデレは最悪な敵と対たい峙じせざるをえなかった。




　　　　■■■




　内閣情報管理室ベリナーズの誘導によって、議員達はひとまず、船内で１番守備が万全な状態となっているであろう場所を目指した。

　行き着いた場所は、今現在、少女の実験が執とり行われている広大な貨物室である。

　貨物室には、別室の大型モニターに映っていた白衣のテスラがいた。

「ふむ。少し設定値が高すぎただろうか。これでは。脳波が変に安定してしまいそうだ」

　少女の脳波をディスプレイでモニタリングしながら、テスラは独ひとり言ごとで、ああでもないこうでもないと呟つぶやいている。

　船が襲しゆう撃げきされている有事の中にあっても飄ひよう々ひようと制せい御ぎよ装置を操作して実験を続けている様さまは、議員達には狂気がかって見えた。

　テスラの場違いな呑のん気きさは、腹が立つというよりも、薄うす気き味み悪いものでさえある。

　緊張感の欠片かけらもないテスラの態度を不ふ審しんに感じ、議員達は一気に不満を口にし始めた。

　周囲を警戒している内閣情報管理室ベリナーズの兵隊を捕つかまえては、しきりに抗議をする。

「どういう事なんだ、この状況は！」

「聞けば、ここを襲撃しているのは教団の勢力だと聞くぞ！　教団に嗅かぎ付けられているだなんて、私は聞いていないからな！」

「この実験は、教団に気付かれないよう秘密裏りに計画されたものだという話だったのに！　目を付けられるなんて最悪だ！　何でこんな事になっているのだね！　これは責任問題だぞ、責任者を出したまえよ！」

「そうだ、責任者は誰なんだ！」

「そもそも、我々が乗船した時にも、責任者の挨あい拶さつ一つすらなかったぞ！　無ぶ礼れい極まりないではないか！　責任者を早くここへ連れて来たまえよ！」

　議員達の言葉を耳にしていたテスラが、ふと呟つぶやいた。

「────責任者？」

　それまで、貨物室に避難して来た議員達には目もくれていなかったテスラが、唐とう突とつに反応を示した。そのため議員達は驚き、何を話すのかと、口を閉ざして静かになる。

　テスラは制せい御ぎよ装置の数値を眺ながめたまま、議員達に言った。

「ああ。この船を手配して。内閣情報管理室ベリナーズを。私に貸してくれた人間の事を言っているなら。先日彼は自殺したよ。ニュースで見なかったかな。元防ぼう衛えい大臣は自宅で拳けん銃じゆう自殺をしたんだ」

「な、何だと！」

　とんでもない話を、どうという事もないように口にするテスラ。

　悪びれもせずに、テスラは続けた。

「彼は用済みだったからね。内閣情報管理室ベリナーズのトップである彼は。いつも定刻に。乱数放送を聞いて内容を確かめていたそうだ。その放送にちょっと細工をして。彼が自殺したくて。堪たまらなくなるようにしたんだ。暴動鎮圧音声スタン・シグナルという発明は。非常に便利なものだね」

　とんでもない暴ばく露ろ話を淡々と語り出すテスラに、議員達どころか内閣情報管理室ベリナーズの兵隊達までもが愕がく然ぜんと立ち尽つくす。

　テスラは愛あい想そ笑わらいもなしに、議員達を一いち瞥べつして言った。

「そもそも。この船に君達を招待した者はいないんだ。君達が勝手にこの実験に興味を持って。勝手に同乗しているだけだろう。それでこうして抗議をされても。内閣情報管理室ベリナーズの諸君も。困るだけだ。私だって君達には煩わずらわしい思いをしているのだよ。我々が可哀かわい想そうではないか」

「な……ななっ……！」

　絶句する議員達。

　テスラは議員達の顔色などお構いなしで、制御装置の数値を見ながら頷うなずいて見せた。

「よし。この値あたいで良い。まあ諸君等らも無駄に騒ぎ立てず。この実験の顛てん末まつを見学してはどうかね。騒ぎ立てても。カロリーの無駄遣づかいにしかならないよ」

　テスラは満足げに微笑ほほえみ、口くち髭ひげを擦こすりながら言った。

「見たまえ。この美しい少女を」

　テスラは水すい槽そうの中で眠り続けている白髪の少女を見やった。

「彼女の中には。人類の文明が起こる以前から猛もう威いを揮ふるっていた。恐るべき魔ま物ものが閉じ込められている。この美しい少女の自我が存在する事で。中に閉じ込められた魔物は思考力の主導権を少女に奪うばわれ。ずっと眠りに就ついていた。だがその立場が逆転したら。どうなると思うかね」

　少女が収おさめられた水槽内に異変が起こり始めていた。

　水槽内を満たしていた液体は、少し前までは群ぐん青じよう色をしていた。

　しかしそれがいつしか、血のように濃い赤へと変色し始めている。

「……素晴らしいな。通常の人間でも視認出来る程ほどに高密度な。傷付いた赤色のスカラーだよ。この世の理ことわりの。外側に位置する存在であるアイン・ソフは。この世界に現出するだけでも数の秩序を破は壊かいする。まさに〝災厄の数の王アヘイロン〟と呼ばれるに相応ふさわしい存在だとも」

　水すい槽そう内の赤い水は、目を凝こらして視みれば光の粒子の塊かたまりのようでもあった。

　水槽は小刻みに全体を震ふるわせ始め、ところどころから金属の軋きしむ悲鳴を漏もらす。

「激しい思い込みというものは時に。自らの肉体や命にさえ影響を及ぼす。自分の死を強きよう烈れつに確信した人間が。怪け我がさえしていないのに。本当に死んでしまう事もあるんだ。暗示というものは。それだけ強力な心理作用なのだよ。この少女のように。精神のか弱い人物には効果的だ」

　非常事態の中で、テスラは悠ゆう然ぜんと説明を続けていく。

「私は少女の抱いていた未来への希望を丁てい寧ねいに殺した。少女が〝自らの存在を否定する〟ように強く暗示し続けた。その暗示は。この子宮を模もした水槽内で増幅され。最後にはロウソクの火が掻かき消えるように。少女の自我は完全に消え去るんだ。その時。魔ま物ものは思考力の主導権を。少女から奪うばい返して覚かく醒せいする。つまりこの美しい少女の肉体を容いれ物とした。悪夢のような魔物が。再びこの地上に蘇よみがえるという事だよ。……さあ。あとは〝仕上げ〟を残すのみだ」

　テスラは、自じ壊かいを始めている赤い水槽に歩み寄って行く。

　紅ぐ蓮れんの光に包まれた少女の顔を覗のぞき込み、近くのデスクに置いてあったマイクを手に取る。

　そのマイクを使って、テスラは最後の言葉を少女に向かってぶつけた。

「────〝君さえいなくなれば。冴さえ上がみ誠せい一いちは幸せになれるんだ〟────」

　言われた途と端たん、水槽内で少女は両眼を見開く。

　その表情は酷ひどく苦しげで、吹き出るような透明な涙が瞼まぶたから溢あふれた。
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　────突とつ如じよとして、少女を収おさめていた水槽のガラス壁かべに亀き裂れつが入る。

　そして一気に砕くだけ散り、中から強烈な赤い光の奔ほん流りゆうが迸ほとばしった。

　赤い光は炎ほのおのようだった。

　その光によって、虚こ空くうに無数の青い数字が炙あぶり出されていく。

　青い数字は、赤い光に呑のみ込まれ、砕け散って消え去っていく。

　それは赤い光の爆ばく発はつが、周囲空間のスカラーを破壊していく光景だった。

　広大な貨物室の全域が赤い光で染め上げられると、やがて周囲は何も見えなくなってしまう。

　炸さく裂れつする赤い光の中で、微かすかに少女の声が聞こえた。





　　　　　さようなら。

　　　　　ごめんなさい。






　赤い光は徐々に濃度を下げ、再び貨物室の姿が顕あらわになり始める。

「……素晴らしい。じゃないか」

　テスラは光の奔ほん流りゆうが掻かき消えた貨物室を見渡し、呟つぶやいた。

　光が消え去っても、貨物室は〝赤いまま〟だった。

　白色だった室内は、高密度な赤いスカラーに染め上げられて変色していたのである。

　まるで辺あたり一面が血の海と化したような、背せ筋すじの凍る光景であった。

　その顛てん末まつをテスラと共に見ていた議員達や内閣情報管理室ベリナーズの兵隊達は、水すい槽そうの中から歩み出て来た少女の姿に唖あ然ぜんとする。

　────微笑ほほえんでいた。

　白色の長い髪。泥どろのように濁にごった緑色の双そう眸ぼう。

　一糸まとわぬ少女は身体からだから水滴を垂らしながら、悠ゆう然ぜんとした動作で水槽の中から姿を現わすではないか。少女の身体の周囲に、バチバチと赤い稲いな妻づまのようなものが閃ひらめいている。

　赤い光で帯電している自みずからの身体を、少女は物珍しそうに見下ろしていた。

「…………コレガ我ノ身体カ？」

　少女の声帯からは出ないであろう、獣けものの呻うなり声に似た言葉が、小さな唇くちびるから発せられた。

　そう呟いた少女は────もはや完全に以前の少女ではなくなっていたのだ。

「……素晴らしい」

　もう１度だけ、テスラは少女の姿を見つめて呟いた。

　動どう揺ようした議員達は、近くにいた内閣情報管理室ベリナーズの兵隊達に向かって喚わめき立てた。

「お、おい！　不ま味ずいぞ、あれは！」

「まさか奴やつめ、アイン・ソフを目覚めさせたのか！」

「話が違いすぎる！」

「早く撃うて！　撃ち殺すんだ！」

　状況に付いていけていない内閣情報管理室ベリナーズの兵隊達は、議員達の焦あせり様ようから、目前の少女の危険性を推すい察さつした。貨物室内にいた兵隊達は、アサルトライフルの銃じゆう口こうを少女に向け、引き金を引いて攻こう撃げきを仕し掛かける。

　耳を劈つんざくような激しい銃火の音に包まれ、貨物室内は硝しよう煙えんと排はい薬やつ莢きようの舞う修しゆ羅ら場ばへと化した。

　無数の銃弾だんを浴びせられた少女は、為なす術すべなく身体からだを穿うがたれ、見る見る間に血まみれとなっていった。

　少女の肉体が見るに堪たえない流血状態になった頃、内閣情報管理室ベリナーズの銃火が一度収おさまった。

「……倒れない、のか」

　誰かが、当然の疑問を口にした。

　撃うたれた少女は満まん身しん創そう痍いだった。

　しかしそれでも、その場に膝ひざを突つく事すらしない。

　傷だらけの少女は、クツクツと肩を震ふるわせ、やがて静かに笑い出した。

「ハハハハ。何ダ、オ前達ハ。モシヤトハ思ウガ、今ノヨクワカラナイソレガ、我ヲ葬ホウムロウトスル攻コウ撃ゲキダッタノカ？」

　問いかける少女の背中から────巨大な翼つばさが生はえ出た。

　正確には、それは鳥のような翼ではない。血のように濃厚な赤のスカラーで構築されたその翼は、無限を表すアンフィニの形状をしていた。

　その翼が現れるのと共に、傷付いた少女の身体は、ビデオの逆再生をかけられたかのように見る見る無傷の姿へ戻っていく。

　驚異的な速度の治ち癒ゆ。それは自然現象などではなく、目の前の異質な存在の超常的な力である事を、議員達は直感で理解した。

　やがて完全に身体を元通りに修復し終えた少女は、攻撃した人間達を見渡した。

「名乗ロウ────我ハ最初ノ者デアリ、最後ノ者デアル」

　少女は片手を掲かかげ、パチンと１つ指を鳴らして見せた。

　それと同時に、アンフィニの形を組合せて形作られた魔ま法ほう円えんが、少女の目前に生まれる。

　すると少女に銃撃を仕掛けた内閣情報管理室ベリナーズの兵隊達は────見る見る身体が窶やつれ、骨と皮になり、そして砂となって霧む散さんしてしまう。

　その様よう子すを見ていたテスラが、小さく呟つぶやいていた。

「無限の時間経過を与えたのか……人生を早送りされては跡あと形かたも残らないな」

　テスラと違い、理解不能な現象でしかないそれを目撃した議員達は、恐怖に駆られて逃げ出すしかなかった。

「ひっひいい！」

「どけ！　こんなところにいられるか！」

　押し合い、へし合い。

　元来た連絡通路の方角へ向かって一いつ斉せいに駆け出した。

　しかし少女は、それを許さない。

「────我ハαデアリ、Ωデアル。有限ナル常トコ世ヨヲ破ハ壊カイシ尽ツクス無限ノ王デアル」

　少女はもう１度、指を鳴らしてみせた。

　その行為だけで、連絡通路へ殺到しようとしていた議員達は全員、先さき程ほどの兵隊と同じように急激に老化し、砂になって掻かき消える。

　少女とテスラ以外、広大な貨物室には人の姿がなくなってしまう。

　すると、少女はテスラに向かって話しかけた。

「……貴様ハ逃ゲ出サナイヨウダナ」

「そうする理由がないからさ」

　テスラは悠ゆう然ぜんと答え、余裕の態度で口くち髭ひげを擦こすっている。

「面オモ白シロイ。我ヲ忌イマ々イマシイ高貴なる血族ノーブル・ブラツドノ封フウ印インカラ解トキ放ハナッタノハ貴様カ、有限ナル者ヨ」

「その通りだ。無限アイン・ソフよ」

「ソノ名デ呼バレルノモ久シイ」

　少女は優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「コノ容イレ物ノ主ヌシヲ、ヨクゾ〝殺シテクレタ〟ナ。オカゲデ我ハ、コウシテ自由ヲ取リ戻シタ。ソノ礼クライハセネバナルマイ」

　妖よう美びに微笑む美しい少女は、テスラに歩み寄って行く。

　迫ったテスラの頬ほおを撫なで、囁ささやいた。

「話クライハ聞イテヤロウ。我ヲ解トキ放ハナッタ褒ホウ美ビダ。セメテ世界ノ終シユウ焉エンヲ、最高ノ席デ見学サセテヤルクライハ、ヤブサカデハナイゾ」

　その濁にごった緑色の双そう眸ぼうの奥には、もはや健けな気げだった少女の面おも影かげはなかった。

　少女の中には、もはや少女ではない魔ま物ものだけが居る。

　それは、ある１つの事実が確定してしまった事を意味している。

　誰もが望まず、誰もが不幸になる結末だった。

　覆くつがえりようなどない絶望が、ただそこに息づいていた。

　つまり完かん膚ぷ無きまでに────────羽う鷺さぎ雪せつ名なは〝死んだ〟のだ。
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　ここは、どこだっただろうか。

　いつかのように私は、誰かの背に背負われていた。

　相変わらず、複雑な思考を行う事は叶かなわず。

　ただ景色が、私の視界に流れ込んでくるのを見ているだけだった。

　周囲は、壊こわれた建物が並ぶ廃はい墟きよの街並みだった。

　時間帯は夜のようで、まばらに道路脇わきに生はえている街灯以外に、光源となるものはない。

　私を背負って歩く誰かは……どうやら男のようだった。

　スーパーのレジ袋を手に提さげている様よう子すで、背負われた私の足に、男の腕からぶら下がっている袋がパタパタと当たっている。

　何な故ぜ……私はいつも誰かに背負われているのだろう。

　自分の足で歩く事も叶かなわず。

　いつも誰かに寄りかかり。

　いつも誰かを頼ってばかりいる。

　そんな弱々しい自分が好きではなくて。

　そんなどうしようもない自分など消えてしまえば良いと、願ってばかりいる。

　消えてしまいたい程ほどに孤独な夜も。

　泣き出したい程に辛つらい日々も。

　全て終わってしまえば良い。

　毎日、毎日、そう祈り続けるだけの日常を抱かかえていた。

　いつしか疲れ果てた。

　考えるのも疎うとましくなった。

　だから、ただ何もかもを投げ捨てるように生きていた。

　そしてようやく、私はこうして消え去る事が出来た。

　もう傷付かなくて済む。

　もう誰かを不幸にせずに済む。

　その事が嬉うれしくて、私は男の背で身を縮め、丸くなっていった。

　ここはとても、居心地が良かったのだ。




　　　　■■■




　カラスは強すぎた。

「危ない！」

　俺の右みぎ眼めを突つき刺そうとしていたカラスのナイフを、アンデレが横から叩たたき伏ふせる。

　カラスが手にしていたナイフは弾はじき飛ばされ、鋼こう鉄てつの床の上を転げ回った。

　アンデレが強引に俺の腕を引き、肉薄していたカラスから引き剥はがされる。

　カラスと距離を開けてから、俺達は再び対たい峙じし合った。

「……こんなものか、冴さえ上がみ誠せい一いち」

　息切れしている俺に向かって、カラスが冷ややかに告つげる。

　カラスの態度は、どこか落胆しているように見えた。

　そう言われても……こちらはカラスの行動速度に付いていくだけで精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　今現在、俺が法則無視アンチリテラルの力を使って出来る事と言えば、時間遅延スローモーシヨンだけである。

　自分以外の時間経過を遅延させ、相手の動きが遅くなったところを攻こう撃げきするという、せこい事しか出来ていないのだ。

　それは相手が、内閣情報管理室ベリナーズやクマさん達である時は有効な戦術だった。

　しかしカラスが相手では話が違う。

　そもそもカラスは、時速３００キロで動き回るディエゴと剣けん戟げきを繰り広げられる程ほどに動きが速いのだ。俺が時間遅延スローモーシヨンの力を使ったところで、カラスの動きは、俺の普段の全力疾しつ走そうと同じくらいに速いのだから始末に負えない。

　非常識だった。

　あまりにも人間離れした身体能力だと言わざるを得ない。

　能力を使って、かろうじてカラスの立ち回りや、微細なナイフ捌さばきの１つ１つが把握出来るようにはなったものの、アンデレがフォローしてくれなければ瞬しゆん殺さつされているだろう。

　事実、もうすでに何度か殺されかけているのだ。

「くっ！」

　再びカラスが繰り出してきた刃を、俺は槍やりで、寸前のところで受け止める。

　俺はカラスと肉薄して睨にらみ合う。

　そこにアンデレが横から乱入し、蹴けりや拳こぶしを使った肉にく弾だん戦で、カラスを俺の傍そばからあしらってくれていた。先さき程ほどからずっと、その繰り返しだ。

「冴上ばっかり狙ねらわないで、私とも真ま面じ目めに戦いなさいよ！」

「邪じや魔まだ」

　左腕をアンデレに掲かかげ、カラスは囁ささやく。

「────速度零ゼロ」

　カラスの頭上に、赤い光の輪が現れる。

　その輪は即座にカラスの周囲へ展開し、傍そばにいたアンデレを呑のみ込んだ。

　するとアンデレの身体からだの表面を、一いつ瞬じゆんだけ赤い光の膜まくが包み込んだ。

　その赤い光の膜は、微細な０ゼロという数値表記が密集する事で形成されているように視みえる。

「きゃっ！」

　アンデレが短い悲鳴を上げた。

　カラスに殴なぐりかかろうとしていた途中で、アンデレの身体は、その場で緊急停止して動かなくなってしまう。まるで空間に縫ぬい止められてしまったかのようだった。身体が動かせなくなったアンデレは、殴りかかろうとした姿勢のままで身を捩よじって藻も掻がいている。

　そんなアンデレに、カラスが冷たく宣告した。

「お前の四し肢しが生み出す速度を零ゼロにして、しばらく動けなくした。お前の真ま似ね事ごとだ」

「くぅ、ふざけないでよ！」

　カラスはアンデレから視線を外はずし、静かに俺を見る。

　俺は、これ以上はアンデレの補助を受けられない事を悟さとる。

「……不ま味ずいな」

　自分の身の危険も勿もち論ろんだが、何よりも雪せつ名なの身の安全が気がかりだった。

　タデウスの口振りでは、雪名の自我が消えてしまうまで────雪名が死んでしまうまで、もはや一いつ刻こくの猶ゆう予よもないような言いぐさだった。

　……いつまでもカラスの相手をしているわけにはいかないというのに……！

「……初めてなんだ」

「……？」

　唐とう突とつに呟つぶやいたカラスの言葉に、俺は気が付く。

　カラスは変わらず、冷たく俺を睨にらみ付けながら呟いた。

「初めてなんだよ。俺が全力を出しても殺せなかった奴やつは」

　言いながらカラスは、さらなるナイフを懐ふところから取り出し、正面から突つっ込んで来る。

「冴さえ上がみ！」

　俺の身を案じたアンデレが、悲鳴に近い声で俺の名を呼ぶ。

　その声に応こたえるべくして、俺はカラスが繰り出してきたナイフを受け止めた。

　そして交まじえた刃を弾はじき飛ばす。

　体勢を崩くずしてよろめいた俺の脇わき腹ばらを狙ねらって、素す早ばやくナイフを突き出してきた。

　だが、俺はそのナイフを下から斬きり上げて弾き飛ばした。

　ぶつかり合う刃の間には火花が生じ、軽やかな金属音が響く。

　刃を手て放ばなしてしまったカラスは、得え物ものを失ったため体勢を立て直そうと後退する。

　再び俺と距離を開けて対たい峙じし、またもや懐ふところから新しいナイフを取り出していた。

　風が強くなっていく。

「……俺は、ずっと強くなりたかった」

　カラスは、じっと俺を見ながら独白した。

「……俺が育った街では、弱い者に生きる権利などなかった。生きたいのなら、強くなるしかない。何者にも奪うばわれないように。何者にも傷付けられないように。自分のために他人から奪い。自分のために他人を傷付けるしかなかったんだよ。仕方なかったんだ……」

　カラスは、どこか言い訳しているような口振りだった。

　雨に濡ぬれた前髪は垂れて、カラスの目元を陰かげらせている。

「強くなれば、幸せになれるはずだったんだ。強くなれば、こんな〝零ゼロ〟の俺でも、誰かに愛して貰もらえるはずだったんだ。それなのに……強くなったところで、俺が望んだものはどこにも見当たらなかった。それどころか俺は、多くの人間を傷付け過ぎていた。強くなったところで、何も得られない。何も変わらない。強さなんて……俺にとっては何の役にも立たなかった」

「……」

「お前は…………俺よりもずっと強い」

　カラスは、それを憎々しげに独ひとりごちた。

「冴さえ上がみ誠せい一いち。お前は、俺が欲しかった全てを持っている。強さも、温ぬくもりも、他人との絆きずなも。全てだ。俺のように誰からも愛されない、零ではない。ならこんな俺にも教えてくれないか。俺は一体…………何な故ぜお前にはなれなかった？」

　カラスの頬ほおを、一ひと筋すじの水滴が流れ落ちる。

　それは俺達の頭上から降り注ぐ雨の雫しずくだったのか。

　ハッキリした事はわからない。

　黙り込んだカラスの横顔を、アンデレが悲しそうに見つめて呟つぶやいた。

「……カラス」

　どんな言葉をかければ良いのかわからない。

　アンデレの顔は、そう物語っていた。

　それは俺も同じだった。

　カラスの独白は淡々と続いていた。

「俺にはまだ、強さが足りないんだろうか。お前を超えられるくらい強くなれば、この胸の空っぽは満たされるんだろうか。知りたいんだ。だから俺は……」

　カラスはナイフを構え、俺に向かって駆け出した。

　それを迎げい撃げきしようと、再び俺も槍やりを握り直して身構える。

　俺達の刃が交まじわろうとした、その刹せつ那なだった。

　────貨物室で大爆ばく発はつが発生する。

　鼓こ膜まくが破やぶれるのではないかと思える程ほどの轟ごう音おんを伴ともない、カラスの背後にあった鋼こう鉄てつの隔かく壁へきが吹き飛ばされる。それと同時に、激しい炎ほのおと衝しよう撃げき波が、隔壁を突つき破って吹き出した。

　咄とつ嗟さに、何が起きたのかなんてわかりようもない。

　しかし、その爆ばく発はつが非常に不ま味ずい事は反射的にわかっていた。

「アンデレ！」

　俺は彼女の名を呼んだ。

　アンデレは俺やカラスと違い、動けなくさせられているのだ。

　つまりこの爆発から────身を隠かくす事さえ出来ないはずではないか！

　その身を案じ、周囲一帯を焼き尽つくそうとする濃い紅ぐ蓮れんの中に、俺は視線だけでアンデレの姿を探さがそうとした。

　……そして視界の隅すみに、その光景を捉とらえた。

　動けないアンデレが、迫り来る巨大な炎ほのおの塊かたまりに呑のみ込まれようとした瞬しゆん間かんだった。

　炎からアンデレを庇かばうように────カラスがその身体からだを抱き締しめていた。

「！」

　貨物室の爆発に巻き込まれ、カラスとアンデレの姿は炎の中に掻かき消えた。

「アンデレ！　カラス！」

　絶叫しながらも、俺は手近な鋼こう鉄てつの柱の陰かげに隠れ、爆発の衝撃をやり過ごす。

　大小の金属片が激しく虚こ空くうに撒まき散らされ、鋭えい利りな破は片へんは周囲の壁かべに突つき刺さった。巨大な鉄てつ塊かいは細い柱を薙なぎ倒し、支柱を失って崩くずれる天井の部材に押し潰つぶされて見えなくなっていく。

　船上で起きた大破壊の中を……そうして俺は、何とか生き延びる。

　炎の奔ほん流りゆうが小しよう康こう化した頃、隠れていた柱から身を出して、アンデレとカラスの姿を探した。

　周囲の金属は熱されて高温になっており、そこら中から焼け焦こげた匂においが漂ただよっている。

　海に面した崖がけっぷち、残ざん骸がいの山の傍そばに、泣き崩れているアンデレの姿を見つけた。

「アンデレ、無事だったのか！」

　俺は泣きじゃくるアンデレに駆け寄り、その姿を確認する。

　着ていた服は端はし々ばしが焼け焦げているものの、アンデレの身体にはそれ程ほど、酷ひどい外傷や火傷やけどは見られず、無事と言っても良い状態のようだ。

　泣いているアンデレの両肩を掴つかみ、俺は姿が見られない人物について尋たずねた。

「…………カラスは、どうしたんだ」

　アンデレは泣き続けるだけで、何も答えようとはしなかった。

　ただアンデレは、眼下に広がる黒い海うな原ばらを指差して俺に答えた。

　まさか……海に落ちたというのか。

　海原に投げ出されたというカラスの姿を確認しようと、俺は海を覗のぞき込んだ。

　黒い夜の海面に、豆粒ほどの大きさにしか見えないだろう人間１人を探すのは至難の業わざだ。

　それでも俺は、懸けん命めいにカラスの姿を探さがした。

「……クソ、まさか死んじゃいないだろうな、カラス！」

　燃え盛る瓦が礫れきによって、幾いく分ぶんか先さき程ほどより明るくはなっている。

　しかし……それでもカラスの姿は見えなかった。

　カラスを探さがす俺の傍かたわらで、アンデレが静かに唇くちびるを開く。

「…………お兄ちゃんが……私を助けてくれたの……」

　アンデレは、カラスの事を兄と呼んだ。

　ずっと、そう呼ぼうとはしてこなかったというのに。

「……どうして……どうして私を助けてくれたの……私の事なんて、とっくに家族だなんて思ってなかったんじゃないの……だって今まで何度も、私を殺そうとさえしてきたのに……！」

「……」

「……ふざけないでよ……あんたの何が零ゼロだったって言うのよ……あんたは結局、私を手て放ばなせなかったんじゃない……本当に馬ば鹿かなんだから……！」

　アンデレは泣きながら、悔くやしげに表情をしかめて俯うつむいていた。

　……しばらく立ち直れないだろう。

　そう思った。

　アンデレの様よう子すも心配ではあったが、いつまでもジッとしているわけにはいかなかった。

　改めて何が起きたのか、周囲の様子を見渡してみる。

　分厚い鋼こう鉄てつの隔かく壁へきは、破やぶけた障しよう子じのように、中心の辺あたりが貫通していた。

　どう見ても、貨物室の内部で起きた謎なぞの爆ばく発はつで、内側から吹き飛んだという印象しか受けない壊こわれ方だ。

「……雪せつ名な！」

　不意に冷静さを取り戻した俺は、そこで気が付く。

　爆発が起きた貨物室には────雪名が囚とらわれていたはずではないか！

　穴の空いた部分から隔壁の向こうへ侵入し、俺はその向こうに広がる光景に絶句した。

「……何だよ、これは！」

　広大な貨物室だった場所は、今の大爆発によって破は壊かいし尽つくされてしまっていた。

　天井は跡あと形かたもなく消え去っており、空からは雨が降り込み放ほう題だいである。床も下層深くまで大きな穴が穿うがたれており、どうやら船底にまでダメージは達している様子だった。下の方の穴が空いた部分から、海水が流れ込んでくる音がする。

　俺が驚いたのは、その大破壊の発生に関する件も勿もち論ろんだが、そこに残されていたものだ。思わず目を見はってしまう。

　爆発が起きたと思おぼしき中心部の周囲。

　その一帯に、赤くノイズがかった、幻げん影えいのようなものが大量にこびり付いて視みえたのだ。

　瓦が礫れきに混まじって、赤い数字のような幻げん影えいが無数に散らばっている。

　その赤い多くの輝きは明めい滅めつしており、爆ばく心しん地の痛々しい光景を煌きらめかせていた。

「傷付けられた赤いスカラー……！」

　それは災厄の数アルヘトスのような数の異端ヘテロ・ナンバーが、この世の秩ちつ序じよを乱して奇き蹟せきを発現させた際に生み出される、破は壊かいされたスカラーの死し骸がいだ。

　つまり……今の爆発は災厄の数アルヘトスの仕し業わざだったという事を意味するのか。

　一体ここで何が起きたのだ！

　雪せつ名なはどうなってしまったのだ！

「……！」

　背後に、人の気配を感じた。

　それは確信ではなく、予感に過ぎなかった。

　しかし俺は背中に感じた視線を辿たどり、ゆっくりと振り向いた。

　……やはり立っていた。

　それは…………探さがし求めていた白い髪の少女だった。

「雪名！」

　駆け寄ろうとして、思わず立ち止まる。

　何だ……何か様よう子すがおかしい。

　彼女の緑色の双そう眸ぼうに輝きはなく、一糸まとわぬ裸の細身は、寒々しく雨に濡ぬれている。

　水を含んで垂れた長髪は、少女の美しい肢し体たいを部分的に隠かくしていた。

　その姿は間違いなく羽う鷺さぎ雪名であるというのに。

「雪名…………？」

　雪名に向かって、俺は恐る恐る名前を呼びかけて確認してみる。

　しかし雪名は愉快そうに微笑ほほえむだけで、何も答えようとしない。

　雪名は俺の姿を値踏みするように観察している様子だった。

　そしてやがて、厳おごそかに口を開く。

「……ナルホド。貴様ガ奴ヤツノ言ッテイタ、我ヲ滅メツシウル可能性カ」

「……！」

　雪名の美しい唇くちびるから溢あふれ出た、あまりにもおぞましい魔ま物ものの声色。

　首くび筋すじに冷風が吹きかけられたような寒気がした。

　その一ひと言ことで、俺は戦せん慄りつする。

「…………え？」

　おかしい。

　明らかにおかしい。

　おかしい。おかしい。おかしい。おかしい。おかしい。おかしい。おかしい。

　そんな馬ば鹿かな事があり得るだろうか。

　俺は状況から、ある１つの可能性を憂うれえる。

　それと同時に絶望する。

「そんな……まさか………………」

　両脚が震ふるえる。

　堪たまらずその場で後あと退ずさり、泣き出しそうな情けない声だけが溢あふれる。

「………………間に合わなかったのか？」

　俺の言葉に、雪せつ名なの姿をしたモノは優ゆう雅がに微笑ほほえみかける。

「……話ハ聞イテイル。コノ容イレ物ノ主ヌシダッタ少女ヲ救オウトシテイノダロウ？」

　殊こと更さらに愉快そうな愉ゆ悦えつの笑みを浮かべ、雪名の姿をしたモノは宣告する。

「────死ンダヨ。モハヤココニハ、我シカ存在シテハオラヌ」

　それは鈍器で殴なぐられるような衝しよう撃げきだった。

　俺の頬ほおを涙が流れ落ちた。

　ああ。そんなまさか。悪夢以外なんだというのだ。ふざけるな。冗談じゃない。

　……俺はどこか甘く見ていたのだろうか。

　これまで通り、何とかなるはずだと。

　クリフォトの実験を阻そ止しし、雪名を救出し、いつも通りの日常に戻って行く。

　そうなるはずだと、信じて疑ってなどいなかったのだ。

　それなのに……




　もはや不可能。




　俺は震える喉のどで、懸けん命めいに言葉を発しようとする。

「お前は……アイン・ソフなのか……！」

「イカニモ」

　その肯定を耳にした途と端たん、もはや立っていられず、その場に腰こしを落としてしまう。

　……確か、タデウスは言っていたではないか。

　雪名の自我が〝消しよう滅めつした時〟に、雪名の身体からだはアイン・ソフに主導権を奪うばわれるのだと。

　それはつまり……雪名が死んだという事を意味するのだと。

　死んだ？

　雪名が死んだ？

　嘘うそだ。

　イヤだ。

　雪名が死ぬなんてイヤだ。

　助けたい。

　助けなくては。

　助ける？

　死んだ人間を助ける？

　────そんな事は誰にも出来ないではないか。

　こうなった時、タデウスは俺に何をしろと言っていた？

　俺は何をしなければならなかった？

　覚えている。

　だが思い出したくなどない。

　そんな事、俺は……俺は……！

「我ノ前ニ立チ塞フサガルノハ、イツノ世ニオイテモ貴様ナノダナ、アンチリテラル」

　雪せつ名な……ではない、アイン・ソフは語った。

　その背中からは、巨大なアンフィニの形を模もした翼が生はえる。

　そして音もなく静かに夜空へと舞い上がり、宣告した。
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「丁チヨウ度ド良イ。ココデ早々ニ決着ヲ付ケヨテオコウデハナイカ。我ト同ジ地平ニ並ビ立ツ者ヨ」

　アイン・ソフは不ふ敵てきに微笑ほほえみ、宣せん戦せん布ふ告こくをしてくる。

　だが俺は……雪名の姿をしたアイン・ソフに立ち向かう勇気などなかった。




　　　　■■■




　貨物室が爆ばく発はつした直後、稲いな瀬せはクマさんの軍勢を置き去りにした。

　そうしてそのままどこかへ姿を眩くらましたのである。

　その時点で、明あく津つ達は稲瀬の「時間稼かせぎ」というものが終了した事を察知した。

　稲瀬がいなくなるのと同時に動きを止めたクマさん達の巨体を押しのけ、明津とタデウスはヘリポートへ向かった。ヘリで船の周りを巡じゆん回かいし、戦況を理解するためである。

　乗って来たヘリにピックアップされた後、明津達は上空から貨物船の様よう子すを見下ろして絶句せざるをえなかった。

「な、何だこりゃ！　魚ぎよ雷らいで撃げき沈ちんでもされたのかよ、この船は！」

　明津が言う通りの状況であった。

　船は貨物室の場所を中心に、真っ二つに両断されてしまっている様ような状況に見えた。

　薄うす皮かわ１枚で原形を維い持じしているとでも言うのか。今にも真っ二つに折れて、そのまま海底深くへ沈没を始めてしまいそうな状況だった。

「あの貨物室ってのは、師し匠しようが捕つかまってるって言われた場所だろ！　師匠も冴さえ上がみも、ついでにあの腐くされアマも無事なのかよ！　何が起きたってんだ、この船に！」

「────まあ、冴上クンとアンデレは生きているよ」

　困惑している明津に、タデウスが冷ややかに明言した。

　タデウスは珍しく深刻そうな表情をしており、黒こく煙えんを上げて炎えん上じようしている爆ばく心しん地ちの辺あたりをじっと眺ながめ続けていた。

「冴上クン達の活動は確認出来ている。意識も鮮明だし、負傷している様よう子すも感じられない」

　それは他人の脳内へアクセスする事が出来るタデウスだからこそわかる情報だった。

　タデウスの言葉で、明津は少しだけ安あん堵どする。

　しかし……タデウスの口調は芳かんばしくなかった。

「……けれど、羽う鷺さぎクンの方がかなり不ま味ずい事になっている」

「な、師し匠しようが！　どういう事だよおい！」

「……操そう縦じゆう士しクン。爆心地に接近出来るかい？」

「了解」

　ヘリの操縦士が相変わらず淡々とした返事をすると、ヘリは方向を変えて、黒煙の傍そばへと接近を開始する。

　明津は眼下の様子を確認しようと、ヘリの窓にへばり付いた。

　そしてやがて、目的の２人の姿を発見する。

「いやがった！　確かに２人とも無事じゃねえか！」

　口にしたのも束つかの間、明あく津つの表情に疑念の色が混まじった。

「いや……なんかおかしいぞ、ありゃ」

「君でもわかるのかい、明津クン」

　タデウスが意外そうに問いかける。

　明津の違和感の理由は簡単だった。

「……当たり前だ。冴さえ上がみも師し匠しようも、再会出来たってのに全然笑っていやがらねえじゃねえかよ」




　　　　■■■




「……あ。あ。ああ。ふむ。だいぶこの容いれ物の扱あつかい方にも慣れてきたぞ」

　アイン・ソフは喉のどを鳴らし、雪せつ名なの声帯を使って喋しやべれるようになった様よう子すだった。

　雪名の身体からだの主導権を得たとは言え、肉体の使い方は慣らしが必要なのかもしれない。

　アイン・ソフはやがて、俯うつむいたままでいる俺に問いかけてきた。

「……何な故ぜ、戦おうとしない？」

　それが心しん底そこ、アイン・ソフは理解出来ないといった様子だった。

「我と貴様は古いにしえよりの相そう剋こく者しや。同じ地平に立ちながらも、相反する存在だ。その宿命はお互いの破は壊かい以外にはない。古来より我々はそうしてきた。そしていつも我が勝利を収おさめてきた。戦うべき宿命であるというのに、躊躇ためらう理由はなんだ」

　雪名の姿で。雪名の声で。

　アイン・ソフは俺に問いかけてくる。

　俺は苛いら立だち、アイン・ソフを睨にらみ上げた。

「……雪名の身体から出ていけよ」

「セツナ？　それがこの容れ物の主ぬしだった者の名か？」

　アイン・ソフはそう言うと、何かに心当たった様子だった。

　悪戯いたずらそうに微笑ほほえみ、俺を見下しながら言った。

「なるほど……さては貴様、この容れ物を傷付ける事を躊躇っておるのだな、アンチリテラル」

「……」

「大おお方かた、生物の雌し雄ゆうに関連した感情という奴やつの仕し業わざか？　まあ何でも良い。だとすれば我にとっては都つ合ごうが良いというだけの話だ。我は貴様を破は壊かい出来るが、我がこの容れ物の中に留とどまっている間は、貴様は我に手出しが出来んのだろう？　愉快だ。実に愉快ではないか」

　アイン・ソフはおどけた口調で、俺を小こ馬ば鹿かにし始めた。

　そうして俺の眼前に、静かに降り立ってきた。

　アイン・ソフは、俺の手の平を静かに取り上げる。

　そうしてその手の平を────自分の乳房へ押し当てた。

「！」

　俺の手で乱暴に押し潰つぶされた小さな胸は、俺の指の隙すき間まから僅わずかに溢こぼれ出る。

「どうした、アンチリテラル。この身体からだの心の臓を止めるなら今だぞ」

　裸はだかの雪せつ名なの身体からだは温かく、まるで生きている普通の人間のように柔らかい。

　その感触を確かめると、俺の胸中には益ます々ます、行き場のない葛かつ藤とうが生まれる。

　俺がコイツを殺さなければ…………いけないというのか！

　…………雪名の姿をしたコイツを！

　そうしなければ世界が滅ほろぼぼされるなんて、まるで馬ば鹿かげた話にしか思えない。

「腑ふ抜ぬけだな、この世界のアンチリテラルは」

　そう言うと、アイン・ソフは俺の手を離し、再び虚こ空くうへと浮かび上がる。

「我を破壊しないという選択をするつもりか。ならば我は遠慮なく、この世界も破は滅めつに導こう。かつて４度の宇宙を滅ほろぼし尽つくしたようにだ。そうする事こそが、この有限の世界において存在する事を拒まれた、無限と呼ばれる数である、我が宿命なのだから」

　そういうアイン・ソフに、俺は何の言葉も返す事が出来ない。

　何を言えば良い……？

　自分が何をするべきなのか、そんな事はわかっている。

　アイン・ソフという目前の魔ま物ものは、この世界を終わらせる力を持っている。それを止められるとすれば、本当に馬鹿馬鹿しい話なのだが、アンチリテラルとかいう俺しかいないらしい。

　この世界を……愛あい架かやクラスのみんな、俺の大切な人々全員が生きていける世界を守るためには、アイン・ソフを抹まつ殺さつする以外にないのだ。

　だがそのためにコイツを殺す事を、俺は選べないでいる。

　雪名の姿をしているのも、理由の１つとしてはある。

　しかし最たる理由は────淡く期待しているからに違いない。

　まだ雪名を救う方法があるのではないか。

　まだ雪名が生きている可能性もあるのではないか。

　雪名にまた────いつものように微笑ほほえんで貰もらえるのではないか。

「ふむ、そうだな。面おも白しろい遊びを思い付いたぞ、アンチリテラルよ」

　アイン・ソフは手の平を頭上に掲かかげた。

　するとその手の平の先に、濃い赤の光の塊かたまりが生まれる。

「────摂氏無限℃インフイニテイ・バースト」

　アイン・ソフが一ひと言こと呟つぶやくと、赤い光球は燃え上がり、小さな炎ほのおの塊かたまりと化す。

「我は無限。数を歪ゆがめ、狂わせ、あらゆる数値を無限大に書き換かえる。この火球は徐々に温度が上がっていく。そしてその温度に上限はなく、太陽すら超える高温となるだろう。そんな高温の物体が、この地上に存在出来ると思うか？　言うなれば地球上に太陽以上に高温の物体が接触するのと同義だ。大気は生物が生存出来ない温度にまで加熱され、やがてこの星は焼き尽つくされる」

「！」

「朝日が昇るまでには、この星は焦しよう土どと化すだろう。それまでに貴様が我を破は壊かい出来なければ我の勝ち。そしてその逆であれば貴様の勝ち。どうだ、なかなか愉快だろう」

　悪ふざけのつもりなのか、アイン・ソフは余裕の笑みを浮かべて眼下の俺に言う。

「何千年もの間、我は忌いま々いましい高貴なる血族ノーブル・ブラツドの血ち筋すじの中に閉じ込められてきた。まあ、無限を生きる我にとって時間などいくら流れようがどうという話ではないが、久しぶりに自由の身となったばかりなのだ。少しは戯たわむれるのも良い」

「……戯れだと」

「この世界を滅ほろぼす事など、我にとっては欠伸あくびをするよりも容易たやすい事だが、それだけでは面おも白しろくない。我と対等に戦える唯一の敵である貴様がいるのだから、退屈凌しのぎに遊んでくれても良いではないか」

「何を馬ば鹿かな事を言ってるんだ！」

「この世界の敵である我と戦わず、馬鹿な気の迷いを抱かかえている貴様に言われたくはない」

「……！」

「さて、言いたい事はそれだけか？」

　アイン・ソフは俺に背を向ける。

「ど、どこへ逃げるつもりだ！」

「逃げる？　場所を変えるだけさ。我は逃げも隠かくれもしない。ただ然しかるべき場所で貴様を待っている。楽しみにしているよ、アンチリテラル。遊びは、相手がいなければ出来ないからな」

　そこまでアイン・ソフが語り終えると、その姿は瞬まばたきをする間もなく虚こ空くうからいなくなっていた。目にも止まらぬ高速か、あるいは空間を移動したのか。

　アイン・ソフはその場を去った。

　沈み行く船の上で瓦が礫れきに囲まれた俺は……それを追う気力さえなく。

　いつまでもその場で下を向くばかりだった。




　　　　■■■




　……誰も口を開こうとする者はいなかった。

　聞こえるのはヘリのプロペラ音と、飛行中の機体が軋きしむ微かすかな音だけである。

　タデウス達がヘリで駆け付け、俺はそれにピックアップされた。

　拾われた俺は、重々しい口調で全員に雪せつ名なの状況を説明したのだ。

　その結果がこれである。

　誰もが俺同様に、雪せつ名なが無事に戻ってくるであろう事を気楽に予感していたのだろう。

　だが俺達は……こうして現実に打ちのめされた。

　雪名はアイン・ソフと化し、俺達は夜明け前にそれを撃げき破はしなければならないのだから。

「……冴さえ上がみクンに話しておきたい事がある」

　それまで誰も喋しやべらなかった重い沈黙の機内で、口火を切ったのはタデウスだった。

　今いま更さら、何を話しておく事があるというのだろうか。

　誰も話し始めたタデウスの顔など見ず、ただ項垂うなだれて耳を傾けているだけだ。

「アイン・ソフの殺害方法だ」

　……タデウスはいきなり、俺が今もっとも聞きたくない話を始めた。

「アイン・ソフから聞いている通り、彼と対ついを為なす存在は、太たい古こからアンチリテラルの力だった。アンチリテラルの力はアイン・ソフの揮ふるう無限の力を無効化し、尚なおかつ攻こう撃げきする事が可能な力だ。今その力はロムルスの槍やりに収おさめられている。つまりは、ロムルスの槍でアイン・ソフを貫つらぬけば良いんだ。……その容いれ物ごとね」

「……よしてくれ、そんな話は」

　少しも言葉を選ばずに、いつも通りに無神経な話をするタデウス。

　俺はどうしようもなくそれに腹が立って、堪たまらずタデウスの話を中断させてしまう。

　タデウスが黙り込むと、機内には再び気まずい沈黙が流れる。

　その沈黙さえ堪らなく感じ、俺は思うがままに胸中を吐と露ろしてしまった。

「……ずっと前、俺は雪名と約束していたんだ。必ず俺が雪名を殺すんだって」

「……」

　語り始めた俺の言葉を、誰も遮さえぎろうとはしない。

　だから構わず、俺は独どく白はくを続けてしまう。

「あの時は……そうする以外に、雪名を苦しめずに済む方法がなかった。だから出来るかどうかもわからない口くち約束をしてしまったんだ。嘘うそでも何でも、それで雪名が笑ってくれるなら、それで良いと思ってたんだ。今になって、それがわかった気がする」

　俺は、静かに頭を抱かかえた。

「……ずるかったんだよ、俺は。雪名を騙だましていたんだ。ずっとその事が苦しくて、殺す以外の方法で、本当に雪名を〝無限〟の時間から救い出してやりたいと考えた。だから色々調べたさ。けれど何も収しゆう穫かくはなかった。何も解決にはならなかった。そんな行き詰まっていた俺にも、ようやく雪名を無限の時間から救い出す方法が見つかったと思えば……これなのか？」

　俺は自じ嘲ちようした。

「アイン・ソフを倒すには、容れ物の雪名ごとアンチリテラルの力で貫けば良いだって？　簡単に言うじゃないか。そのアンチリテラルっていうのは、どこの誰だよ……？」

「……世界中で唯一、冴上クンにしか出来ないんだ。残念ながらね」

「どうしてアンチリテラルは１人しかいないんだ……どうしてそれが俺なんだ……！」

「…………」

「何で俺しか、雪せつ名なを殺せないって言うんだよ！　俺にそんな事出来るわけないだろう！」

　怒りに任まかせて、俺はその場で立ち上がって吠ほえた。

　タデウスは苦々しい顔で、口を閉ざしてしまう。

　そんな俺を────いきなり明あく津つが殴なぐり付けてくる。

「！」

「……ああもう。ピーチクパーチク、女みてえにうるせえんだよ、クソアンチリテラル！」

　明津に殴られた俺は、痛む頬ほおを擦こすりつつ、唖あ然ぜんとしてしまう。

　呆あつ気けに取られていた俺の胸むな倉ぐらを、明津は掴つかみ上げて睨にらみ付けてきた。

「……てめえ、本当に冴さえ上がみ誠せい一いちなんだろうな？」

　明津は俺を試すように問いかけてきた。

「アイン・ソフに乗っ取られた師し匠しようみてえに、実はアンチリテラルとかいう使い物にならねえクソッタレが、冴上の身体からだを乗っ取ってるんじゃねえだろうなって聞いてんだよ……！」

「……」

「良いか、よく聞け、アンチリテラル。俺が知ってる冴上誠一ってクソ野郎はな、てめえなんざよりよっぽど強つええ最強の馬ば鹿か野や郎ろうなんだよ」

「……？」

「てめえは法則無視アンチリテラルとかいう、神にも等しい力が使えるんだとかぬかすじゃねえか。だがな、そんなすげえ力が使えるくせに、アイン・ソフに乗っ取られた女１人救えねえ役立たずじゃねえか。おまけに、やる前から何でもかんでも諦あきらめてるヘタレときてるもんだ。ハッキリ言って、力だけ持ってる木で偶くの坊ぼうなんざお役やく御ご免めんなんだよ」

　明津は掴つかみ上げていた俺の身体からだを突つき放した。

　俺は勢い余って、背中を機内の壁かべにぶつけてしまう。

　壁際ぎわに追い詰められた俺の胸元を、明津は鋭く指差してくる。

「……俺が知ってる冴上誠一って野郎はな。てめえなんざよりよっぽど強えんだ。特別な力なんか持ってなくたって、味方なんていない圧倒的な不利だって、そんなのアイツには関係ねえ。どんな絶望的な状況でも〝ひっくり返るまでは何が何でも諦めねえ〟底なしの馬鹿なんだ」

「……」

　明津の言葉を横で聞いていたアンデレが、思わず吹き出してしまう。

　カラスの消失に落ち込んでいたはずのアンデレが、苦笑しながら明津に同意して言った。

「……そうね。冴上誠一は確かに、勝ち目がない敵にも戦いを挑いどむ、救いようのない馬鹿。だけど、ここで羽う鷺さぎさんを殺すしかないとか言って悩んでるだけのアンチリテラルより、よっぽど役に立つわ」

　アンデレは照れくさそうに言った。

「アイツなら今頃、考えもないくせに、きっとこう言ってるはずだもの────何が何でも雪せつ名なを助けてみせる。そうね」

「……」

「あんたは、やりもしない内から全てを諦あきらめるつもりなの？　私は諦めてないわよ。私にとってカラスは────いいえ。〝兄〟は大切な人よ。どう考えても、まだ生きているだなんて思えない状況だけど。それでも私は、カラスがまだ生きてるんだって信じてる」

「信じる……」

「目に見えるモノしか信じられず、諦めるなら、あんたが欲しいモノは何も手に入らないわよ」

　明津とアンデレに言われ、俺は固く口を閉ざしてしまう。

　……２人に言われている通りじゃないか。

　俺は何で、やる前から何でもかんでも諦めようとしているんだ。

　何で雪名を殺すしかないんだ。

　何で雪名を救う手段を、死ぬまで考えようとしないんだ。

「……何やってんだろうな、俺……」

　俯うつむき、思わず涙ぐんでしまう。

　流れ落ちそうになった涙を、俺は黙って服の袖そででぬぐい去った。

　そして────眼まな差ざしに力を込める。

「タデウス。アイン・ソフを殺す方法はわかった。じゃあ逆に、雪名をアイン・ソフの支配から救い出す方法はないのか」

　俺がタデウスに質問をすると、明津とアンデレは顔を見合わせて苦笑する。

「ようやく、らしくなってきたじゃねえかよ」

「あんたがいつもハッタリ言ってた事くらい、最初からわかってたわよ。でもあんたは、必ずハッタリを真実にするでしょ。だから馬ば鹿かなのよ」

　アンデレの言葉に、それまで黙っていたタデウスまでもが苦笑して見せた。

　だがタデウスは小さく肩を竦すくめた。

「残念ながら、思い付く事は何もないね」

「……」

「アイン・ソフと化した羽う鷺さぎクンの身体からだからは、本来の羽鷺クンの意識反応を一いつ切さい感じない。羽鷺クンは、この世にいないのと同じ状態さ。つまり間違いなく死んでしまっているのだと考えるべきだね」

　俺はタデウスの言葉を嘲笑あさわらう。

　そんな俺の顔を見て、タデウスは興味深そうに尋ねてきた。

「……諦めた顔をしていないね、冴さえ上がみクン」

「まあな」

「まさか死者を蘇よみがえらせようとでも言うんじゃないだろうね。確かに君の力は強大だが、消えたモノと完全に同一なものを、この世に再構築するなんて出来ないはずだよ。君が人間であり続ける限りはね」

「雪せつ名なはまだ死んでいない。俺はそう信じてるんだよ」

「そう思う根拠は宗教か何かかい？　君が信じようが信じまいが、客観的な事実は覆くつがえせない」

「秘密だ」

「何だい、それは」

　呆あきれるタデウスに、俺は言った。

「やってみなければわからないだろう。諦あきらめるのは、その後からだって遅くないはずだ」

「……まあ、君以外にアイン・ソフと戦える存在なんていないんだ。ボクからは、好きにしてみれば良いとしか言えないけどね」

　タデウスは無理だと言う。

　確かに今いま更さら、何をしたところで、全てが徒労に終わるだけかもしれない。

　それでも諦めたくはなかった。

　何な故ぜなら────最後まで諦めないのが、俺の流りゆう儀ぎなのだ。




　　　　■■■




　海うな原ばらに降りしきっていた雨が、いつしか止んでいた。

　荒れていた海も平静さを取り戻しつつあり、曇くもっていた空は晴れ、その向こうには満点の星空が輝き始めていた。

　その光景を美しいと感じる情じよう緒ちよなど持たず、魔ま物ものはただ１人、無人の海の上を浮ふ遊ゆうしていた。「……有限の世界とは、やはりつまらぬものだな」

　自みずからが永遠を生きるものであるためか、魔物はそう考えていた。

　魔物は星空を見上げながら呟つぶやき続ける。

「楽園を追放されて以来、人は有限の者となった。有限とはすなわち始まりがあり、終わりが来る事。すなわち絶対たる〝死〟によって支配される不自由な存在であるという事だ」

　誰かに聞かせたいわけではない。

　ただ魔物は自らを納得させるためと言わんばかりに、独どく白はくを口にするのみだ。

「この不自由な世界を……不自由な生を、人は何な故ぜ、継続させたいと願うのだ」

　嘆たん息そくを漏もらす。

「……理解出来ぬ。全く持って度どしがたい愚ぐ。こんな世界を救いたがるアンチリテラルという輩やからは、いつの世も吐はき気を催もよおす愚ぐではないか。遊びとは言え、そんな愚おろか者を待つのも嫌いや気けが差してくるというものだ」

　魔ま物ものは眼下に放置しておいた小さな火球に目を配った。

　火球は水面の上に浮かんでおり、その炎ほのおは凶きよう悪あくな温度にまで加熱され続けている。すでにかなりの高温になっている火球の直下では、熱された海面が蒸発し、水蒸気を煙らせ始めていた。

　それを退屈な気分で見ていた魔物は呟つぶやく。

「面めん倒どうだ。もう消し炭にしてしまおうか、この星を」

　どうせあの様よう子すでは、アンチリテラルはこの場に現れないだろう。

　根拠はないが、魔物の胸中にはそんな予感があった。

　だからこそ、待つ事に意義を見出せなくなってきていた。

　遊びを提言したのは自みずからではあったが、このまま来ない相手を待ち続けるのは、何だか小こ馬ば鹿かにされているようで癪しやくだと感じたのである。

　魔物は鬱うつ屈くつした気分で、火球の温度を一気に超高温にまで高めようとする。

「…………？」

　そんな時に、水平線の向こうから、何かが近付いて来る音がした。

　バタバタと、プロペラ音を奏かなでながら徐々に姿を大きくしていく影を見つけ、魔物は乾いた喜びに胸を躍おどらせる。

「……遊びに乗る気になったのか。夜明けまでの少しの時間ではあるが、楽しめるか」

　魔物は、小さな舌で自らの唇くちびるを舐なめた。
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「……いたぞ、師し匠しようだ」

「さすがはタデウスの脳波探たん知ちね！　どういう理屈か未いまだによくわかってないけど、すごいじゃないの！」

　ヘリの中で呑のん気きに会話をしていた俺達は、ついに海上の彼方かなたにアイン・ソフを発見する事が出来た。水平線遠くにいる豆粒のようにしか見えない敵を発見出来たのは、２つの恩おん恵けいのおかげである。

　１つはタデウスレーダー。

　そしてもう１つは、アイン・ソフが生み出した火球が発する、紅ぐ蓮れんの輝きである。

　敵の姿が見えてきたところで、タデウスは再度に渡り、俺に忠告してきた。

「もう１度だけ、説明しておくよ、冴さえ上がみクン」

「ああ、頼む」

「法則無視アンチリテラルの力の本体は、君が手にしているロムルスの槍やりの中に保管されている。その力を槍から取り出せば、今以上に強力な力を発揮する事が可能だろう。そうすればおそらく、アイン・ソフのようなベラボウな奴やつを相手にしても、それなりに戦えるはずさ」

　タデウスは、嘆たん息そくする。

「……ただし。法則無視アンチリテラルの力は、君という存在を不安定にする。槍やりから引き出すのが大きな力である程ほどに、君は人間ではいられなくなるだろう。そして完全に人間ではなくなった時、君はこの世界には収おさまらない存在となる。つまりボク達から見れば、君は消しよう滅めつする事になるんだ。君自身は死ぬわけではなくて、高次の存在になるなり、何かになるんだろうけど」

「人間でいられるギリギリのところまでなら、力を引き出しても大丈夫って事だろう。それだけわかれば十分だ」

「相変わらず簡単に言うなあ。でもまあ、だから君は面おも白しろいんだけど」

　俺は手にした槍を握り直す。

「……本当に、羽う鷺さぎ雪せつ名なを救えると思う？」

　アンデレが不安そうに、その疑問を投げかけてくる。

　だが俺は、もはや微み塵じんの迷いもなく断言する。

「たとえ雪名を救える可能性が０ゼロパーセントだったとしても、それを１００パーセントに変れば良い。この世に書き換かえられない数なんてない。俺は────必ず出来ると確信しているよ」

　ヘリが近付くのと共に、アイン・ソフの姿が徐々に鮮明に見えてくる。

　俺はアイン・ソフの中に眠る雪名を想いながら言った。

「今すぐ助けてやるからな」

　その揺ゆるがぬ決意は、もはや死しても覆くつがえる事はないだろう。
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　アイン・ソフは、もう目と鼻の先に見える位置にまで接近していた。

　俺はヘリの扉を開き、虚こ空くうに漂ただようアイン・ソフと見つめ合う。

「……来たか、アンチリテラル。付き合ってくれて嬉うれしいよ」

「……」

　俺は黙って、アイン・ソフへ向かって槍の切っ先を構えた。

　その行為には、徹底抗戦の意味が含まれている。

　そんな俺の横で、アンデレが心配そうな顔でタデウスに尋たずねていた。

「……ちょっと、タデウス。本当に冴さえ上がみはそんな事出来るんでしょうね……！」

　タデウスは皮肉っぽく肩を竦すくめて答えていた。

「当たり前さ。彼を何だと思っているんだい？」

　話している２人に構わず、俺は開いたヘリの扉の端はしに立つ。

　……見下ろせば、目も眩くらむような高度である。

　遙はるか下では海面が波打っている。

　こんな高さから落ちでもしたら、下が海水とは言え、アスファルトの地面にダイブするのと大差ない衝しよう撃げきになるだろう。そうすれば、俺は全身骨折どころか即死である。

　けれど。

「……やれるさ」

　自みずからを信じた。

　現実に起きるであろう悲ひ惨さんな未来予測よりも強く、自らの言葉を信じた。

　呟つぶやいて、俺は構わず開いた扉の向こうへ足を踏み出す。

　地面のない場所に、さも地面が存在するかのように。

　すると即座に変化は起きた。

　俺の身体からだから、青白いスカラーの光が溢あふれ始める。その光は俺の全身を包み込んでいき、足あし下もとからは、一ひと際きわ眩まばゆい光の塊かたまりが放出され始める。

　俺はヘリから────虚こ空くうへ降り立つ事が出来てしまった。

「……本当に浮きやがった！」

　背後のヘリで、明津が驚きよう嘆たんしているのが聞こえた。

　そして間もなく、驚いている明津にタデウスが言うのも聞こえた。

「……さあ。ここから先は冴さえ上がみクンに任まかせよう。２人が激突するこの空くう域いきにいたら、ボク達のような有限の存在は瞬またたく間に消しよう滅めつさせられてしまうだろうからね」

　そう言ってヘリの扉を閉めようとするタデウス。

　だがその腕を止めて、アンデレが泣き出しそうな顔で俺に向かって言ってきた。

「……必ず帰って来なさいよね！　あんたがいなくなったら私……泣くから」

「それはありがたいな」

「馬ば鹿か……！」

　アンデレは唇くちびるを尖とがらせて、力ちから一いつ杯ぱいにヘリの扉を閉める。

　するとヘリは俺を虚空に置き去りにして、元来た方角へ戻って行ってしまう。残りの燃料も僅わずかだった。１度陸地へ戻って行ったのだろう。仕方がない。

「ここから先は、お前と俺の２人だけだな」

「いつの世でもそうだった。さあ。始めようじゃないか」

　アイン・ソフの背中から生えていたアンフィニの翼つばさは、水平線まで届くのではないかと思う程ほどに巨大化する。その翼を広げ、アイン・ソフは高らかな哄こう笑しようを上げていた。

　俺は槍やりを頭上に掲かかげる。

　槍の中に収おさめられている、俺の本当の力を引き出さなければならない。

　やり方なんてわからなかった。

　だが、思い付くままにやるしかないのだ。

　俺は渾こん身しんの願いを込めて、腹の底から咆ほう哮こうを上げる。

「おおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　────俺に力をくれ。

　必死に願い続けた。

　無限の脅きよう威いから世界を救う力を。

　妹やクラスメイト達、多くの人々の平へい穏おんを守れる力を。

　そして────雪せつ名なを救い出せる力を。

「槍やりよ！」

　叫んだ途と端たん、槍は俺の言葉に応じたように光を放出する。

　青白い光が周囲から溢あふれ、それが刀身の表面を覆おおい尽つくしていく。

　やがて槍の刀身は、周囲から集まり続けている光で埋うめ尽くされ、まるで光の剣と化す。

　槍から溢れ出る強烈な光が周囲の黒い海うな原ばらを照らし出し、洋上に局所的な昼間が訪れたかのように明るくなった。

「っがあああっ！」

　槍が光の剣と化したのと同時に、俺の意識は掻かき消えそうな衝しよう撃げきを受ける。

　視界はノイズがかったように歪ゆがみ、気を抜けば、そのまま眠りに落ちてしまうような眠気を覚える。

　これがタデウスの言っていた────存在が不安定になるという状態なのだろうか。

　そうであるなら、おそらく気を抜いた瞬しゆん間かんに、俺は人間ではなくなり消失してしまうのだろう。今すぐにでも、呆あつ気けなく自我を消失してしまいかねない。

「……はは。こんなキツイの、長く持つわけないな」

　言いながら俺は、急いで決着を付けなければならない事を悟さとる。

　一方、アイン・ソフは、槍から発せられる強力な輝きに照らし出されていた。

　光に照らし出された自みずからの四し肢しを、愉快そうに見下ろして呟つぶやいた。

「……この光。デルタ区間結界とか言ったか。確かこの光の中では、我の力は部分的に有限化され、弱体化させられるのだったな。いつの時代もお決まりの戦術だな、アンチリテラル。我をこの世界の数リのテ支ラ配ルの下に引きずり出せば、この世界の法則ルールで破は壊かい出来るようになるのだと思っているのだろう」

　アイン・ソフも、俺と同じように頭上に腕をかざす。

　するとその手の平の先の空間が、突とつ如じよとして歪ゆがんで見えた。

　歪んだ空間からは悲鳴のような甲かん高だかい音が漏もれ、そこから傷付けられた赤いスカラーが、血のように流れ出てくる。その赤いスカラーはアイン・ソフの手の先に収しゆう束そくし、やがて１本の長い剣のような形状へと変化していく。

　アイン・ソフが手にしたのは────痛々しい赤のスカラーで造った剣だ。

「久しいな、魔ま剣けんダインスレイブ」

　アイン・ソフは虚こ空くうから取り出した魔剣を軽く振り、その感触を確かめて言った。

「武器などという原始的なものを使って戦うのは実に久しぶりだ。だが、たまにはこういうのも良いだろう。良いさ。同じ次元で戦ってやろうじゃないか」

　魔剣を構え、アイン・ソフは俺に向かって飛来して来た。

　アイン・ソフの動きは、早い遅いなどという次元を遙はるかに超えていた。

　もはや見えないのだ。

　俺の周囲を複雑に飛行し、攪かく乱らんするアイン・ソフ。

　だが俺には、そもそもアイン・ソフの姿が唐とう突とつに空間から消失したようにしか見えなかった。

「くそっ、どんだけ速いんだよ……！」

　今にも意識が消し飛んでしまいそうな眠気を堪こらえ、俺は時間をスローモーション化させる。

　そうする事で、アイン・ソフの動きがようやく把握出来るようになった。

　把握出来るようになったとは言っても、その速度はカラスを遙かに上回る程ほどに速い。

　魔剣で斬きりかかってきたアイン・ソフの刃を防ぐだけで手て一いつ杯ぱいで、反はん撃げきしたり、攻撃を仕し掛かけたりする余裕などない。

「ははははは。どうしたアンチリテラル。まさかこの程度でついてこれないわけではないだろうな。我はまだお遊び程度だぞ」

「ふざけた事を言ってるじゃないか、化ばけ物ものめ……！」

　アイン・ソフは魔剣を上段に構え、俺の頭上から超高速で斬りかかってくる。

　その飛来速度はあまりにも速すぎて、俺は槍やりで攻撃を受け止めるのと同時に、背中から海面へ叩たたき付けられていた。アイン・ソフのその一撃の破は壊かい力は凄すさまじく、俺を洋上へ叩き付けたどころか、海面を水平線の彼方かなたまで切断してしまう。

　割られた海面は天高く水しぶきを跳はね上げた。

　俺は水中に深く沈み込んだ。だが即座に体勢を立て直して浮ふ遊ゆうする。

　再び洋上に顔を出した時、頭上には俺を見下しているアイン・ソフがいた。

「……どうした、アンチリテラル。何な故ぜ反撃しない」

「……」

　反撃しないのではなく、するだけの余裕がないのだ。

「違うだろう？」

「！」

　まるで俺の気持ちを見み透すかしているかのような台詞せりふだった。

　薄ら笑うアイン・ソフは言った。

「やろうと思えば出来るはずだ。貴様はこの有限の世界において唯一、我と並び立つ力を持った存在だ。我と同じく、この世界の限界を凌りよう駕がする者ではないか。貴様は我を破は壊かい出来る。だがそれをしようとしないのはやはり……この容いれ物なのだろう？」

「…………ああ。そうさ」

　俺は身体からだから海水を滴したたらせ、緩ゆるやかに宙へ舞い戻っていく。

　アイン・ソフの推すい察さつを肯定しながら、俺は睨にらみ付けて続けた。

「────俺はお前と戦わないんだよ」

「……何だと？」

「雪せつ名なを殺さないためだ。俺がお前と戦うのは、お前の中に眠る雪名が目覚めた時だ。俺はお前だけを倒して、雪名を連れて帰るつもりでいる」

「ははは。寝ぼけた事を言うじゃないか」

　アイン・ソフは、俺の発言を嘲笑あざわらった。

「我がこうして表に出ているという事は、すなわちこの容れ物の自我が完全消しよう滅めつしている事を意味している。貴様が救い出そうとしている存在は、この世界から消失しているのだ。さしもの貴様でも、失われた者と全く同一のものをこの世に再構築するのは無理なはずだ。ならばもはや、貴様が我を攻撃しようとしないのは、この容れ物の形への執しゆう着ちやくに過ぎんではないか」

「いいや。雪名はまだ消えちゃいない。お前の中で眠っているだけだ。元々はお前が雪名の中で眠っていたように。それが今は逆になっているだけなんだよ」

「……わからん奴やつだな、我自身の事なのだぞ。貴様よりも我の方がよく理解しているというものだろう。死んだ容れ物の主ぬしを蘇よみがえらせる事など不可能だ」

　アイン・ソフは再び、俺に斬きりかかってくる。

　常じよう軌きを逸いつした速度の攻こう撃げきを、俺は寸前で凌しのぎ続けた。

　しかし完全にはかわしきれず、徐々にアイン・ソフの斬ざん撃は俺の身体からだを甘く傷付け始める。

「この容れ物の主ぬしであった者は、有限の時を生きる者にしか過ぎない。無限である我の前では、駆く逐ちくされる以外に為なす術すべのない脆ぜい弱じやくな存在だ。我の前では塵ちりにも等しい微小な者が、この我が支配している身体の中で未だ消されずに息づいているとでもいうのか？　宇宙空間の中に放ほうり込まれて、それでも生きている可能性を期待しているようなものだ」

　アイン・ソフは嘲笑あざわらい、防戦一方の俺の眼前へ肉薄した。

　覗のぞき込んでくる、くすんだ緑色の眼まな差ざしは、心しん底そこで俺を侮ぶ蔑べつしていた。

「────認めろ。もうとっくに貴様の〝希望〟は潰ついえているのだよ」

　肉薄するアイン・ソフを、俺は槍やりで力任まかせに弾はじき飛ばした。

　距離の開いたアイン・ソフに向かって、俺は宣告する。

「もうお前と話す事はない。消えろ、アイン・ソフ」

　俺はアイン・ソフの意見を認めない。

　もはやアイン・ソフと語る事は止め、その中に眠っているであろう雪名に語りかける。

「……どいつもこいつも、俺の事をアンチリテラルだの何だのと特別扱あつかいするけどさ。そんなに特別な事じゃないだろう、納得いかない現実に抗あらがうってのはさ！」

「……突然、何を言い出している」

　唖あ然ぜんとしているアイン・ソフに構わず、俺は雪せつ名なに向かって声を張り上げ続けた。

「アンチリテラルは、この世に俺１人なんかじゃない！　誰だって、お前だってそうだっただろう、全部思い出せよ雪名！」

　アイン・ソフは、俺が雪名に向かって語りかけている事をようやく理解した様よう子すだった。

　それが殊こと更さらに可お笑かしかったのだろう。

　アイン・ソフは腹の底を震ふるわせて笑い転げた。

「愚おろかだな。愚かで。愚かで。救いようもない愚か者だよ、アンチリテラル！」

　俺の行動が無意味であるのだと、アイン・ソフは確信しているのだろう。

　────だが構うものか。

　こんな魔ま物ものに何がわかる。

　雪名が、無限の前では塵ちりに等しい微小な存在だって？

　笑わせる。全く以もつて馬ば鹿かげている。

　雪名は微小な存在などではない。

　アイン・ソフごときに消されてしまうような、そんな無力な存在ではないのだ。

　俺は斬きりかかってくるアイン・ソフの攻撃を激しく牽けん制せいしながら、何度でも、何度でも雪名に向かって叫び続ける。

「いつまでも勘かん違いしてるんじゃない、雪名！　お前は決して弱くなんてない！　今までだって、お前はそれを、俺の前で何度も証明してきたじゃないか！」

　その言葉が、眠っている雪名へ届くまで！

　この絶望的な状況がひっくり返るまで！

　俺は諦あきらめず、何億回だろうと、死ぬまで叫び続けてやるだけだ！

「お前は確率に抗あらがって、０ゼロパーセントを１００パーセントに塗り換かえた！」

　胴どう薙なぎの一いち撃げきを払い上げ、アイン・ソフの刃を弾はじく。

「お前は集合に抗って、φフアイの集合ではなくなった！」

　身を捩よじって逆側から斬りかかってくるアイン・ソフの刃を受け止める。

「虚数に抗って、ｉアイの世界だって打ち破った！」

　叫ぶ俺を嘲笑あざわらうアイン・ソフを、俺は激しく睨にらみ返した。

「零ゼロに抗って、ついに零ではなくなった！」

　刃越しに肉薄するアイン・ソフの身体からだを、再び弾はじき飛ばして距離を開いた。

「お前がやったんだ！　全部お前の力で書き換かえた数なんだ！」

「…………？」

　それまで俺の言葉を聞きながら、ただニヤ付いていただけのアイン・ソフだが……ふと不ふ思し議ぎそうに自分の身体からだを見下ろし始めた。

　何が起きたのかはわからない。

　だが俺は、ずっと雪せつ名なに伝えたかったそれを告つげた。

「今までだって出来たんだ！　これからだってやってやれ！　相手が旧世界を滅ほろぼして回った魔ま物ものだろうが関係ない！　無限にだって何にだって抗うんだ！　お前はもう昔のような、１人でウジウジして、負けっぱなしなだけの羽う鷺さぎ雪名じゃなくなっただろう！」

　俺は不ふ敵てきに微笑ほほえみ、勝利を確信して叫んだ。

「なら見せてやれよ、お前の中にだってある────アンチリテラルを！」




　　　　■■■




　…………。

　……。

　ここは、どこだっただろうか。

　いつかのように私は、誰かの背に背負われていた。

　相変わらず、複雑な思考を行う事は叶かなわず。

　ただ景色が、私の視界に流れ込んでくるのを見ているだけだった。

　周囲は、壊こわれた建物が並ぶ廃はい墟きよの街並みだった。

　時間帯は未いまだに夜のようだ。

　まばらに道路脇わきに生はえている街灯以外に、光源となるものはない。

　私はずっと男の背中に背負われ続け、どこにも辿たどり着こうとしない道を運ばれ続けていた。

「……君はどこの誰で、どうして、死のうとなんかしていたんだろうな」

　男は唐とう突とつに言葉を発した。

　それまで黙って私を背負っていた男が、唐突に語りかけてきたのだ。

　私はそれに答えたかったが、唇くちびるはまるで思い通りに動かない。

　私が答えられなくても、男はお構いなしに語り続けた。

「俺はまだ、君のように死にたくなる程ほどの辛つらい思いを経験した事はないけれどさ。それでも思うんだ。本当に死ぬしかなかったのかってさ」

　私は、男が話す不ふ思し議ぎな話に耳を澄ませていた。

　定かではないが……私はよく、こうしてこの男の話に耳を傾けていたように思った。

「信じ続けてさえいれば、未来は変わるかもしれないし、変わらないかもしれない。けれど諦あきらめたら、そこで確実な終わりがくる」

　男が……その少年が微笑ほほえむのがわかった。

「なら諦あきらめない方が、何だかよっぽどマシに思えやしないかい。神様なんて信じられなくても、生きていれば必ず幸せになれる。そういう信仰があっても、俺は良いと思うんだ」

　何な故ぜか悲しくて、気が付けば頬ほおを涙がつたっていた。

　私が泣き始めると、私を背負っている少年は、それに気が付いたのだろうか。

　急に……鼻歌を歌い始めたのである。

　それはどこかで聞いた事のあるような、そうでもないような、奇き妙みような曲だった。

　私は以前、その曲を別の男の背中でも聞いていたのではなかっただろうか。

　けれどそれがいつの話だったのか。覚えてはいない。

　少し音おん程ていが外はずれている、不器用でヘンテコな曲だった。

　けれど子守歌のように心地よくて、私はずっと、その歌を歌っていて欲しいと思った。

　ああ。この鼻歌を歌っているのは誰だっただろうか。

　私を背負ってくれているこの少年は誰だっただろうか。

　私はこの少年を知っていたはずなのだ。

　その確信だけはあれど、具体的に誰であったのかは、どうしても思い出せない。

　────それはとても苦しかった。

　────思い出したかった。

　少年の事を考えると、どうしようもなく胸の奥がざわつくのだ。

　苦しくて、切なくて、叫び出したくさえなる。

　彼は私にとって、とても大切な人。

　きっと、そうだったはずなのだ。

　それなのに何な故ぜ、名前が思い出せないのだろう。

　顔すら思い出せないのだろう。

　まるで少年の記憶ごと、自分自身が消えていくような感覚でもある。

　忘れたくない。

　忘れてしまいたくなどない。

　この想いを、消されてしまいたくなどない。

　思い出さなければ。

　早く思い出さなければ。

　────私の大切なこの想いが、全て消え去ってしまう前に────

　私は少年の背中で懸けん命めいに、鼻歌に耳を澄ませ続けた。

　そうしている内に、不ふ思し議ぎと私の五感が鮮明になっていく感じがした。

　身体からだの末端にまで血流が回り、動かせなかった肉体も、少しずつ動くようになっていく。

　最初に動くようになった唇くちびるを使い、私は少年へ言った。

「……私も……諦めたくないよ」

　諦あきらめたくないものとは、何だっただろうか。

　思い出さなくては。

「……私も……信じたいよ」

　信じたいものとは、何だっただろうか。

　思い出さなくては。

「……私も…………みんなと同じように、幸せになりたいんだよ……！」

　鼻歌を歌い続けている少年に、私は涙を流しながら訴うつたえた。
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　ああ、いつもそうだったではないか。

　この少年は、私にとって掛かけ替えのないものだった。

　私の事を思い。

　私のために悩み。

　私の力になってくれる。

　大好きで。

　愛しくて。

　大切すぎて。

　２度と手て放ばなしたくないと思った存在ではないか。

　少年は立ち止まり、背負っていた私をその場で静かに下ろす。

　私は震ふるえる両脚に力を込め、おぼつかないながらも、その場で懸けん命めいに立った。

　そして少年は優しく微笑ほほえみながら、私に面と向かって言ったのだ。

「…………ならもう君は大丈夫だ。ここからは、１人でだって歩けるだろう？」

　少年は私の頭を、優しく撫なでてくれる。

「君は未来を求めるようになった。もう諦あきらめず。もう手て放ばなそうとせず。今は一生懸命に掴つかみ取ろうとしている。だったらいつまでも眠っている場合じゃないよ。願った以上は、歩かなければならない。さあ、歩くんだ────君が求める場所へ向かって」

　私は少年に言われ、心の底から感謝した。

　いつだって、私を助けてくれたのは少年だ。

　いつだって、私に行き先を示してくれたのは少年だ。

　けれど……歩き方を決めるのは、自分自身なのだ。

「もう私は大丈夫だよ」

　愛しい気持ちを抱き締しめるように、私は自らの胸元にそっと両手を当てた。

　そして大切なその少年の名を、ついに思い出して口にするのだ。

　ありがとう。

　サエガミ────────




　　　　■■■




「────誠せい一いち君！」

　アイン・ソフは、前触れもなく俺の名を叫んだ。

　刹せつ那な、アイン・ソフの背中から生はえていた巨大な翼つばさが、木こっ端ぱ微み塵じんになって砕くだけ散る。

　翼は赤い粒子となって、雨のように海面へ降り注いでいく。

　その美しい光景と、あまりにも予期せぬ呼びかけのせいで、俺は一いつ瞬しゆんだけ茫ぼう然ぜん自じ失しつした。

　だが────すぐに気が付いた。

「……雪せつ名な……なのか？」

「誠一君のおかげで戻って来られた……私も誠一君みたいに、数の絶望に打ち勝つために！」

「雪名！　戻ってきたのか！」

　奇き蹟せきだとしか言い様ようがなかった。

　他に何と呼べば良いのだ。

　見当も付かない。

　こんな結果が生じるだなんて、自分自身でも信じられなかった。




　雪名が────────〝戻ってきた〟のだ。




　アイン・ソフに身体からだを奪うばわれ、同時に消しよう滅めつしてしまったと思われていた、雪せつ名なの意思が復活したのである。それを理解すると、歓喜に表情が綻ほころんでしまう。

　だが。

「ソンナ馬バ鹿カナ！　器ウツワノ主ヌシノ意識ガ、消シヨウ滅メツシテイナカッタダト！」

　雪せつ名なの意識が戻ったというのに、雪名の身体からだから獣けもののようなドス黒い声が聞こえた。

　口を動かして喋しやべっているのは雪名のようだったが、声帯を使わない方法で、同時にアイン・ソフも喋っている様よう子すだった。

　雪名の意識が戻ったというのに、アイン・ソフの意識も健在である。

「誠せい一いち君、この声が、私の中に眠っていたアイン・ソフっていう魔ま物ものなの……？」

「ああ、そうだ。どうやら今までと違って、雪名の意識が起きていても、アイン・ソフの意識も同時に起きているみたいだな」

「そんな……！」

　雪名は青ざめる。

　ふと雪名は、手にしていた魔剣を、俺に向かって構えた。

「！」

　いきなり雪名から敵意を向けられたため、俺は驚いてしまう。

　雪名は泣き出しそうな顔で宣言した。

「駄だ目めだよ……身体が言う事をきかないんだよ……！」

「雪名！」

　斬きりかかってくる雪名の攻撃を牽けん制せいしながら、俺は困こん惑わくし続ける。

　するとどこからともなく、アイン・ソフの声が聞こえてきた。

「……フフフ。マア良イ。主ノ意識ガ復活シタ事ニハ、素直ニ驚カサレタガ、大局ハ変ワッテナドオラヌ。我ハ健在デアリ、貴様ハコノ容イレ物ヲ傷付ケラレズ。我ハソノ逆デアロウ？」

　どうやらアイン・ソフの言う通りの状況のようだった。

　せっかく雪名の意識が戻ったというのに、未いまだ肉体の主導権はアイン・ソフ側にある様子だった。おそらくアイン・ソフという強大な存在の片かた隅すみに、雪名がひっそりと存在しているような状況なのではないだろうか。

　これではアイン・ソフの猛もう攻こうを凌しのぐだけで手て一いつ杯ぱいな状況に変わりはない。

　しばらく、俺とアイン・ソフの不毛な斬り合いは続いた。

　しかしやがて、アイン・ソフは、俺に斬りかかってくる事を唐とう突とつにやめる。

「……流石サスガニ飽イタナ」

　そう呟つぶやくと、アイン・ソフの手中にあった魔剣が、虚こ空くうで姿を消失させる。

「ヤハリ貴様ハ特異点ダ、アンチリテラル。タダ呼ビカケルダケデ、消滅シタ容レ物ノ主ヲ蘇ヨミガエラセルトハ。コノママ悠ユウ長チヨウニ遊ンデイラレルヨウナ相手デハナイ事ヲ、思イ出サセラレタヨ」

　アイン・ソフは眼下の海面近くに漂ただよわせていた、紅ぐ蓮れんの火球に手を伸ばす。

　すると火球は、アイン・ソフの手の平に吸い寄せられた。

　自みずからの手の平の上で燻くすぶり続ける火球を見つめ、アイン・ソフは宣告した。

「……戯タワムレハモウ、終ワリダ。今スグコノ世界ニ死ヲ与エヨウ」

　火球は炎の勢いを増し、見る見る間に眩まばゆく輝き始める。

　その変化は、俺にはどう見ても、温度が上がっているせいだとしか思えなかった。

　────摂せつ氏し無限℃にまで加熱されていく火球。

　無限℃という温度がどういった状態のものであるのか、まるで想像も付かないが……少なくとも地球の大気を超高温に熱し、地表を焼き尽つくすものなのだと、アイン・ソフは言っていた。

「やめろ、アイン・ソフ！　そんな事をしたら────」

「コノ星ニ住マウ全テノ有限ナル者達ガ尽キルダロウ。……イヤナラ我ヲ止メテミレバ良イデハナイカ？」

　挑ちよう発はつするアイン・ソフの言葉に、思わず歯は噛がみしてしまった。

　────どうすれば良いのだ！

　アイン・ソフはあまりにも強大な敵だ。

　全力で戦いを挑いどんでも、未いまだに勝ち目など見えてこない。

　そして奇き蹟せき的に勝てたとしても、それは同時に雪せつ名なを殺してしまう結果にもなるのだ。

　力及およばず、そして雪名を救いたい俺には、打つ手などないではないか……！

　火球の近くにいる俺は、周辺大気温度が、急速に高くなってきているのを肌で感じていた。

　チリチリと焦こげるような痛みを全身に感じながらも、俺は槍やりを構えたまま、何も選択出来ずにアイン・ソフを睨にらみ続ける事しか出来なかった。

「…………諦あきらめないで、誠せい一いち君」

　そんな時だった。

　雪名が、俺に呼びかけてきた。

「……これ以上、何もアイン・ソフの好きにはさせないよ……！」

「ウグッ……！」

　アイン・ソフの動きがピタリと止まった。

　その場で硬こう直ちよくし、アイン・ソフは、身体からだを震ふるわせて何かを堪こらえている様よう子すに見えた。

「……ホウ。コノ容イレ物ノ主ヌシモ、ヤルデハナイカ。我ガ〝身体ノ動キヲ封フウジル〟トハナ」

　アイン・ソフに支配されている雪名の身体は、火球を頭上に掲かかげたままの姿勢で動きを止める。アイン・ソフの口振りでは、どうやら雪名が身体の自由だけ取り戻した様子だった。

　だがおかしい。

　身体の自由を取り戻したとは言っても、雪名はその場で微動だにしようとしなかった。

　アイン・ソフの声は、変わらぬ悠ゆう然ぜんとした口調で言う。

「トハ言エ、儚ハカナキ有限ノモノノ抵抗ナド、決シテ無限ニハ続カヌ。我ノ動キヲ止メテオクダケデ精セイ一イツ杯パイナノダロウ？　一時的トハ言エ、我カラ身体ノ支配権ヲ取リ戻シタ事ダケハ褒ホメテヤロウ。シカシイツマデコノ状況ヲ維持シテイラレルモノカナ？」

「雪せつ名な！」

「誠せい一いち君……この魔ま物ものは……私が動きを止めておくよ……！」

　雪名が苦しげな表情でそう告つげてくる。

　唖あ然ぜんとしている俺に向かって、そのまま雪名が言った。

「少しの間だけど……今なら勝てるかもしれない……お願いだよ、誠一君……！」

　雪名は何を俺に訴えているのだ？

　まさかとは思うが、もしかしてこう言おうとしているのではないだろうか。

　────私を殺して。

　雪名が眼まな差ざしだけで、懸けん命めいにそう訴うつたえているように見えた。

「な……何を馬ば鹿かな事を言ってるんだよ、雪名……？」

　引き攣つった笑みしか作れず、俺は恐る恐る雪名に問いかける。

　だが雪名は無理にでも苦笑し、続けた。

「……私の気持ちは、ずっと孤独だった」

　雪名は遠い記憶を遡さかのぼっているように、優しく眼差しを細めた。

「けれど君に出会い。カナエちゃんや明あく津つ君。幸ゆき村むら君や愛あい架かちゃんと知り合う事が出来た。そうして友達がいっぱい出来て、私は独ひとりぼっちなんかじゃなくなった。幸せになれたんだよ。こんなにたくさんの人達に優しくして貰もらえたし、一いつ緒しよにいて良いんだって、そうも言って貰えた。私はみんなが大好きなんだよ。言葉では言い表せないくらいに」

　雪名の独どく白はくは続いた。

「誠一君は今まで、どんな相手にも立ち向かったよね。勝ち目なんてなくても。ただ自分の大切な人達を守りたいっていう、その一心だけで」

「……」

「ならわかって欲しい。今の私は、今までの君と同じ。ううん。君にも負けないくらいに強い気持ちで、みんなを守りたいと思ってるんだよ。そのためには……どんな手段を使ってもアイン・ソフをやっつけなきゃいけない。そうしなきゃいけないんだよ」

「……雪名」

　名を呼ぶ声に、みっともない涙声が混まじる。

「誠一君……今こそ私を〝殺して欲しい〟の」

「ハハハハ！　ソレハ無理ナ相談ダゾ、主ヌシヨ！」

　雪名の言葉を、それまで黙って聞いていたアイン・ソフが嘲笑あざわらった。

「コノアンチリテラルハ、貴様ヲ傷付ケタクナイガ一心デ、我ト戦ウ事スラ放ホウ棄キシタ者ダ。ソンナ頼ミ事ヲ、聞ク耳ナド持ッテイルハズガナイ！」

「……誠せい一いち君……お願いだよ……！　もうそれしかないんだよ……！」

　殺してくれと頼み込んでくる雪せつ名な。

　無理だと嘲笑あざわらうアイン・ソフ。

　確かにアイン・ソフの言う通り、俺に雪名を殺す事なんて無理だった。

「……雪名。お前を殺す事なんて、俺には出来そうもない」

「出来るよ。だって誠一君は────私と約束してくれたじゃない」

「……！」

　雪名はまだ……ずっとその約束を信じてくれていたのか。

　俺と交かわした約束を。

　必ず殺すという────悲しいでまかせを。

　約束したのに、それを守れない自分が情けなくて、俺は泣き出したくなる。

「雪名……ああ雪名……！　そんな事、言わないでくれよ……！」

　懸けん命めいに涙を堪こらえながら、歯を食いしばって雪名を見る。

　おそらく雪名だってもう、とっくに気が付いていたはずなのだ。俺にあの約束を守る意思がないという事を。それだけの時間を、俺達は共に傍そばで過ごして来たのだから。

　だが、そんな事はわかった上で言っているはずなのだ。

　俺が約束を果たす瞬しゆん間かんが、今この時であるのだと。

「イヤだ……イヤだよ、雪名……そんなの無理だ……！」

　この手で雪名を殺すなんて、俺にはとても堪たえられそうにない。

　こうなってみて初めて、俺にとって雪名がどれだけ大切な存在なのかが痛感出来た。

　雪名を殺したらどうなると言うのだ。

　アイン・ソフが消え去り、世界は変わらずに未来へ続いていくのか。

　雪名だけを〝置き去り〟にして。

「……！」

　……いや、待てよ。

　そうだ。それだ。

　その瞬間、俺は閃ひらめいてしまった。

　いや。閃いたというよりも、それはもはや直感でしかない。

　雪名の身体からだに入っているアイン・ソフ。

　内部から反抗する事で、一時的にアイン・ソフから身体の支配を奪うばい返している雪名。

　そして雪名を殺す事を躊躇ためらい、世界の滅めつ亡ぼうを見守っているだけの俺。

　…………ほんの数パーセントの勝率さえない、まさに狂気のアイディアだ。

　だがもしかしたら……それこそが唯一残されている〝希望〟なのではないだろうか。

「………………わかったよ、雪せつ名な。俺はお前を殺す」

「何ダト？」

　アイン・ソフは聞き捨てならないという口調で反応する。

　だが一方、雪名は俺の発言に対して優しく微笑ほほえんでくれていた。

　ああ。俺はいつも、その微笑みを大切に感じていた。

　その微笑みのためだけに、これまで諦あきらめずに戦えた。

　今いま更さらながら、それを理解する。

「…………そうだったな。俺は以前、確かにお前と約束をした」

「うん」

「何ダ、貴様達、何ノ話ヲシテイル？」

　アイン・ソフには構わず、俺は微笑んでくれている雪名に向かって言った。

「必ず俺が────」

「────私を殺してくれるって」

　俺はロムルスの槍やりの切っ先を、雪名に向かって構えた。

　もはや躊ちゆう躇ちよない全力である。

　槍の力を引き出せる目め一いつ杯ぱい、俺が人でいられる限界まで引き出そうとする。

「っがあああああああああああああああ！」

　身体からだの痛みではない。

　意識を引き裂さかれるような得え体たいの知れない激痛が迸ほとばしった。

　一いつ瞬しゆんでも気を抜くと、視界が激しい砂すな嵐あらしのように乱れて、戻らなくなってしまいそうだった。消し飛びそうな意識にしがみついて、俺はアイン・ソフを滅めつ殺さつするだけの力を蓄たくわえ始めた。

「……ハッタリダロウ。貴様ハ、コノ容イレ物ヲ破ハ壊カイスル事ヲ拒ンデイタデハナイカ。知ッテイルゾ。人間ノ執シユウ着チヤクトハ、ソンナニ簡単ニ捨テ去レルモノデハナイハズダゾ」

　だがアイン・ソフは、槍の切っ先に蓄積されていく殺傷能力の高さを警けい戒かいしているのだろう。

　ハッタリだと言いながらも、声色からは僅わずかに怯おびえのようなものが感じ取れた。

　俺はそんなアイン・ソフを嘲笑あざわらい、言った。

「確かに俺は、雪名を殺したくないと思っている。その気持ちは今も変わっていない。俺は雪名を必ず救い出すつもりだ。だから────今ここで雪名を殺すんだ」

「……意味不明ダ。貴様ノ言ッテイル言葉ガ理解出来ン」

　俺の身体の端はし々ばしから、青白いスカラーの粒子が溢あふれ始める。

　肉体が粒子化しているようだった。

　身体が……物質ではなくなりつつあるのだろうか。

　頭痛に似た強きよう烈れつな痛みで、吐はきそうになりながらも堪こらえる。

「雪せつ名な」

「うん」

「今まで楽しかったよ」

「私もだよ」

　俺達はお互いに、悲しく微笑ほほえみ合う。

「一いつ緒しよに下校したり」

「一緒に買い食いもしたよね」

「焼き芋いも、美お味いしかったよな」

「そうだね」

「たとえこれからどうなったとしても、俺はそれを忘れないよ」

　俺は小さく苦笑した。

「お前はもう……昔の弱い羽う鷺さぎ雪名なんかじゃないんだろ」

「そうだよ」

「なら俺は、気き兼がねなく〝お前を全力で殺せる〟よ」

　もはやまともに喋しやべれているのかすらわからない自みずからの唇くちびるを動かし、俺は雪名へ告つげた。

「俺は今からお前を全力で殺す。だからお前は、全力で〝生き残れ〟」

「！」

「お前が生き残れる確率なんて、限りなく０ゼロパーセントだろう。だが、そんなものはただの数値でしかない。なら零ゼロだろうが無限だろうが関係ない、俺達２人でひっくり返すんだ」

「……」

「お前はもう弱くない。どんな絶望にだって立ち向かえる強い人間だ。なら俺にだって立ち向かえ。俺の全力を超えて見せろ。お前はもう────アンチリテラルの数秘術師アルケニストだ」

　雪名はそれ以上、何かを口にする事はなかった。

　俺の意図を理解し、そして苦笑するしかなかったようだ。

　これは賭かけだ。

　上う手まくいく保証のない。

　勝つ見込みのない賭け。

　それでも────考えられる冴さえたやり方はこれしかない。

　俺と雪名は、お互いに語らずとも、伝えたい事は伝えきった。

　俺は眼前の雪名の身体からだに向かって、槍やりの切っ先を向けたまま突とつ撃げきする。

　アイン・ソフごと雪名の心臓を────貫つらぬくのだ。

「良イノカ！　コノ容イレ物ヲ我ト共ニ破ハ壊カイスル事ニナルノダゾ！」

　もはやアイン・ソフの脅おどしに耳を傾ける事などない。

　俺はあらん限りの咆ほう哮こうを上げる。

「うあああああああああああああああああああああああ！」

　そうして、見る見る間に距離を詰めていく。

「正気ナノカ！　クッ……オノレ動カヌカ、コノ身体カラダメ！」

　俺と話す事は無意味と悟さとったのだろう。アイン・ソフの呟つぶやきに怯おびえの色が増していった。

　……もはや俺の目の前は、ノイズがかっていてよく見えない。

　この攻こう撃げきが決まる頃には、俺は人間ではいられなくなっているのかもしれない。

　それでも構わなかったのだ。

　この世界が────大切な妹や、仲間達の未来が守れるのなら、随ずい分ぶんと有意義な命の使い方に違いないのだから。

　槍やりの先端が雪せつ名なのすぐ傍そばまで到達した時だった。

　間近に迫った雪名の柔やわ肌はだへ、槍が突つき刺さろうとする。

　俺は一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらい、その手を止めてしまおうとした。

　だが躊躇った俺の槍の切っ先を────雪名が両手の平で包み込み、自らの胸元へ導いた。

「……君を忘れない」

　雪名の胸元に、赤いアンフィニを模もした数字が浮かんで現れる。

　槍とその数字が接触した瞬間、視界から映像が途と絶だえた。

　ただ赤い光の爆ばく発はつが俺の眼前を埋うめ尽つくしていく。

　鼓こ膜まくが爆はぜる程ほどに強きよう烈れつな衝しよう撃げき波が迸ほとばしり、海を巨大なクレーター状に消し飛ばす。

　想像を絶する大破は壊かいの中、俺は目の前にあるはずの少女の身体からだに向かって腕を伸ばした。

　手の平の中に収まった華きや奢しやな身体の感触を、光の破壊の中で、ただ固く抱き締しめ続けた。

　その時、少女が俺の耳元で小さく囁ささやいたような気がした。




　────私ね。誠せい一いち君の事が────────






エピローグ







　朝陽が上り始めた砂浜に、１隻せきのゴムボートが辿たどり着いた。

　ボートから砂浜に降り立ったのは、白衣の男と、青い着物姿の少女である。

　少女は周囲の様よう子すを見渡して言った。

「……お台だい場ばですかぁ。まあぁ、無難なところに漂ひよう着ちやく出来たようで何よりですねぇ、博士はかせぇ」

「うむ。危あやうく船ごと。海の藻も屑くずになりかけたが。概おおむね計画通りに事は運んだようだ」

　少女の言葉に同意すると、白衣の男は唇くちびるの端はしを小さく持ち上げて微笑ほほえむ。

　やがて２人は砂浜を進み、ボートをその場で置き去りにする。

　何食わぬ態度で道路の方角を目指し始めたのである。

　しばらく歩いた頃だった。

　少女は男の白衣の裾すそを掴つかみ、その場で止まるように無言で警けい告こくする。

　白衣の男は、少女が警戒かいして見つめている方角を見やった。

「……」

　２人が向かおうとした先に、黒衣の男の姿があった。

　まるで２人を待ち伏ぶせしているかのように、頑がんとしてその場に佇たたずんでいる。

　白衣の男は少女の手を引き、悠ゆう然ぜんと正面からその男に歩み寄って行った。

　話が出来るそれなりの距離まで近付いてから、やがて立ち止まる。

　……黒衣の男は、険けわしい表情をした人物だった。

　黒のスーツに、黒のネクタイ。オールバックの黒髪に、尖とがった双そう眸ぼう。葬そう列れつに並ぶ喪も服ふくを着た長身痩そう躯く。その右腕には、鞘さやに収おさめられた一振りの日本刀が握り込まれている。

　白衣の男は、その男に何と声をかけて良いものか迷った。

　しばらく考えた後に、手の平を１つ打って話しかけた。

「おはよう。せっかくだから。一いつ緒しよにモーニングコーヒーでもどうだい？」

「博士ぇ。あんまりボケが通じるタイプの顔してませんよぉ、この人ぉ」

「……」

　黒衣の男は険しい表情のまま、その場を微動だにしようとしない。

　どうしたものかと困った挙あげ句く、白衣の男は嘆たん息そく混まじりに言った。

「確か……第３の執しつ行こう官かん。ヨハネ君だったかな？」

「ヨハネは座の名前だ。生憎あいにくとそれは名乗っていない」

　ようやくまともな返事が返ってきた。

　白衣の男と少女は、嬉うれしそうに顔を見合わせた。

　そんな白衣の男に、黒衣の男が問いかけてきた。

「……羽う鷺さぎ雪せつ名なの中に眠るアイン・ソフ。その存在を知っていたとはな……何か目的があって目覚めさせたのだろう。一体、お前は何をアイン・ソフと語らった」

「……」

　全てお見通し。

　黒衣の男は、そう言わんばかりだった。

　面めん倒どうそうに頭を掻かきながら、白衣の男は答えた。

「大した事じゃない。私はアイン・ソフに。こう言ってやったのさ。〝君を消す〟のが。私の仕事だとね」

　黒衣の男は黙り込む。

　白衣の男は構わず、黒衣の男が聞きたがっているであろう事を淡々と続けた。

「あとはこうも言っておいた。君がアンチリテラルと戦い。傷付く事があれば。私のところに来ると良い。そうね」

「……」

「羽鷺雪名の身体からだを追い出されれば。きっと新しい容いれ物が必要になるだろう。だからそうなったなら。私の身体を使ってはどうかと。提案したんだよ。もしもそうなれば。私も晴れて。高貴なる血族ノーブル・ブラツドの仲間入りという事になるのだろうか。興味深い」

「そんな事がしたかったんですかぁ、博士はかせぇ」

「君達にとっては。どうでも良かった事だろう。稲いな瀬せ君」

「まあそうですねぇ。私は面おも白しろい仕事が出来ればそれで良いですしぃ」

　２人のやり取りを聞いていた黒衣の男は、やがてもう１度、口を開いた。

「……アイン・ソフを殺すのが仕事だというのに、自分の肉体をアイン・ソフに提供しようというのか。それは矛盾していないか」

「いずれにせよ。この世でアイン・ソフを屠ほふれる存在は。アンチリテラルだけなのだ。なら。彼が気き兼がねなく殺せる。やりやすい相手が。アイン・ソフである必要があったんだよ。そうでなければ。彼はこの世界を救う事など出来ない。そうは思わないかね」

「……」

「今度は。私から質問しても良いかな？」

「何だ」

「ここで我々を殺すつもりなのかね？」

「……」

「用がないなら。私はこの場を。立ち去らせて貰もらいたいんだが。トイレに行きたいんだよ」

「……妙みような男だな、お前は」

　黒衣の男が危害を加えてくるつもりがない事を気け取どり、白衣の男と少女は、その横を通り過ぎようとする。すれ違う直前、黒衣の男は呟つぶやいた。

「……これは勝手な独ひとり言ごとだ。聞くのも聞かないのも自由だ」

　白衣の男は足を止める。

「先日、ダイソン環かんの内部へ潜入した時の事だ。少し寄り道をしたおかげで、かつて先端科学機構ネメシスが行っていた救世主計画メサイアプランの被ひ検けん体たい名簿を閲えつ覧らんする事が出来た」

「……」

「被検体達は皆、元々はただの人間で、変ア革ルのベ石ドと融ゆう合ごうする事で様々な変異を生じたそうだ。数多くの失敗の果てに、使えそうなサンプルとして生き残った者は少ない。そんな使えそうなサンプルとして生存した者の中に、災厄の数アルヘトスと化した赤帽子レツドハツトの名前も記き載さいされていた。そして他にも記載されていた名前の１つがこれだ。〝ニコラ＝テスラ〟」

　白衣の男は、やはり面めん倒どうそうに頭を掻かいた。

　黒衣の男は構わず続ける。

「ニコラ＝テスラは、かつて世界を救いそびれた憐あわれな怪かい人じんだ。そいつはもしかしたら、今もまだ、どこかで生き残っているのかもしれない。そしてたった１人でも、自分が生み出された使命を全うしようと足あ掻がいているのかもしれない。どんな背徳的な手段を使ったとしてもだ。……例えばアンチリテラルの覚かく醒せいを促うながすために、わざと災厄の数アルヘトスをけしかけたりするとかな」

「……」

「災厄の数の王アヘイロンを倒す。かつて羽う鷺さぎ宗そう司じが為なし得なかった仕事だ。それを引き継ついでいる愚おろか者が生きているかもしれない……ただそんな風に思っただけだ」

　黒衣の男の独り言が終わると、白衣の男は何も言わずにその場を立ち去っていく。

　遠く道路の向こうへ消えて行く白衣の男の背中を見送りながら、やがて黒衣の男もその場を後に、歩き出した。




　　　　■■■




　学校のすぐ近くに、それ程ほど大きくもない自然公園があった。

　春には桜さくらが咲き誇る美しい景色が見られる場所だ。

　今の季節はまさにシーズン只ただ中なかであり、景観が美しい。

　普段なら青空以外に見るものさえない退屈な場所だが、今日は花見客で賑にぎわっていた。

　桜の木の傍そばに、青いビニールシートが敷しき詰められていた。

　そこに陣じん取どった少年少女達は、舞い落ちる桜の花びらを見上げていた。

　学校の休みの日を利用して、誠せい一いち達のクラスは父母参加型の花見大会を開いていたのだ。

　生徒達の両親や先生方は、缶ビールを片手に談笑していた。

　そして生徒達は、お菓子やジュースを持ち寄り、思い思いに春の景色を楽しんでいた。

「うん！　やっぱり春って言えば花見よな！」

「うむむ～。そうですなあ。桜さくらさんがピンクで綺き麗れいですなあ」

　弘ひろ樹きの言葉に、お菓子のパッケージを破やぶいていた雛ひな木ぎがノンビリと同意する。

「桜を見ながら飲むコーラは最高だよな！」

「うむむ～。桜を見ながら食べるポテチも最高ですぞお」

　２人はモサモサとお菓子を頬ほお張ばり、缶ジュースで喉のどを潤うるおしている。

　だがそこで、先さき程ほどからお菓子とジュースばかりを飲み食いしている２人に苛いら立だっていた明あく津つが、思わず身を乗り出して注意した。

「おら！　てめえら菓子ばっかり食ってねえで、ちっとは野菜食えや、野菜！　塩分の取り過ぎは身体からだにわりいなんてもんじゃねえんだぞ！　ちっとは栄養価を気にしてだな！」

　明津は自らが持参したランチバックから、野菜たっぷりのサンドイッチを取り出して、無む理り矢や理りそれを弘樹と雛木に手渡していく。

　明津にお菓子を取り上げられた弘樹と雛木は、「えー」と不平の声を漏もらす。

　明津監かん視しの下、嫌いやそうにサンドイッチをパクつく２人の様よう子すを傍はた目めに見ながら、オレンジジュースを啜すすっていた愛あい架かが言った。

「明津さん、鬼おに母ははみたいですね、きもいです！」

「あん？　コイツ等らの身体の心配してやってるクソ親切な俺さんがキモイだって、冴さえ上がみ妹？」

「偉い！　愛あい架かちゃんよくぞ言った！」

　弘樹はサンドイッチを一気に呑のみ込み、愛架の意見に同意する。

　そして立ち上がって明津に抗議した。

「せっかくの花見なんだから、好きなもんを飲み食いしてて何が悪いというんだい！　というか明津ちゃん、このサンドイッチは見事に野菜しか挟はさんでないからちょっとアレな味なんだよ！　肉的な動物性タンパクさえ入れていないパンだけを食って桜を見ろだなんて、これはもう虐ぎやく待たいに等しい暴ぼう挙きよだね！　生しよう類るい桜さくら見みの刑けいだよ！」

「何だぁそりゃ。俺が朝５時起きして作ってきたサンドイッチが不ま味ずいっつーのか……！」

　弘樹と明津は、そうしていつも通りに口論を始める。

　漫才の掛かけ合いに近い２人の口論はクラスの中でも名物になっており、止める者はいない。

　掴つかみ合いになっている明津と弘樹を囃はやし立てる生徒達の声の中、マイペースに明津の持って来たランチバックを漁あさっている赤毛の少女がいた。

「あれ……もうないの？」

　赤毛の少女は、残念そうにランチバックの中を覗のぞき込み続けていた。

　そんな少女に、愛架の隣となりで本を読んでいた少年が声をかける。

「……アンデレ。お前、さっきから明津の作ってきたサンドイッチばっかり食べてないか」

　言われた少女、アンデレは頬ほおを赤くして狼ろう狽ばいし始める。

「そ、そんな事ないわよ！　私が食いしん坊だとでも言いたいわけ！」

「いや……別にそんな事は全然思ってないんだけど。ただサンドイッチ好きなのかなーと」

「う、うん」

　恥ずかしそうに、アンデレは俯うつむきながら答える。

　そんなアンデレに、愛あい架かが自分の弁当箱を差し出した。

　差し出された弁当箱を、アンデレが不ふ思し議ぎそうに見下ろしていると、愛架は言った。

「あたしが作ってきたので良ければ、食べませんか？」

　微笑ほほえむ愛架に、アンデレは何と答えて良いものかわからず、口をパクつかせていた。

　だがやがて、アンデレも嬉うれしそうに微笑んで頷うなずいた。

「ありがとう！」

　愛架の作ってきた弁当に箸はしを付けるアンデレ。

　その様よう子すを遠巻きに眺ながめていた金髪の少女が、クスリと上品に微笑んで言った。

「おやおや。明あく津つクンもアンデレも、あれじゃあまるで普通の高校生のようじゃないか」

「普通の高校生なのよ。だって彼かれ等らは、まだ若いもの」

　金髪の少女、タデウスに答えたのは、秋あき月づき杏きよう子こだった。

　秋月は缶ビールを片手に、タデウスの見慣れぬ私服姿を見ながら言った。

「それにしても…執しつ行こう官かんも喪も服ふく以外の格かつ好こうをするのね。てっきり普段もあれしか着ないものだとばかり思っていたわ」

「酷ひどいな。ボクだって一応、女なんだよ？　たまには可愛かわいい格好ってヤツだってするのさ」

　自らのスカートをひらつかせ、タデウスはどこまで真剣なのかわからない事を言う。

　そんなタデウスに、秋月は苦笑しながら言った。

「……色々と頼みを聞いてくれて感謝するわ」

「なーに、大した事はしていないさ。君に頼まれなくても、今回、教団は冴さえ上がみクンに大きな借りを作ってしまったからね。彼等の身の安全を確保するのは、当然の礼の内だよ」

　タデウスはオレンジジュースの缶に唇くちびるを付けてから、悪戯いたずらっぽく微笑んで言った。

「内閣情報管理室ベリナーズによる冴上クンの学校襲しゆう撃げきの件は、近くを通りかかったトラックが横転事故を起こしたせいだという事になる予定だ。トラックは新開発中の謎なぞの化学物質を運うん搬ぱんしていてね、事故で運悪くそれが漏もれ出した。その謎の物質は強きよう烈れつな催さい眠みん効果を持っていて、人体に有毒ではないという。まあ、そんな筋すじ書がきで報道されるはずさ」

「……政府を脅きよう迫はくでもしたの？」

「まあね。君が考えているよりも、教団は各国政府に対して圧力を発揮する事が出来る。今回の事件は、一部の議員達が教団の目を盗み、密ひそかにスカラー技術を再開しようとしたところから始まっている。当然、これは教団に対する反逆行為に等しい。現に各国政府は、死んだ議員達に関する訴訟を起こそうとしていない。ボク達からの制せい裁さいを恐れているからさ。だから今回の事後処理は、有う無むを言わせずにやりたい放ほう題だいと言ったところかな」

「全く、とんでもない事をサラリと言うのね」

「けれど、君はそれが出来ると思ったからボクに頼んできたんだろう」

「……まあね」

　秋あき月づきは、タデウスを肯定する。

　そして秋月は言った。

「今回の最大の敵はアイン・ソフだった。けれど冴さえ上がみ君達が同時に敵にしたのは、一部の心ない議員達だったとは言え、日本政府そのものだった。せっかく無事に帰って来たあの子達が、この国で社会的な抹まつ殺さつをされるような事態は避けたかったもの。せめてそうならないように、守ってあげるのが大人おとなの役割でしょう？」

「さて。生憎あいにくとボクには、そういう義理とか人情というような論理はわからなくてね。まあ冴上クン達に力を貸す事に異論はなかったから、どうでも良いんだけど」

「そうかもね。とにかく力を貸してくれてありがとう」

「何度も言わなくても、君の感謝してる気持ちは十分に伝わっているよ」

　タデウスは、小さくウインクをしてみせる。

　そして苦笑混まじりに言った。

「それにしても……やはり冴上クンはとんでもないね」

「ええ、確かに」

「アイン・ソフが蘇よみがえった時、ボクはこの世界の終わりを真ま面じ目めに考えていたよ。そうなった時の保険で冴上クンを作戦に参加させていたんだけど、実際には彼がアイン・ソフを倒せるだなんて思ってもいなかったのさ。けれど彼は未来を覆くつがえした。アイン・ソフを滅ほろぼし、世界を救ったんだ。教団が総出で立ち向かったところで勝てない相手に、彼１人で打ち勝ってしまったわけだよ。やれやれ、ボク達は反省しなければならないな」

　タデウスの自じ嘲ちように、秋月も自嘲してしまう。

　秋月とタデウスは、青空を見上げる。

　冴上誠せい一いちが、大切な者と戦う事によって救われた、今日という日。

　たとえ誰もが記憶しなくとも、真実を知る者達は記憶し続けるだろう。




　　　　■■■




　花見の喧けん噪そうから離れ、俺は静かな場所へ移動して来ていた。

　せっかく満開の桜さくらの中で読書が出来るのだ。

　落ち着いた場所で本の続きを読みたかったのである。

　俺は１人でベンチに座り、読書をしていた。

「────今日も１人でいるんだ」

　そうしていると、聞き馴なれた声の少女が現れる。

　白い長髪に、澄んだ緑色の双そう眸ぼう。

　美しいその少女、羽う鷺さぎ雪せつ名なは、風に踊る髪の毛を捲まくし上げて微笑ほほえんでいた。

　この公園で読書をしていると、こうして雪名がよく現れる。

　そうしていつも通りに俺の隣となりのベンチに座り、話しかけてくるのだ。

「……日差しが温かいね」

「そうだな」

　涼すずやかな風が吹き抜ける。

　桜さくらの枝が擦こすれる音を聞いていると、雪名が言った。

「……よくわかったね」

　俺は本を読んでいた俺は、ページをめくる手を止めた。

　栞しおりを挟み、本を閉ざす。

　そして、傍かたわらの少女に向き合った。

　少女は頬ほおを桜色に染めながら、愛いとおしそうな眼まな差ざしをこちらに向けてくる。

「……私の身体からだから、アイン・ソフの本体を切り離せるって事だよ」

　どう答えたものか。俺は頭を掻かきながら、雪名のその疑問に答える。

「半分は当てずっぽうだった。アイン・ソフ自身が、暴ばく露ろしてたんだよ。自分が容いれ物である雪名の中にいる間は、俺が手出し出来ないんだろうって。それって何だか、容れ物から出る事も可能みたいな言い方に聞こえないか」

　俺の言葉に、雪名は呆あきれた表情をする。

　当てずっぽうで自分が救われたのだという事実は意外だったのだろう。

　俺は構わずに続けた。

「それで閃ひらめいたんだ。何とかすれば、アイン・ソフを、お前の身体の中から追い出せるんじゃないかって。その何とかする方法っていうのが、危なっかしいハッタリだったわけだけどさ」

　雪名は苦笑し、ただ「誠せい一いち君らしいね」と答える。

　そんな雪名に、俺も問いかけたかった。

「……よくわかったな」

「何が？」

「俺が、お前を殺すつもりがなかった事」

　今度は俺が苦笑してしまう。

「アイン・ソフをびびらせて、お前の身体から出て来たところを倒すつもりだったんだ。事前に作戦なんて伝えてなかったのに……まさか本当に、俺がお前を殺すと思っていたのか？」

　俺が尋ねると、代わりに雪名は、温かく微笑んでくれた。

「何も難しくなかった。私はいつだって────ただ君を信じていたから」

「……」

　俺が黙り込むと、雪せつ名なは言った。

「結局、誠せい一いち君は私を殺すっていう約束を破やぶっちゃったんだね。ほら、見て」

　そう言って雪名は、自分の手の平を嬉うれしそうに掲かかげて見せた。

　小さな手の平には擦すり剥むいた傷があり、かさぶたになっていた。

　不老不死の雪名だったら、そんな傷はすぐに再生して元通りに修復されてしまうものでしかなかった。

　しかしもう〝治らない〟のだ。

　傷はゆっくりと癒いえていくだろう。

　もはや急速に元通りになる事などないのだ。

　何な故ぜならもう─────雪名は不老不死ではなくなってしまったのだから。

　普通の人間と同じように年老い、傷付き、死んでいくしかない。

　そんな有限の時を生きる宿命に身を落とした雪名に向かって、俺は言った。

「実は、あの約束は嘘うそっぱちだったんだ」

「そんなの知ってたよ、最初からずっと」

　サラリと言う俺に、雪名もサラリと返してくる。

　俺と雪名はお互いを見る事をやめ、遠くで花見の宴えん会かいに賑にぎわっているクラスの仲間達を見やった。舞い散る桜さくらの花びらの中で、雪名は俺を見ず言った。

「─────ありがとう。約束を破ってくれて」

「どういたしまして」

　俺はベンチの背もたれへ身体からだを預け、だらけた状態で青空を見上げた。

　雲がまばらに浮かび流れる、蒼そう穹きゆうだった。

「……１つ、わからないままの事があるんだ」

　俺は呟つぶやいた。

「俺達は今まで、雪名が不老不死になったのは変ア革ルのベ石ドによって命を救われたせいだと思ってたわけじゃないか。それが実は違っていて、母親からアイン・ソフを引き継ついだ影響のためだったっていうんだろ？　だとしたら……変ア革ルのベ石ドは一体、お前にどんな最適化をかけたんだ」

　変ア革ルのベ石ド。

　人のもっとも強い気持ちに反応し、その思いを最適化する石だ。

　強く願った事を叶かなえる石は、一体本当は、雪名をどうしてしまっていたのだろう。

　まさか願いを叶えなかったはずなどないのだ。

　青空を眺ながめていると、傍かたわらから雪名の声が聞こえてきた。

「……生きて幸せになりたい。その思いを最適化されたんだと思う」

「……なるほどな。なら、その願いは叶ったのか？」

　俺は雪せつ名なへ問いかける。

　しばらく……雪名は何も答えなかった。

　あまりにも沈黙の時間が長かったため、雪名は隣となりからいなくなってるのではないかと思った。

　俺が雪名の姿を探さがそうと、ベンチの背もたれから身を起こそうとした時だった。

「…………！」

　視界いっぱいの青空を背後に、瞼まぶたを閉ざした雪名の顔が間近にあった。

　柔らかい雪名の唇くちびるが────俺の唇に深く押し当てられていた。

　しばらく何が起きたのか、すぐに理解出来なかった。

　だがやがて……自分が雪名に唇を奪うばわれた事に気が付いた。

　雪名は俺の身体からだの上から離れ、そして隣のベンチに腰こし掛かけ直した。

　俺は呆あつ気けに取られて、何も言えなくなってしまっていた。

　爆ばく弾だんでも投げ込まれたように暴あばれている心臓の鼓こ動どうと、燃え尽つきそうな頬ほおの熱を何とかしようとするのに精せい一いつ杯ぱいで、声すらも出せない。

　雪名自身、頬を真っ赤にして恥ずかしがっていた。

　モジモジと俯うつむき、そしてやがて、俺を潤うるんだ眼まな差ざしで見つめて言うのだ。

「願い……もうとっくに叶かなってるよ」

　雪名は微笑ほほえんだ。

　輝くような笑顔だった。

　それだけで、俺は今までの全てが報むくわれたような気がしてしまった。

　夏の終わりに出会った雪名は、今は春の始まりに胸を躍おどらせている。

　かつての雪名は、未来の全てを諦あきらめていたはずだったのだ。

　しかし、そんな雪名が今では、必死になってでも掴つかみ取りたい未来を見付けたらしい。

　だからこそ、雪名はとても強くなったのだ。

　もはやどんな数リのテ支ラ配ルが相手だろうと、雪名は諦めないし、挫くじけないだろう。

　彼女の選んだ生き方は────アンチリテラルなのだから。
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　　　　あとがき







　大人おとな────それは成人の事を指す言葉。

　日本の民法において、成人とは「20歳以上の人」の事を指します。

　というわけで一応、この国では私も〝大人〟の１人に数えられているわけです。




　大人は悪い奴やつ等らだ。




　小さい頃、私は漠ばく然ぜんとそんな風に考えていた事がありました。

　仕方なかったのかもしれません。

　例えばテレビでは、連日のように大人達が起こした、汚職や犯罪の報道を流しています。

　自分の都つ合ごうで他人を困らせたり、約束を守らない嘘うそつきや、誰かを傷付けたり、裏切ったりした悪い人に関するニュースです。

　見聞きする情報を通じ、社会の様よう子すを俯ふ瞰かんしている内に、子供ながらにも、大人に対する苛いら立だちや失望感は募つのっていったのです。そうしていつしか、私は「大人が悪い奴ばかりだから、世の中も悪いんだ」と思うようになっていました。




　実際に大人になってみて、感じました。

　子供の頃に考えていた通り、確かに「大人は悪い奴等」なのです。

　そして悲しいかな、誰しもがいつか「大人になってしまう」のです。

　決して、全ての大人達が汚職や犯罪をしているとかいう派手な話ではありません。

　しかしどう足あ掻がいても、私達は逃のがれられないようなのです。

　多かれ少なかれ、他人に迷惑をかけてしまったり、意図せず誰かを傷付けてしまったりする現実から。善人として振る舞っているつもりなのに、気が付けば悪い人になってしまう矛盾から。自分らしく生きていくために、ただみんな一生懸けん命めいでいるだけなのですがね。




　本作、「アンチリテラルの数秘術師アルケニスト」に登場する人物達は、大半が大人ではありません。

　けれど前述した「大人のような悪人」ばかりを描いたつもりです。

　そんな彼等の物語も、ここで一段落を迎える事になりました。

　作者的には、アニメで言う１クール目終了のようなイメージで書いていますが、いかがだったでしょうか。

　この物語の続きを書く予定は、今のところございません。書く機会に恵まれれば喜ばしいのですが、続刊を期待されている読者さんがいらっしゃいましたら、誠に申し訳ないです。

　これまで本作を追いかけ続け、今巻もお手に取ってくださった読者の皆さんには、心より感謝する気持ちでいっぱいです。今までこういった定型文のような謝しや辞じは、胡う散さん臭くさいものだと思っていました。「作者、本当にそう思ってるのかよ」みたいな感じに、です。

　ですがこうして自分でいざ書いてみると……嘘偽いつわりのない本心なのです。




　くだらない私事ですが。

　私は兼業作家ですので、昼間は会社に行き、夜に執筆をする日々を送っています。

　兼業という立場はややこしいものでして……会社の仕事に対して、作家業の忙しさを言い訳には使えません。そして逆に、編集部に対しても、会社の仕事の忙しさを言い訳に使いたくない意地があるのです。それが私のチンケな誇りであり、プロ意識なので。

　立場上、弱音を吐はける相手は会社におらず、ただ猛もう烈れつに忙しいだけの毎日です。

　１人で全部を抱え込んで、１人で全部の責任を取るしかありません。

　会社の仕事でヘコんだり傷付いたりした日なんて、肉体的にも精神的にもボロボロなので、原稿書くのが億おつ劫くうになる事も多々ありました。普段からあまりにも寝なさすぎて、スケジュールが立て込んでいた時は、社内で一瞬、気絶しながら廊下を歩いてた事もあります。終電帰りの平日に、帰ってから完徹しなきゃいけない時が１番泣きそうになる瞬しゆん間かんです。

　忙しすぎて、何度も挫くじけかけました。

　ですが応援してくださる読者さんの声に、同じくらい何度も救われたのです。

　皆さんの声援は、マジで作家が踏ん張る力になります。

　今この瞬間の私があるのは、この拙つたない文章を読んでくださっている名も知らぬ貴方あなたのおかげです。だから何度でも言いたいのです。

〝ありがとう〟を。

　読者さんだけではありません。いつも異常な速度で原稿をチェックして、適切に私を指導してくださる担当編集さん。多忙なスケジュールの中を調整して、いつも素敵なイラストを描いてくださる笹ささ森もり先生。校こう閲えつのＮさん。他にも本作の出版に関わる全ての方々。

　いつもありがとうございます。




　……実はすでに別作品の計画にも着手しております。

　今年もたくさん書かせて貰もらえそうだよ！　やったね、兎う月づきちゃん！

　現在は新作のために、資料の読み込みを行っているところです。

　さらなる面おも白しろいお話が書けるように、じっくり仕込んでいますため、そちらの方もよろしくお願いいたします。おそらく近いうちにお目見えすると思いますが、それまではしばしお別れ。

　またお会い出来る日を楽しみに待っております！


うづき　　
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兎う月づき山や羊ぎ

昼はサラリーマン。夜は物書き。起きて会社で働き、帰って朝まで原稿をやる毎日です。バストサイズを操るπの災厄の数アルヘトスを描ける日を、心待ちにしている兼業作家です。しかし、その能力って世界を平和にしちゃうし、悪い奴じゃなくね？
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笹ささ森もりトモエ

表紙でようやく雪名の笑顔を描けました！

彼女には幸せになってほしいものです。

雛木さん（ペロペロ）と、アンデ…安藤さんにも。
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